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「じゃあ改めて……みんな、お疲つかれさま～！」

「お疲れっした～～～！」

　岩いわ本もとさんの音おん頭どで、俺たちは各グラスを持ち上げて乾かん杯ぱいした。




　ここは新しん橋ばしのとある居酒屋。

　俺たち漫まん研けんメンバーは夏コミ後、会場付近の店は夏コミの参加者で混こんでいるため、東京ビッグサイトのある国こく際さい展てん示じ場じよう正せい門もん駅からゆりかもめで新橋駅まで移動して、夏コミの打ち上げをしていた。




　改めて思い返すと、本当に大変だった夏コミ。

　長は谷せ川がわをかけてアニ研と同人誌の売り上げで対決することになってしまい、中心となって同人誌の原げん稿こうを描かく予定だった佐さ倉くらさんが漫研を退部すると言い出し、一時期はどうなることかと思ったが……。

　なんとか佐倉さんが漫研に戻もどってくれ、免めん許きよ合宿で大変な中みんなで力を合わせて同人誌を完成させることに成功した。

　夏コミ当日も、前半はアニ研の同人誌の売り上げに負けており冷や冷やしたが、なりふり構わず宣伝をして、最終的にはコスプレをした小豆あずきちゃんと恋こいヶが崎ざきが売り子を務めてくれたおかげでなんとかアニ研より先に同人誌を完売させることができた。

「それにしても、マジでびっくりしたよ」

　俺はしみじみと、目の前に座る恋ヶ崎と小豆ちゃんを見て言う。

「二人が来てくれただけでも驚おどろいたのに、まさかうちの同人誌のコスプレしてるなんてさ」

「二人のコスプレ姿の写メを漫研のグループラインに投とう稿こうしたら、佐倉さんが感激してたわ。自分の漫まん画がのキャラのコスプレを見られるなんて、すごく嬉うれしい、って。生なまで見られなくて残念がっていたわ」

「えへへ……漫研のみんなをびっくりさせたくてさ～！」

「小豆ちゃん、マジで超ちようすごい勢いで衣い装しよう作っちゃったんだよ!?　早い上に、衣装の完成度もめちゃくちゃ高くてびっくりした！　ほんともう、そういう職業に就ついた方がいいんじゃないかって思ったし！」

「もう、桃ももちゃんってば大げさだよ～」

　本当に大変だったここ最近。だけど、こうして終わってみんなで楽しく話していると、大変だったけど本当に楽しかったよなあ、なんて思える。

　四人で暫しばらくの間会話したあと、俺はトイレヘ行くために席を立った。

　席に戻ってきて、恋ヶ崎と小豆の姿が俺の席の近くからいなくなっていることに驚く。

　二人は、真ん中の方の席に移動して、川かわ北きたさんや他の男子部員と会話していた。

　こ、これは一体……!?

「あ、柏かしわ田だ君。恋ヶ崎さんと小豆さんは、川北さんが『今日のＭＶＰの二人は端はじっこなんかにいないで真ん中に座って座って！』なんて言って、遠えん慮りよする二人を無理矢理真ん中の方の席へ移動させてしまったわ」

「え!?　マ、マジ!?」

　ちくしょう、川北さんめ！　絶対自分が恋ヶ崎や小豆ちゃんと喋しやべりたいだけだろっ!?

「あの……柏田君」

「え!?」

　俺が川北さんを睨にらみ付けながら怒いかりの怨おん念ねんを送っていると、長谷川が少し真しん剣けんな様子で俺の顔を見ていた。

「その、改めて……夏コミ、本当にお疲れ様」

「え!?　いや、長谷川こそお疲れ！　ほんと勝てて良かったよね～」

「ええ。……今回アニ研との勝負に勝てたのは、漫研のメンバー全員、最後まで体を張って頑がん張ばってくれた佐倉さん、それに部員ではないのに売り子を務めてくれた恋ヶ崎さんと小豆さん、みんなのおかげだと思うけれど……柏田君、あなたにも、私は感謝してもしきれないわ」

「えっ!?　お、俺!?」

　突とつ然ぜんの長谷川の言葉に、俺はびっくりしてウーロン茶を噴ふき出しそうになる。

「ええ。勿もち論ろんあなたが私のために頑張ってくれただなんて自惚うぬぼれたことは思っていないから安心して欲しいのだけれど、それでも……私はこれからも漫研にいられることになって本当に嬉しいし、あなたに感謝しているの。だから……ありがとう、柏田君」

「え、あ、いやそんな……」

　俺なんか大したことはしてないし、と言おうとする一方で、いやいやいや、俺は長谷川に漫研にいて欲しいから頑張ったんですけど!?　なんて言葉も浮うかんで、とにかく言いたいことはいろいろあったが、長谷川に天使のような微笑ほほえみで礼を言われては、動どう揺ようのあまり思ったことが何一つ口から出てこなくて困ってしまう。

　長谷川がこれからも漫研にいてくれるなら……そして長谷川がこんな笑顔で礼を言ってくれるのなら、俺がしたことなんて本当に大したことじゃないと思える。

「後で佐倉さんにも改めてお礼を言わなくてはならないわね。彼女……大だい丈じよう夫ぶかしら」

　長谷川が心配そうな表情になる。

　佐倉さんは昨日まで今日のための作業を頑張ってくれたせいで、夏コミ中に貧ひん血けつを起こして医務室行きになり、打ち上げにも参加できなかった。

　本当は参加したがっていたのだが、またみんなに迷めい惑わくをかけたら嫌いやだから念のためやめておく、とグループラインで発言していた。

「そうだね。帰ったらラインしてみようかな」

「そうね。私もそうするわ。ところで……あれ、放ほうっておいていいの？」

　長谷川が恋ヶ崎の方へ視線を向ける。

「恋ヶ崎さん、川北さんのこと苦手って言っていたわ。彼氏として助けにいってあげた方がいいんじゃない？」

　恋ヶ崎の隣となりに座る川北さんが、恋ヶ崎に身体からだを近付けて話していた。

「げ！　そ、そうだね！　ちょっと行ってくる！」

　ちょうど今恋ヶ崎の逆側の隣の席が空いていたので、俺は思いきって自分の席を立ち、恋ヶ崎の隣の席へと移動する。さっきまでこの席空いてなかったような気がするから、誰だれかトイレにでも行っているのだろう。

　誰だか知らないが、すまん！　恋ヶ崎の隣のこの席は、彼氏権限でもらうぞ！

「いや～、本当にお疲れ様っす！」

「……か、柏田！」

　俺が無理矢理会話に入ると、恋ヶ崎が驚いた様子で俺を見た。

　川北さんと小豆ちゃんも俺が席を移動してきたことに気づいて、驚いた様子で見ている。

「柏田お前、いつの間に……。何ちゃっかり移動してきてんだよ」

「い、いいじゃないっすか。俺も会話に入れてくださいよ～」

　なるべく自然な感じを装よそおって言ったつもりだが、思いっきり川北さんを警けい戒かいしているのがバレバレのような気がする。

「悪いことは言わねえ。自分の席に戻れ」

「え!?　な、なんでっすか！　嫌ですよ！　いやだなあ川北さん、女の子独り占じめしようとしてー……」

　席に戻れ、だなんてあからさまに俺を排はい除じよしようとしている川北さんにムカついて、思わず言い返す俺。

「いや違ちがう、そうじゃなくて……」

「ちょっとぉ、誰よ勝手に私の席に座ってんのは～!?」

「……っ!?」

　川北さんのセリフを遮さえぎって、俺の背後からそんな声が聞こえてきて思わずびびる。

　振ふり返るとそこには……。

「二に階かい堂どうさん!?」

　既すでにアルコールで顔を赤くしている二階堂さんが、不ふ機き嫌げんそうな表情で仁に王おう立ちしていた。

「柏田君あなたねえぇ～、誰に断って私の席に勝手に座ってるわけっ!?」

「ひいっ！　ご、ごめんなさい！」

　まさかここ、二階堂さんの席だったなんて！

　二階堂さん、普ふ段だんから少しきつい性格だけど、酒が入ると強ごう引いんかつ横暴になるんだよなあ……。

　二階堂さんの席だと分かっていたら、席を奪うばう勇気は俺にはなかったことだろう。

　俺は慌あわてて立ち上がり、二階堂さんに「どうぞ」と席を譲ゆずる。

「あー、そう。そんなに彼女の隣に座りたいってのね」

　二階堂さんは恋ヶ崎と俺の顔を交こう互ごに見て、フッ、と呆あきれたように笑う。

　おお、二階堂さん、もしかして席を譲ゆずってくれるのか!?　相当酔よっぱらってそうなのに、なんて物わかりのいい、いい人なんだ！

「仕方ないわね、じゃ、特別にここに座ってもいーわよ！」

「!?」

　二階堂さんは豪ごう快かいな笑みを浮かべながら、椅い子すにストンと座ったあと、自分の膝ひざの上をぽんぽんと叩たたいた。

　ここ、とは──つまり、二階堂さんの膝の上、ってことか!?

　やっぱりこの人、相当酔っぱらってんな!?　普段の二階堂さんだったら絶対にこんなことしないだろうに……！

「い、いや！　大丈夫っす！」

　当然断ると、二階堂さんの目つきがギロリと鋭するどくなって、

「ちょっと、私の膝の上が不満だって言うわけ!?」

　などと絡からんできたので、俺は内心一層怯おびえる。

「二階堂さん、今日アニ研に勝てたことでめっちゃテンション高くてすごい勢いで飲み続けてるから、今までに見たことがないくらい酔ってんだよ。面めん倒どうくさいから言うこと聞いとけ」

　川北さんが同情の眼まな差ざしを俺に向けて言う。さっきまで苛いら立だちの対象だった彼が、急にちょっといい奴やつに見えてきた。

「え、い、いや、でも……」

　俺は思わず隣に座る恋ヶ崎の顔を見る。恋ヶ崎はジト目で俺を睨みつけていた。

　なぜ!?　俺、まだ何も悪いことしてないのに！

「ほらいーから！　そこに突つっ立たってると私が後こう輩はいを立たせてるみたいじゃないの！」

「ひいいっ!?」

　二階堂さんが俺の腕うでを自分の方へ引っ張るので、俺はバランスを崩くずして本当に二階堂さんの膝の上に座る形になってしまった。

　二階堂さんの体に背中から倒たおれ込むようになったために、一いつ瞬しゆん、俺の背中が二階堂さんの体に軽くぶつかってしまう。今背中に当たった柔やわらかいものは、位置的に、もしかして……胸!?

　尻しりの下には二階堂さんの柔らかい太ふと股ももがあるし、これは、なんかすごくまずい……。

「！」

　そこで、恋ヶ崎がさらに鋭い目つきを俺に向けていることに気づいた。さっきよりもずっと不機嫌そうな表情になっている。

「む。柏田君、ひょろひょろの割に思ったより重いわね。それに酒が飲めなくて邪じや魔ま。やっぱどいて」

「え……」

　二階堂さんは不満げにそう言いながら俺の背中をドンと押して、自分の膝の上から俺を退どかした。

　自分で無理矢理座らせたくせに、どんだけ自分勝手なんだよ!?

　しかし酔っぱらいに何を言っても無む駄だだろうし、何より怖こわいから、そんな文句を実際に口に出す勇気などない。

「あ、柏田君……良かったらここ座る？」

「え!?」

　座る場所がなくてその場に棒立ちしている俺に、小豆ちゃんが立ち上がって声をかけた。

「いや、そんな……」

「いいから遠慮しないで！」

　小豆ちゃんは笑顔で俺の腕を引っ張って自分の席に座らせると、自分は俺が元いた長谷川の隣の席へと移動した。

　小豆ちゃん、なんていい子なんだ……。

　小豆ちゃんのおかげで無事恋ヶ崎の向かいに座ることができたわけだが、肝かん心じんの恋ヶ崎の顔を見ると、なんだかむっとした表情で俺を見ている。

「えー、みんな盛り上がってるところ悪いが、そろそろ次の漫研の活動についての話し合いに移りたいと思うんだが、いいか？」

　そこで、端はしの誕生日席に座る岩本さんが、少し声を張ってみんなに呼びかけた。それぞれ会話をやめて、岩本さんに視線を向ける。

　次の漫研の活動の話し合い？

　夏コミのことで頭がいっぱいで、次の漫研の活動だなんて、一いつ切さい頭になかった。

「みんなも知っての通り、十月に学園祭がある。やっと夏コミが終わったばっかりで悪いんだが、もう夏休みのうちから準備に入らないとまずいんだ」

　岩本さんの言葉に先せん輩ぱいたちが、あ～学園祭か、もうそんな時期か、なんて反応する。

　そうか、学園祭か……。

　当然、漫研でも何かやるんだな。夏コミが終わったばかりでやっと一息つけると思っていたのだが、忙いそがしいもんだな。

「夏コミで大変だったから、暫しばらくはゆっくりしたいって思うかもしれんが……俺はぶっちゃけ、この勢いで例年以上に学園祭にも力を入れたいと思ってる！」

　岩本さんの突然の宣言に、部員たちは「えぇ!?」「岩本さん、どうしたんすか!?」なんて少し笑いながら反応する。

「夏コミで思ったんだよ。今年の漫研は、いつもと違うって！　今年の漫研だったら、何かできるんじゃないか……ってな。今いま更さらだが、漫研の大学でのヒエラルキーは当然最下層だ。この学園祭で観客をたくさん呼び込めたり、何か賞にでも入ることができれば、そんな現状を打破できる気がするんだ！」

　岩本さんは酒が入っているからというのもあるのか、いつもの緩ゆるい彼からは想像できないくらいの熱さで語る。

「おぉー！」

「なんかそう言われると、燃えてくるっすね」

　岩本さんのセリフに、部員たちにも熱が移った。

「学園祭で、賞なんてあるんですね」

「ああ、客の動員数、総売上、アンケートによる満足度なんかで賞が決まるんだ。そこで、だ。学園祭で、なんかやりたいものある奴はいるか!?」

　たくさん客を呼び込めたり、賞がもらえたりする程ほどの演目って、一体何だろう？

　みんなも俺と同じように、なんだろなー、なんて悩なやんでいる。

「例年は、どんなことをしているんですか？」

　長谷川が通る声で岩本さんに質問した。

「去年はみんなで部誌を作って売ったり、ポストカードとかのグッズを作って売ったり、とかだな。つっても、姉あね御ご以外で絵が描ける人がいないから、全然売れなかったけど」

　岩本さんが言いながら苦く笑しようする。

　いかにも漫研、って感じの出し物だな。正直それじゃあ、人をたくさん呼び込んだり賞を取ったりするのは難しいんじゃないかと思う。

「ちなみに、さっき佐倉さんに電話して、打ち上げで学園祭の話し合いをするけど、なんかやりたいことあるか？　って聞いたところ、今回みんなで漫まん画がを描いたから、次はアニメが作りたいって言ってたぜ。何でも、声優がやってみたいとのことだ」

「！」

　佐倉さんが、そんなことを……。

　アニメ、いいじゃないか！　大変そうだけどめちゃくちゃ楽しそうだ。アニメを作るって、オタクにとってすげえ夢がある。

「アニメか！　佐倉ちゃん、いいこと言いますね～！」

「いいんじゃね？　でも、アニメなんて作れるのか？」

　先輩たちも、好意的な反応を示している。

「ああ。俺も面おも白しろそうだとは思ったんだがな……現実的に考えたら、難しいな」

「え!?」

　しかし岩本さんの言葉に、みんながざわついた。

「今はもう八月だ。学園祭は十月。短編アニメでも、厳しいと思う。まずは脚きやく本ほん作って、それから作画だ。俺の兄貴がアニメ制作に関かかわる仕事してたことがあって、それを思い出したら、素人しろうとがこの少人数で、二ヶ月ちょっとで一からアニメを作るなんてとてもじゃないが無理だと思う」

「まじっすか……」

「やっぱりアニメ作るって大変なんだな」

　うーん、一瞬楽しそうだと思ってテンション上がったんだが、厳しいのか……。残念だ。

「せいぜい作れるとしたら、アニメよりは実写映画だな」

「実写映画!?　岩本さん、それ今のオタク界にはＮＧワードっすよ！」

　岩本さんの発言に、川北さんがゲラゲラと笑いながら突っ込んだ。

　彼が言っているのは、最近漫画などがよく実写映画化されて、映画の設定や物語を原作から変えすぎている、出演者がイメージと違ちがう、などと原作ファンから批判されている件だろう。

　俺も好きな漫画が実写化されて、イメージを壊こわされるという痛い思いを何度か経験したことがある。

「最近の実写化ブームはマジでやめて欲しいよな～」

「この間のアレも相当酷ひどかったなー」

　ん、待てよ……。

　俺たちオタクが、好きな作品の実写映画化をこんなに毛け嫌ぎらいしているのなら……。

「実写映画、いいじゃないっすか！」

　俺は思わず、声を張った。全員の視線が俺へと集まる。

「自分たちが……オタクが納なつ得とくするオタク向けの実写映画を作るんすよ！　オタクだからこそ、作品への愛を込こめて、作品に忠実に！」

「オタクが納得する、オタク向け実写映画……？」

　俺の発言に、全員ポカンとしていた。

　自分としてはなんて素す晴ばらしい案が浮うかんだんだ、俺って天才じゃね!?　くらいに思って発言したのだが、みんなの反応は案外良くない。

「そりゃーそんなもん作れるもんなら作ってみたいが、プロでも無理なもんを、俺たち素人が作れるんか？」

　岩本さんが首を捻ひねる。

「えっと、技術はなくても、オタクだからこそ、作品の本当のファンだからこそできるものってあると思うんすよ！　バトルものとかファンタジーだったらＣＧ技術がない俺たちには無理だと思うんすけど、例えば、少年チャンプでやってるエセコイとか、ラノベ原作の冴さえてる彼女とか、ゲームだったらラブマイナスとか、ああいう現実のラブコメ作品だったらできる気がしません!?」

　俺の発言に、一瞬静まりかえった後、「確かにああいうのなら……」とか、「でも役者どうすんだ？」とか、「下手したらアニメパロったＡＶみたいになるんじゃ……」なんて言葉が飛び交かう。

「それ……面白そう！」

　俺の意見に初めて賛成意見を述べてくれたのは……小豆ちゃんだった。

「キャラの髪かみ型がたとか衣い装しようとか、わたしで良ければ協力するよ！」

　目を輝かがやかせて小豆ちゃんは協力を名乗り出てくれた。

「え、ほんと!?」

　二次元から出てきたようなクオリティの高いコスプレができる小豆ちゃんに協力してもらえるなら、登場人物のビジュアル面では、作品のクオリティが一気に上がると思う。めちゃくちゃありがたい。

「そうだな、すごく短い作品にして、その代わり原作に忠実な凝こった作品が作れるようみんなで頑がん張ばれば……案外面白いもんが作れるかもしれんな」

　岩本さんも、肯こう定てい的な意見を述べてくれた。

「八月中に何を原作にするか決めて脚本仕上げて、ロケ地とか衣装とか準備して、九月の前半に撮さつ影えい終わらせて、後半で編集作業……。アニメよりは全然現実的だしな」

　岩本さんが続ける。

「確かに面白そう……」

「うちの漫研女の子のレベルは高いから、男は一切出さずに女の子だけに出てもらえればいけるかも」

「いいっすね～、なんか燃えてきた！」

　小豆ちゃんと岩本さんの言葉を聞いて心変わりしたのか、徐じよ々じよにみんなも、肯定的な言葉を発してくれた。

「んーじゃあ学園祭は、漫画などの二次元を原作とした、実写短編映画を作るってことで……みんな、異論はないか!?」

「はーい！」

「おっけーっす」

　岩本さんの言葉に、みんなが返事をする。

「佐倉さんにも後で俺が聞いておく。これで佐倉さんがオッケー出したら、学園祭に向けて実写映画を作ろう。これで行くことになったら、来週くらいに俺がグループにラインするから、それまでにみんな何の漫画、もしくはアニメ、ゲームを原作にしたいか、自分は何を担当したいかを考えといてくれや」

　岩本さんの言葉で、その日の話し合いは終しゆう了りようし、それから飲み会終了までは各テーブル、学園祭で何をやりたいかとか、今日の夏コミについての話で盛り上がった。




　俺の意見が通って、本当に実写映画を作ることになるんだなんて……すごく嬉うれしい。

　もう学園祭まで二ヶ月少ししかないが、八月と九月前半は夏休みだし、準備に充あてられる時間は結構あるはずだ。

　素人の俺たちなりに、『オタクが納得するオタク向け実写映画』……作ってみたい！







　　　２







「いいな～。実写映画撮影なんて、超ちよう楽しそうじゃん！」

　打ち上げが終わり、みんなで居酒屋から新橋駅まで歩く道中。

　少し前まで不ふ機き嫌げんそうだった恋こいヶが崎さきだが、もうすっかり目を輝かせてそう言った。

「ねー！　うちの大学の漫まん研けんでもそういうのやりたいくらいだよー！　もうコスプレ喫きつ茶さで決定しちゃったんだけどさ～」

　小豆あずきちゃんも、恋ヶ崎に続く。

「題材は、何がいいだろうね～？」

「俺もさっきからずっと考えてるんだけどさ、やっぱみんなが知ってる作品がいいよね。それで実写に無理がなく、まだ実写化されてない作品……」

　うーん、と二人は考える。うちの漫研のことなのに、二人までこんなに真しん剣けんに考えてくれるだなんて。

　今期アニメだと何かなーとか、ギャルゲー系は結構ありだよね～、なんて話で盛り上がる。

「あの、二人とも……」

　そんな二人に、近くを歩いていた長は谷せ川がわが声をかけた。きょとんとして長谷川に顔を向ける二人。

「今いま更さらになってしまったけれど……改めて、今回協力してくれて本当にありがとう」

　長谷川が、恋ヶ崎と小豆ちゃんに向かって夏コミの売り子に協力してくれたことに対して丁てい寧ねいに謝辞を述べた。

「ええ!?　そんな、全然うちらなんて大したことしてないって～」

　そうだ、俺からもまだきちんと礼を言っていなかったな。

「俺からも、本当にありがとう二人とも。本が完売したのは二人のおかげだよ」

　先ほど川北さんを筆頭とした他の漫研メンバーに散々礼を言われていたので聞き飽あきたかもしれないが、二人は恥はずかしそうに「もうやめてよ～」なんて笑った。

「にしても、恋ヶ崎がこんなに早くまた東京に来るなんてな」

「でしょ!?　今回のは、小豆ちゃんにしか言ってないんだ。いきなり来てびっくりさせようと思ってさ」

「マジかよ……」

　びっくりしたことには間違いないが、それ以上に嬉しかった。またこんなに早く恋ヶ崎に会えるだなんて。

　いきなりだったから家族にはまた説明しなくちゃならないが、当然恋ヶ崎を家に泊とめることを歓かん迎げいしてくれることだろう。

「じゃ、また連れん絡らくすんね」

「……えっ!?」

　新橋駅にたどり着くと、突とつ然ぜん恋ヶ崎がそんなことを言い出したので、俺は驚おどろきのあまり声を張り上げてしまった。

「あ、今回はあんたに内ない緒しよで来たから、小豆ちゃんのおうちに泊めてもらってるんだ」

「え、あ……そ、そうなのか」

　なんだ、てっきり今回も当然のごとくうちに泊まるもんだと思ってたんだが。

「ごめんね柏かしわ田だ君、しばらく嫁よめ借りるよ～！」

「は、ははは……」

　動どう揺ようのあまり、小豆ちゃんの言葉にもうまい返しができない。俺に気を遣つかってくれたんだろうが、なんとも残念だ。

　一体恋ヶ崎はいつまでこっちにいるんだ？　また連絡する、ってことは、一度くらいは会えるんだろうか？




「じゃあお前ら、何を原作にしたいかちゃんと考えとけよー！　解散っ！」

　岩いわ本もとさんの言葉で、新橋駅にて解散し、それぞれの電車の乗り場へと向かった。

　別れを惜おしみつつ、恋ヶ崎ともそこで別れた。




　　　　＊




　夏コミでアニ研に勝てたという達成感、もう夏コミの準備に追われなくていいんだという開放感、恋ヶ崎が漫研のことが心配でまた東京に来てくれたという喜び、なのに今恋ヶ崎と一いつ緒しよにいないという寂さびしさ──様々な感情を抱かかえて帰路についていると、ラインの着信音が鳴った。

『桜さくら井い小豆：柏田君、明日あした空いてる～!?』

『え！　空いてるけど……』

　思わず即そく返信する。

『桜井小豆：良かったー！　今うちの両親が旅行でいないから、明日ムラサキさんも誘さそって四人でうちで遊ばない？　親いないから泊まってってもいいしｗ』

『マジで!?　行く行く!!』

　言葉通り二つ返事でオーケーした。

　今回恋ヶ崎と会えるのか不安だったからめちゃくちゃ嬉しいってのもあるし、みんなで小豆ちゃんの家で遊べるなんてめちゃくちゃ楽しそうだ！

　少し落ちかけていたテンションが一気に上がった。

　それにしても、小豆ちゃんの家、か……。

　小豆ちゃんの家に行くのは、彼女と付き合っていたとき一度遊びに行って以来だな。嫌いやでも、あのときのことを思い出して──。

　いや、いやいやいや！　小豆ちゃんだってもうそんなこと忘れかけてるだろうし、俺も思い出さないようにしよう。




　翌日。

　指定された午後一時に、小豆ちゃんの家に到とう着ちやくする。

「いらっしゃーい」

「お、お邪じや魔ましまーす……」

　エプロン姿の小豆ちゃんが、玄げん関かんで出で迎むかえてくれた。

「今桃ももちゃんと料理してて、ちょうどできあがったところだよ」

「へぇ～……って、恋ヶ崎と!?」

　小豆ちゃんと恋ヶ崎といえば、元々はどちらも恐おそろしく料理がど下手だった。

　小豆ちゃんは……やがて料理上手になり、一方で恋ヶ崎の料理はずっと食べていないので分からない。バレンタインデーは毎年、買ったチョコレートやお菓か子し以外の物を送ってくるからな。

「恋ヶ崎に包丁握にぎらせて大だい丈じよう夫ぶ!?」

　会話をしながら小豆ちゃんがリビングの扉とびらを開けると、恋ヶ崎がキッチンに立ち、俺を睨にらみつけていた。

「聞こえてるんですけどっ」

　げっ、今の俺の言葉聞いてたのかよ！

「いや、お前の料理っていったら昔鈴すず木きんちで食べた鍋なべの印象が強すぎて……」

「あ、あんなことまだ覚えてんの!?　小豆ちゃんに教わりながらやってるから大丈夫だってば！」

「そ、そーか。なら安心だな」

「も～二人とも、痴ち話わ喧げん嘩かはその辺にして！」

　そこでインターフォンが鳴り、ちょうどムラサキさんもやってきた。




「わぁ～美お味いしそうなお料理ですねぇ♪　お二人ともありがとうございます」

「えへへ……お味はどうか分かりませんけど」

　四人で二人が作った料理を囲み、遅おそめの昼食を取りながら会話に花を咲さかせる。

　テーブルには、二人が作ってくれたトマトクリームのパスタにサラダ、チキンのソテーなどのおしゃれな料理が並んでいる。

　見た目がいいだけでなく味の方も恋ヶ崎の言っていた通り全く問題なく、むしろとてもおいしい。

「夏コミ、無事新刊が完売して、アニ研のみなさんとの勝負にも勝てて、本当に良かったですね～！　おめでとうございます」

　協力してくれたムラサキさんにも、夏コミの結果は既すでに報告していた。

「ムラサキさんが描かき方を教えてくれたり、みんなが協力してくれたおかげですよ。本当にありがとうございました！」

　改めて礼を言う。ムラサキさんも自分の漫まん画がで忙いそがしい中、合宿にまできてたくさん協力をしてくれて、頭が上がらない。

「それで、今度は漫研で、学園祭までに漫画とかを原作にした実写映画作るって話になってるみたいなんですよ～」

　恋ヶ崎が俺の代わりに説明する。

「実写映画……ですか。なんだか楽しそうですねぇ♪　学園祭、絶対見に行きますから！」

「楽しみですよねー！　三人で見に行きましょっ！」

　小豆ちゃんも嬉うれしそうに言った。

「そういえば……前回お会いした合宿の際は原げん稿こうでバタバタしていて聞けなかったんですが、柏田さんって今、出版社でお仕事されているんですよね？」

「え!?　あ、よく知ってますね!?」

　ムラサキさんに今の俺のバイトについて振ふられて、驚いた。ムラサキさんに話した覚えはないのだが。

「あら、ツイッターで呟つぶやいてたじゃないですか」

「あ、そういえば……」

　普ふ段だんツイッターはロム専でほとんど呟いていないのだが、一度くらいは『これから編集部のバイト、鬱うつだ……』とか呟いたかもしれない。勿もち論ろん、守秘義務があるので詳くわしい内容は一いつ切さい呟いていないが。

「どちらの出版社なんですか？」

「あ、ムラサキさんも漫画の仕事している富ふ士じ見み社の、ＦＵＪＩファンタジー文庫、っていうラノベのレーベルなんですけど」

「えぇっ!?」

　ムラサキさんが驚いた様子で声を上げる。

　確かに同じ出版社だってことは意外だっただろうが、そんなに驚くことだろうか。

「私今度、そちらのレーベルの作品の、コミカライズを担当させて頂くことになっているんですよ……」

「えっ!?　そうなんですか!?」

　同じ出版社とはいえ、彼女は漫画の方だから、ライトノベルの編集のアルバイトをしている俺とは関かかわりないと思っていたので、驚いた。

「ちなみに、なんて作品ですか？」

「『昨日の君の恋こいと噓うそ』という作品なんですが……」

「あぁ～！」

　読んだことはないが、確か蓮はす見みさんが担当している作品の一つだったので、バイトで見たことがある。タイムループもののラブコメ作品、という印象だ。十月からアニメ化も決まっている人気作である。

「俺、今その作品の担当さんの下でバイトしてるんですよ！」

「あら、そうだったんですか!?　尚なお更さらびっくりですねぇ～。ふふ……もしかしたら今後、お仕事で何か関わりがあるかもしれないですね」

「いや、ほんとにそうですよ！　こんなことってあるんだなー……」

　ムラサキさんと仕事で関われるようなことがあったら、なんだか嬉しい。

　まあ、俺はただのアルバイトで、本当の担当編集者みたいに作家さんや漫まん画が家かさんと直接話したりすることなんてほとんどないから、なかなか難しいだろうとは思うが。




　それから食事を終えて、みんなでゲームをしようという話になる。

「じゃーん！　これ買っちゃったんだ～」

　小豆ちゃんがゲームの並んだ棚たなから一本のゲームソフトケースを取り出して俺たちに見せた。

「あっそれ、『スプラドゥーン』!?」

　思わずパッケージを見て声を上げた。

「俺も持ってるよ！」

「あ、私もよく志し乃のと一いつ緒しよにやってます♪」

「本当ですかー!?　これ、すっごい面おも白しろいですよね！」

『スプラドゥーン』とは……タコ人間がインクを塗ぬって自分の縄なわ張ばりを広げる、というアクションゲームで、最近話題になっている。

　小豆ちゃんの言う通りとても面白く、よくあかりと一緒に遊んでいる。

「あ、ＣＭで見たことあるかも……そんなに面白いの？」

「うん！　やり方教えるから、桃ちゃんもやってみよ！」

　小豆ちゃんがゲームをセットしてＷｅｅＵの電源を入れ、やがてゲームが始まる。

「アカウント作ってもいいけど、とりあえずはゲームやってみよっか」

「あたしできるかなー？　めっちゃゲーム下手なんだけど……」

　恋ヶ崎が不安げに呟つぶやく。確かに、恋ヶ崎は普ふ段だんほとんどゲームをしない。恋ヶ崎が好きな『ラビュライ』のスマホアプリの『スクヘス』や、パズルゲームアプリなどをやるくらいだ。

　一度二人でオンラインゲームでもやったら遠えん距きよ離りでも楽しいから、と勧すすめてパソコンのオンラインＲＰＧゲームを二人で始めたこともあったが、恋ヶ崎がゲームが下手くそすぎて死んでばかりで、ついには拗すねてやらなくなった。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　最初はちょっと操作に慣れなくてうまくいかないかもしれないけど、ちょっとやってればすぐ慣れるから！」

　小豆ちゃんはまずは自分が操作をしながら、恋ヶ崎にやり方を説明した。

「Ｌスティックで移動、Ｒスティックで左右を見回して、ＺＬボタンでタコに変身して、ＺＲボタンで通常のインク攻こう撃げき、Ｒボタンでサブ攻撃で～……」

「えぇっ、そんなにいろいろやることあるの!?」

　既にパニック状態になりかけている恋ヶ崎。

「まあ、説明より実際やってみた方が早いかも！」

　小豆ちゃんに促うながされて、不安げな様子のままコントローラを手にする恋ヶ崎。

　バトル画面に入り、いきなりゲームが始まる。

　恋ヶ崎が操あやつるタコ人間の周りに、同じようなタコ人間が三人（？）ほど立っていた。

「縄張りバトルでは、世界中のプレイヤーと一いつ緒しよにゲームができるんだよ！」

「えっ、じゃあ……ここにいる人たちって実際の人間なの!?　いきなりそんな本格的なバトルなんて無理～っ！」

「大丈夫大丈夫！　今周りにいる人もレベル低い人ばっかだから！　とりあえずは練習がてら動いてみよ！」

「え、えーと……どこボタンで前に進むんだっけ？」

「親指のスティックだよ！　インクの上は、ふつうに歩くんじゃなくてタコになって泳いだ方が早いよ！」

「あ、恋ヶ崎、そこで攻撃だ！」

「攻撃は～……えっと、どのボタンだっけ!?　あっ……」

　そこで恋ヶ崎が、敵のプレイヤーにやられてしまった。

「あ～むかつくぅ～！　初心者そんなに簡単に倒たおして楽しいわけっ!?」

「大丈夫、またすぐ生き返るから！」

「あっ、敵！　今度こそ倒してやる～っ！」

「恋ヶ崎、後ろに回って攻撃だ！」

「え、こう？」

「そうそう、お～っ！　早さつ速そく一匹ぴきやったじゃん！」

「桃ももさん、初めてとは思えない上達の早さですよ！　私、一日やってやっと慣れたくらいなのに……」

「え、えへへ……よーし、この調子でやりまくってやる～！」

　俺たちに褒められて調子に乗った恋ヶ崎は、物ぶつ騒そうなことを言いながら、本当に言葉通りその後も何匹びきか敵を倒した。

「そこでＲボタン押してサブ攻撃だよっ！」

「あ、敵が来たから逃にげて下さいっ！」

　俺たちのアドバイスを素す直なおに聞いているうちに、恋ヶ崎は見る見る上達していった。

「やばーい、このゲーム超ちよう楽しいじゃん！」

　恋ヶ崎がやっとゲームの楽しさを覚えてくれたようで、なんだか俺まで嬉うれしくなる。

　っていうか恋ヶ崎って、こういうアクションゲームの方が案外向いてたりするんだなあ……。




　一通りゲームで楽しんだ後、六時頃ごろになりそろそろまたお腹なかが空いてきたので、夕飯にピザを取った。

「桃ちゃんと柏田君はお茶でいー？　あ、ムラサキさんはお酒飲みますよねー？」

「え？　いえ、そんな！　お気き遣づかいなく……私もみなさんと同じお茶で大だい丈じよう夫ぶですよ」

　小豆ちゃんの言葉に、なぜかムラサキさんは慌あわてた様子で一瞬だけ俺を見てから、そう答えた。なぜか、顔が赤くなってる気がする。

　酒というワードと、ムラサキさんの今の反応で、俺はとんでもない出来事を思い出した。

　酔よっぱらってたし、あれから色んなことがありすぎて忘れてたけど……そういえば俺、ムラサキさんの下着姿見ちゃったんだよな!?

　免めん許きよ＆原げん稿こう合宿の最終日……みんなで酒飲んで、ムラサキさんが酔っぱらって「浴衣ゆかただから下着をつけてない」とか言い出して、それを聞いた二階堂さんがムラサキさんの浴衣をはだけさせて「なんだ、やっぱりつけてるじゃない！」とか言ってるところをバッチリ目もく撃げきしてしまったんだ。

　思い出して興奮しそうになってしまい、慌てて俺もムラサキさんから視線を背そむけた。

「遠えん慮りよしないでくださいよー、ムラサキさんが酔っぱらってくれた方が楽しいし！　お父さんのお酒飲んでいいって許可もらってますから！」

　小豆ちゃんが缶かんチューハイをムラサキさんの前に置いた。

「……！　あ、ありがとう、ございます……。それではせっかくなので、一本だけ……」

　ムラサキさんは戸と惑まどいながら笑えみを浮うかべた。

　さっきの反応からして……ムラサキさんもしかして、この間の合宿で俺に下着を見られたことを反省してる、とか……？

　それで今日はさすがに自重しようとしているのだろうか。

　ムラサキさんが「下着をつけてない」などと言ったのは、当然酔っぱらっていたからだ。

　彼女は普段から小こ悪あく魔ま的に俺をからかってくることはあるが、酔っていなければさすがにそんな大だい胆たんなことは言わない。

　彼女のそんな言葉から、二階堂さんがムラサキさんの浴衣をはだけさせる、という流れになったので、ムラサキさんが酔ってあんな発言をしなければあんな大事故は起きなかったとも言える。

　好きでもない上に彼女もいる俺みたいな男に下着を見られたなんて、ムラサキさんからしたら相当ショックだったことだろう。

　それで反省して、もう酔っぱらわないことにしたのかもしれないな……。

　まあ俺の思い違いかもしれないが。




　やがてピザが来て、みんなで食べ始める。

　当然俺たち三人はノンアルコールでムラサキさんだけチューハイだが、先ほどの言葉通り、今日のムラサキさんの酒の飲み方は控ひかえめで、とてもゆっくり飲んでいた。

「あれ～、ムラサキさん今日はまだ一本目なんですか？」

「え!?　え、ええ、皆みなさんが飲んでいないのに一人だけガバガバ飲むのもアレですしねぇ……」

「えー、それでもいつも勢いよく飲んでるじゃないですか！　今日も遠慮しないで飲んで下さいよー!?」

「あ、あら、そうですか……ふふ。でも今日はまあ、控えめにしておこうかと……」

　小豆ちゃんと恋ヶ崎が、ええー珍めずらしい、ムラサキさんが酔ってないなんて調子狂くるいますよ～、なんて言う。

　なんだかこんなムラサキさん、新しん鮮せんだな。やっぱりそこまでするほどあの事件がショックだったんだろうな……。




　やがてピザを食べ終え、順番に風ふ呂ろに入ろうということになる。ジャンケンで俺が勝ち、俺が一番先に入ることになった。




　一人小豆ちゃんの家の風呂場でシャワーを浴びながら、やっぱりみんなで集まって遊ぶのってめちゃくちゃ楽しいな、と改めて思う。

　そこで、ふと考えた。

　今日って、どうやって寝ねるんだろうか？

　当然、俺はみんなと別の部屋、だよな……？　女子三人が同じ部屋で、俺だけ一人別の部屋、というところか？

　それともまさか、あの二人のことだから面おも白しろがって、「二人はどうぞごゆっくり～♪」なんて言って俺と恋ヶ崎を同じ部屋にしたりして……!?

　それはそれで嬉うれし……いや、小豆ちゃんの家で、みんなもいるってのに、たとえ恋ヶ崎と同じ部屋になったとしても何もできないだろ！

　ああくそ、みんなで楽しく遊んでるときにもこんなことで頭が一いつ杯ぱいになってしまう俺って……。




「あ～、柏田ぁ～！」

「……!?」

　俺が風呂から上がってリビングに戻もどると、やけに陽気すぎる恋ヶ崎が俺を出で迎むかえたので思わずたじろいだ。

　ソファーに並んで座っていた三人は、それぞれ俺に視線を向ける。

「柏田君、お風呂上がったんだね～！」

　小豆ちゃんも、なんだかテンションがおかしい気がする。

「ふふっ……柏田さん、まさか小豆さんのお宅のお風呂で変なことしてませんよねっ？」

「……!?　え、え……!?」

　おい、ちょっとなんだよそれ……さっきあんた、今日は酔っぱらわないって言ってただろ!?

　少し様子がおかしい恋ヶ崎と小豆ちゃんに続いて、緩ゆるんだ表情でそんなことを言うムラサキさんを見て、ついに俺は動どう揺ようを隠かくしきれなくなる。

　このいつも通りの絶好調の下ネタ……。

「完全にいつもの酔っぱらいじゃないですか!?　さっき今日は酔わないって言ってたくせに！　あっ、やっぱり酒めっちゃ飲んでるし!?」

　テーブルの上には、酒の缶が五、六、七……八本っ!?　俺が風呂に入ってるこの短時間に、八本だと!?

「今日は酔わないんじゃなかったんですか!?」

「だ、だってぇ～……お二人が、ムラサキさんが飲まないなんてつまんない、私たちも少し飲むから一いつ緒しよに飲みましょう、って言って下さったので、もう一本だけ頂くことにしたら、いつの間にかこんなことに……」

「ってことは、やっぱ恋ヶ崎と小豆ちゃんも飲んでんのかよ!?」

「えぇっかっ柏田君、うちのお風呂でそんなことを……!?」

「んなことするわけないでしょ!?　ってか、反応遅っ！」

　顔を赤くして動揺する小豆ちゃんに、秒で突つっ込こんだ。

　あぁ、なんて厄やつ介かいなことになったんだ……。まさか三人とも酔っぱらうだなんて。

「と、とにかく、俺が上がったんだから誰だれか入ったら？　シャワーでも浴びて酔いを冷ましてきなよ」

「あぁ～～柏田君ひっどーい！　そうやってわたしたちを酔っぱらい扱あつかいしてぇ！」

「現に酔っぱらってるだろ！」

　小豆ちゃんも、酔っぱらうとたち悪いんだよなあ。この間アキバでバーに行ったときよく分かったけど……。

「じゃ～桃ちゃん、二人で仲良くお風呂入ろっか～♪　そんでイチャイチャしよ！」

「ひゃあっ!?」

　小豆ちゃんはエロおやじのような表情で恋ヶ崎に抱だきついた。抱きついたついでに、胸を揉もんでいる。

「……！」

　な、な、なんて羨うらやましい……！　彼氏の俺だってまだ揉ませてもらったことないっつーのに！

「あ、ちょ、ちょっと……あ、小豆ちゃ、ん……」

　小さな胸を小豆ちゃんに後ろから思いっきり揉まれて、困こん惑わくしている恋ヶ崎。恥はずかしそうに抵てい抗こうしながら身をよじる。

　な、なんてエロい光景……まずい、興奮してくる。

「あぁ～っ桃ちゃん可愛かわいい!!」

「ちょ、やだって……も、やめ……。……！　かっ柏田！　見てんじゃないわよぉ、このド変態ぃっ！」

「え!?　み、見てねーよっ！」

「じゃ桃ちゃん、お風呂で続きしよ……♡」

　小豆ちゃん、それ、小豆ちゃんなりの冗じよう談だんなんだよな……？　本気で風呂で何かするつもりなんじゃ……。

　興奮と僅わずかな不安でいっぱいの俺をよそに、本当に二人で風呂へ向かっていった。

　リビングが急に静かになり、酔っぱらったムラサキさんと二人きりになってしまったことに気づく。

「はは、あいつら、本当に風呂場で変なことするつもりじゃないっすよね～……」

　その場に突っ立っていても仕方ないので、仕方なくソファーに座るムラサキさんの隣となりに、少し距きよ離りをとって座った。

　またとんでもない下ネタで返されるかもな、と思いつつ俺がムラサキさんに話を振ふりながらそっちを見ると……。

「……！　ふ、ふふ、柏田さん、桃さんの純血、小豆さんに先に奪うばわれちゃうかもしれませんよ～」

　予想通り下ネタを挟はさみつつも、ムラサキさんはなんだか慌あわてた様子で俺から視線を外した。酔よってもあまり顔色が変わらないはずの彼女が、少し顔を赤くしている。

「……？　ム、ムラサキさん？　どうかしましたか……？」

　そんな風にされると、なんだかよく分からないがこっちまで意識してきて、ドキドキしてしまう。

「……。あ、あの、柏田さん……つかぬことをお聞きしますが、合宿の最終日、みんなで飲んだときの記き憶おくってはっきりありますか……？」

「え!?　ま、まあ、酔ってましたが、大体は……」

　そこで、彼女の下着を見てしまったことを再び思い出してしまう。

　もしかしてムラサキさんのこの反応も、そのときのことを思い出して……？
















「そ、それじゃあその、あ、杏あん奈な先せん輩ぱいが、私の胸を、その……」

「……お、覚えてます」

　恥ずかしさのあまり互たがいに視線を合わせないまま、俺はムラサキさんが言葉を言い終える前に質問に答えた。

「……っ！」

　一いつ瞬しゆんだけ彼女の顔を見ると、耳まで真っ赤にして顔を押さえていた。

「す、す、すみません、あのときは、その、お見苦しいものを……」

　もう完全に俺から顔を背そむけて、恥ずかしそうに声を絞しぼり出すムラサキさん。

　やっぱりムラサキさんって、下ネタばっかり言ってる割に、中身はピュアなんだよなあ……。

「いや、あの、こっちこそすみません……。や、やっぱりそれで、今日は酔っぱらわずにいようとしてたんですか？」

「！　そ、そう、ですね……。私、酔っぱらうと自分が何をしでかすか分からないので……またご迷めい惑わくをおかけしたらいけないと思って……」

　こんなにたくさん酒を飲んだ割には、まだ完全には酔っぱらっていないようで、えらいまともなことを言っている。

　ご迷惑、だなんて……むしろ俺にとってはとんでもないご褒ほう美びだったのだが……。

　思わず、あのときの光景を鮮せん明めいに思い出してしまう。

　想像していたより大きくて、白くて柔やわらかそうだったムラサキさんの胸……って、ああ、こんな状じよう況きようで何思い出してんだよ、俺のバカやろうっ！

　さりげなく隣りに座るムラサキさんをチラ見すると、赤いワンピースの胸むな元もとから豊満な胸の谷間が少し見えていて、余計に興奮してくる。

「……？　か、柏田さん……？」

　やっと俺の目を見たムラサキさんは、酔っているせいで潤うるんだ瞳ひとみをしていて、尚なお更さらエロい。

「な……なんか暑いですね～っ！　せっかくだからもっと飲んじゃお～！」

「え!?　ちょ!?」

　言うが早いか、突とつ然ぜんテーブルにあった酒の残りを再び飲み始めた。缶かんには『ハイボール』とある。

「ちょ、ム、ムラサキさん!?」

　なんと彼女は、そのままグビグビといつまでも酒を飲み続けている。

「ふうっ！」

　カン、といい音を立ててテーブルの上に缶を置いた。

「まさか、一気飲みしました!?」

「残り少なかったんですよ」

　いや、絶対噓うそだろ！

「だってなんだか急に二人きりになったら緊張してしまって……」

「え!?」

「あ、い、いえ……」

　それからムラサキさんは、「小豆さんが、柏田さんも一本どうぞ、って言ってましたよぉ」なんて言いながら、俺の方に近付いて俺に酒の缶を渡わたしてくる。

「い、いや、俺は遠えん慮りよしとこうかな、と……」

「なんだか今日、やっぱり熱いですねぇ～」

「……え!?」

　ムラサキさんはそう言うと、ワンピースの上に羽織っていた半はん袖そでのカーディガンを脱ぬいだ。下の赤いワンピースは、ノースリーブな上に胸元が大きく開いていて、肩かたの部分は紐ひもになっている。

　な、なんだよその服！　露ろ出しゆつ度ど高すぎだろっ!?

　肌はだの面積がさっきより大きく見えてしまい、思わず胸元に視線を奪うばわれる。

「……ふふっ、柏田さん？」

　やべっ、胸をガン見してたことバレた！




　ムラサキさんは、座っている位置を少しこちらに近付けた。まずい、そんな格好で近付かれたら……！

　っていうか、さっきまで恥はずかしがってたのに、突とつ然ぜんこの大だい胆たんさ……。今の一気飲みのせいで、絶対さっきより酔いが回ってるぞ、この人……。

「今日、どうやって寝ねるかご存じですか？」




　近い距離で少し前屈かがみになって俺の顔を覗のぞき込んできたので、俺の位置からだと下着が見えてしまうんじゃないかってくらい胸元が見えている。白くて柔らかそうな谷間に、もう目を逸そらすことなく釘くぎ付づけになってしまう俺。

「え、えぇ!?　いや、知りませんが……」

「あっちの寝しん室しつで、みんなで一いつ緒しよに寝るらしいですよ♪」

「みんなで、一緒に!?」

　マジかよ!?　男俺一人で、女の子三人と同じ部屋で寝る、って……。

　想定外すぎるぞ。俺にとってはご褒美すぎるけど、三人ともそれでいいのか!?

「桃さんと……色んなことできちゃうかもしれませんね？　私たちが周りで寝てる間に……♡　もっとも、寝たふりかもしれませんけどね？」

「!?」

　ムラサキさんの言葉に、思わず想像して余計に顔が熱くなる。

「そ、そんなエロ漫まん画がみたいなこと、しませんからっ！」

「えぇ～？　絶好のチャンスじゃないですか♪　私たちには遠慮しなくていいんですよ？　それとも柏田さん、更さらに刺し激げき的なプレイがお好みなんですか？」

「え……!?」

　刺激的なプレイ……!?　そ、それって……まさか、みんなで……って、ダメだ！　俺、それ以上妄もう想そうするなっ！

　そこで、扉とびらが開いて恋ヶ崎と小豆ちゃんが風ふ呂ろから上がってきた。

「ふぅ～。もう、桃ちゃんってば激しいんだからぁ～」

「ちょっと小豆ちゃん、誤解を生むような発言やめてよ！」

「だって本当に激しかったよ!?　何この大きさ！　やばい！　とか言いながら桃ちゃんの方がず──っと触さわってるんだもん！」

　まだ少し酒が残っているようなテンションの二人の会話は、聞いているこっちの方が恥ずかしくなってくる。本当に風呂場でも胸揉もみ合ってたんかよ……。

「キマシタワー！　美少女お二人のイチャイチャお風呂、うらやましいですぅ！」

「……？　なんかムラサキさん、さっきより酔っぱらってるような気が……」

「ハイボール一気してこうなったんだよ」

「一気!?　あんた、ムラサキさんに一気なんて強要したわけ!?」

「俺はそんなことしてない！」

「ふふっ♪　小豆さんのお宅のお風呂で眠ねむってしまいそうなので、私はお風呂明日にしますねぇ～」

「あ、確かにそれがいいですね！　じゃあ、もうそろそろ寝る準備して寝よっか。布ふ団とん移動させるの大変だから寝室でみんなで寝る感じになるけど、いいよね？」

　さっきムラサキさんが言ってたこと、本当だったのかよ……！

「え!?　あ、そうなんだ!?　勿もち論ろん！」

　少し驚おどろきつつも納なつ得とくしている恋ヶ崎。

　内心こんなに動どう揺ようしてるのは俺だけなのか……!?




「ちょっと柏田ー！　何ボーッと突っ立ってんの!?」

　気がつくとみんなで押入れから布団を出して敷しいていた。慌てて俺も、自分の分の布団を敷く。

　ちなみに布団の位置は、右から、小豆ちゃん、ムラサキさん、恋ヶ崎、俺、だ。

　布団を敷いた後各自歯は磨みがきをしたりトイレへ行って、やがて布団に入る。

「じゃあ、おやすみ～！」

「おやすみー」

「おやすみなさーい」

　小豆ちゃんが電気を消した。




　……って、寝れるわけねえだろ!?

　隣となりに彼女がいて、その奥にも可愛い女の子が二人いて……この状況で落ち着いて眠れる童どう貞ていがどこにいるってんだ!?　みんなで卒業旅行行ったときも雑ざ魚こ寝ねしたけど、あのときは寝落ちしただけだしなあ……。

　一応寝る努力だけでもしようと目をつむってみたが、当然一向に眠気はやってこず、異常に速まっている自分の心臓の音だけが頭に響ひびく。

　やがて、すやすやと寝息が聞こえる。隣の恋ヶ崎が寝たようだ。他の子たちも寝たのだろうか。

　そのとき、誰だれかがむくりと起きあがった。

　ムラサキさんだ。そのまま立ち上がり、寝室を出ていった。トイレだろうか。

　俺の予想は当たり、すぐにトイレを流す音が聞こえて彼女が戻もどってきた。

「……っ!?」

　寝室に戻ってきた彼女が……突然、寝室の戸から一番近いところで寝ている俺の布団に倒たおれ込んできたので、俺は驚きのあまり大声を上げそうになった。

「ちょっ、え!?　ム、ムラサキさん!?」

「うぅ～ん」

　目をつむっていたが、俺の声にうっすらと目を開ける。

「あらあ、柏田さ～ん？」

　目がトロ～ンとしている。この人、酔よっぱらってる上に寝ぼけてるな!?

「こ、ここ、俺の布団ですから！　自分の布団は、あっち！」

　他の二人を起こさないよう、小さな声で必死に言う。

「えぇー？　何言っれるんですかぁ～？　ここは私の布団ですよぉ～」

　ああ、もう駄だ目めだこの人！

　ムラサキさんはそう言いながら、既すでに目を閉じていた。完全にここで寝る気だ。

　ただでさえ、同じ布団にムラサキさんが横たわっていて、こんなに近くに彼女の顔があって、めちゃくちゃドキドキしてるっていうのに……ムラサキさんの大きな胸が俺の体に当たっていて、信じられないくらい興奮してくる。しかもこの酔っぱらい、絶対そのことに気づいてない。

「ちょ、ムラサキさん！」

　目を瞑つぶっているムラサキさんに必死で声をかけるが、もはや聞いちゃいない。というかもしや、もう寝た？

　パジャマが第二ボタンまで外れていて、白くて柔らかい胸元が見えている。下着まで見えてしまいそうだ。

　下着……。一度見たムラサキさんの黒い下着を、こんなときに思い出して一層興奮してしまう。

　ああ～っくそ！　隣に恋ヶ崎が寝てるっていうのに、俺のバカやろう！

　俺は勢いよく布団から起きあがった。

　代わりに、自分のかけていた掛かけ布団を、もう完全にすやすやと眠っているムラサキさんの身体からだにかける。

　誰も起こさないようそ～っと立ち上がり、ムラサキさんが寝ていた布団へと移動した。

　こうするしかない、よな……？

　俺は決して、ムラサキさんが今まで寝てた布団で寝たいっていうわけじゃなく、仕方なく……。

　……ああ～、ムラサキさんのいい匂におい！　やべえ～～！

　みんな寝ていて誰も見ていないことをいいことに、もうここぞとばかりに布団の匂いを堪たん能のうする。いつもムラサキさんから漂ただよってくるなんとも言えないいい香かおりが布団にも少し残っていて、先ほどの出来事もあって、もうこれ以上ないくらいに興奮した。

　……ふう。何やってんだ俺。もう寝よう。

　心に決めて、再び目をつむる。

　と言っても、ムラサキさんがさっきまで寝ていた布団に包まれて、その上両りよう隣どなりには恋ヶ崎と小豆ちゃんが寝ていて、こんな状況で絶対に眠れる気がしない。

「うぅ～ん……」

「えっ!?」

　そのとき、隣で寝ている小豆ちゃんが、小さなうめき声を上げながら身体をこちらに半回転させた。

　もう小豆ちゃんの半身は俺の布団に侵しん入にゆうしていて、すぐ近くに彼女の寝ね顔がおがある。

　う、うぉ～！　ただでさえドキドキして寝られないっつーのに、なんてこった！

「うん……」

「……えっ!?」

　と思っていたら、今度は逆側からも声が聞こえた。

　顔と身体を恋ヶ崎の方に向けると、恋ヶ崎も寝ぼけてこちらに少し転がってきていた。

　恋ヶ崎のふわふわでいい匂いのする髪かみが、俺の顔に少し触ふれている。目の前には信じられないくらい整った、恋ヶ崎の……愛いとしい俺の彼女の寝顔がある。

　長い睫まつげに、ほんの少しだけ開いた、ぷるぷるの唇くちびる。その柔やわらかそうなピンク色の唇に、どうしても視線がいってしまう。

　くそっこいつ、人の気も知らないですやすや気持ちよさそうに寝やがって……！

　ああ、恋ヶ崎の顔に、身体に触れたい。こんなに近くで寝てるっていうのに、触れないだなんて……。

「うぅん……」

「!?」

　そんなことを考えていたら、後ろからゴソッと音が聞こえた。首だけ少し後ろに向けると、小豆ちゃんの身体がさらにこちらに近付いていた。

　背中に、何か柔らかいものが当たっている。

　まさかこれは……あ、小豆ちゃんの、胸……!?

　まずい、なんだよこの状じよう況きよう!?　目の前には恋ヶ崎の顔があって、すぐ後ろには小豆ちゃんが寝てて、胸が当たってて……。

　二人の身体が近くにあるから、もうどっちにも動けない。

　ああくそっ！　これはもはや、寝るどころじゃない。眠ることはもう諦あきらめて、どうやってこの時間を耐たえるか。それが問題だ。

「あぁああ～～もうっ！」

　小さく独り言を漏もらしながら、俺はその場で起きあがった。

　そして再び立ち上がり、そっと寝室を抜ぬけて……リビングへと移動し、ソファーに寝ころんだ。

　そうだ……最初からこうすれば良かったんだ。あんなところで寝られるわけがなかったんだ……。

　やっと落ち着くことができ、目をつむって寝ようとしたのだが、目をつむると先ほどまでの様々な出来事が鮮せん明めいに脳内に溢あふれてしまい、興奮のあまり暫しばらくは眠れなかった。
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「あ、柏かしわ田だ君、やっと起きたね～！」

「もうあんた、小豆あずきちゃんちだってのに寝過ぎ！」

「え……!?」

　目が覚めると、俺はソファーの上で眠っていて、目の前に恋こいヶが崎さきと小豆ちゃんの顔があった。

　そっか俺、昨日みんなと同じ部屋で色々あって眠れなくて、こっちに移動してきたんだっけ……。

「一体なんでソファーなんかで寝てたの？　ソファーなんて寝にくいでしょ？」

　心配そうに尋たずねる小豆ちゃん。

「あ、ああ、ちょっと眠れないから移動して……」

　昨日の出来事を思い出すと未いまだにドキドキしてしまうので、なるべく忘れるように努める。みんなは、寝ぼけてたから当然全然覚えてないだろうし……。

　気づくと、なんだか美お味いしそうな匂いが漂っている。

「はーい、朝ご飯できましたよー♪」

　キッチンから、まるで幼な妻のように可愛かわいらしいエプロン姿のムラサキさんが、お盆ぼんに食事を載のせてテーブルの方へやってきた。

「わ～！　美味しそう!!」

「ムラサキさんが、昨日うちらが昼食作ったお礼にって、朝ご飯作ってくれたの！」

「いえそんな、料理と呼べるほどのものでもないのですが……」

　お盆の上には、ふわふわのスクランブルエッグや炒いためたウィンナー、スープ、焼きたてのパンなど、めちゃくちゃ美味しそうな朝食が載っていた。

　ムラサキさん、昨日あんなに酔ってたっていうのに、朝早くから起きて料理してくれただなんて……。

　昨日は散々、この酔っぱらいめ！　なんて思ったけど、めちゃくちゃ見直した。やっぱりさすが大人っていうか、ちゃんとしてるよな。

　慌あわててトイレと洗顔だけ済ませてから、みんなでテーブルを囲む。

「ムラサキさん、ありがとうございます！　いただきまーす！」

「わぁ～おいしー！」

「そういえば桃ももさんは、今回いつまで東京にいらっしゃる予定なんですか？」

　ムラサキさんの質問に、俺も思わず恋ヶ崎を見る。俺もそれ、めちゃくちゃ気になってたんだ。昨日から色々あってなんとなく聞くタイミングを逃のがしていたが。

「あ、明日あしたの夕方に小豆ちゃんのご両親が帰ってくるみたいなんで、明日の午後には帰ろうかなって思ってます」

「うちは、両親が帰ってきてからも全然いていいんだよ!?」

「いや、そんなに長居しても悪いし、親にも明日帰るって言ってあるからさ」

　明日の午後まで、か……。恋ヶ崎と一いつ緒しよにいられるのは、今日と明日の午前中までってことか。

「桃ちゃん、せっかく東京来たんだし、東京で行きたいところないの!?　って言っても、もう行き尽つくしてるかな？」

「うーん、渋しぶ谷やとかで買い物したいくらいかなー。あとは、今年まだ夏っぽいところに行ってないから、海とかプール……はいきなり行くのは難しいけど、夏祭りとか行きたいかなー」

「いいねいいね！　夏っぽい場所でデート！　リア充じゆうっぽいね！」

「え、デート……？」

「うん！　明日までしかいられないんだったら、せっかくだから今日は二人でどっか行ってきなよ！」

　小豆ちゃんは、俺と恋ヶ崎に向かって笑え顔がおで言う。

「二人で……？」

「あら、それはいい考えですね♪　いつまでも私たちがお邪じや魔ましてしまっては愛を育はぐくめないですもんね♪」

　愛を育むってどういう意味だよ……と一いつ瞬しゆん思ったが、下ネタでない可能性もあると思い、下手したら自分だけ火傷やけどするので突つっ込こまないでおいた。

　小豆ちゃんとムラサキさんは、「私たちは池いけ袋ぶくろオタク女子ツアーでも行きましょうか♪」「あっ、いいですねー！」なんて盛り上がっている。

　ふと恋ヶ崎の方を見ると、恋ヶ崎も少し恥はずかしそうに俺の顔を見ていた。

　夏っぽい場所でデート、か……。考えてみれば、今までしたことない気がする。

「じゃ、じゃあ、お言葉に甘えて……どっか行くか。渋谷でも、夏祭りでも」

「……！　う、うん！」

　恋ヶ崎は笑顔で嬉うれしそうに頷うなずいた。素す直なおな反応が可愛い、なんて思う。




　それから朝食の片づけを済ませ、出かける準備をして、俺と恋ヶ崎が先に小豆ちゃんの家を出ることにする。

「じゃ、行ってきます」

「うん、行ってらっしゃーい！　帰ったらおみやげ話楽しみにしてるよ！　……はっ！　っていうか、も、もし帰ってこないことになったら連れん絡らくしてね!?」

「なっ……!?　何言ってんの小豆ちゃん!?　そんな心配しなくても、絶対帰ってくるから！」

　恋ヶ崎が恥ずかしそうにムキになって言う。

　そうか、絶対帰るつもりなのか……そこまではっきり恋ヶ崎の口から聞くとなんだか少し落ち込むな。いや、分かってはいたけどさ！




「えーっと、じゃあまずは渋谷だっけ？」

　恋ヶ崎と駅のホームに到とう着ちやくし、小豆ちゃんの地元の駅から渋谷までの行き方をスマホで調べる。

「え、渋谷でいいの？　あたしが買い物したいだけだから、あんたを付き合わせることになるけど……」

「ああ、いいよ別に」

　彼女の買い物に付き合う……か。うん、悪くないぞ。

　出会ったばかりの頃ころ、原はら宿じゆくに行ったことを思い出す。あのときは、疑ぎ似じデート、とか言って、デートの振ふる舞まいにおいてのだめ出しをされたんだよなあ。

　今でもあのとき言われたことは覚えてて、一応意識はしてるけど、いざデートとなると忘れてたり、覚えててもなんだか恥ずかしくてできてなかったりするんだけどさ。

　でも実際付き合ってからは、恋ヶ崎にだめ出しなんてされたことは一度もない気がする。

　俺がなんか変なことしたとか、嫉しつ妬としてとかで怒おこってくることはあっても、恋ヶ崎って案外「男はこうあるべき～」みたいなこと、実際の彼氏には言わないんだな。

　あのときは疑似デートだったけど、今回は本当のデートができるんだ。

　渋谷で買い物デート、っていったら……恋ヶ崎が可愛い服を試着して、俺に「似合う？」なんて聞いてきたりするのだろうか。うん、やっぱり実に悪くない。

　渋谷なんてほとんど行ったことないけど、恋ヶ崎とだったら楽しめるんじゃないか、なんて期待で胸がいっぱいになる。




「うおおおお!?　な、なんだこの人ひと混ごみ!?」

　そんな吞のん気きなことを思っていられたのは渋谷に着く前までで、渋谷駅について電車から降りた時点で、あまりの人の多さにぶったまげた。

　そういえば、渋谷は人が多いって話聞いたことはあるけど、想像以上だこれは！

「これじゃ休日のアキバ並み……いや、それ以上だぞ!?」

「そのあからさまにオタクっぽい反応何なの……もう」

「……!?」

　駅のホームで、恋ヶ崎が突とつ然ぜん俺の手を握にぎってきたので、驚おどろいた。

「こ、こうしないと、はぐれそうじゃん」

　恋ヶ崎も恥ずかしいのか、俺の顔を見ずに言う。

「あ、ああ……そうだな」

　不意打ちでそういうことされると、本当にびっくりする。未だに、手を繫つないだだけで心臓バクバクいうんだから。




　改札を出てからも、渋谷の人口の多さに俺は驚くことになる。

「なんでこのお盆に、みんな旅行行ったり里帰りしたりしねーで渋谷なんか来てるんだよ!?」

「いや、うちらもじゃん……。とりま、マルキューだけ行ければそれでいいから」

「マ、マルキュー？　ああ……」

　マルキューって単語聞いたことはあるが、正式名めい称しようや詳しよう細さいは知らない。

　原宿だったら、服買いにたまーに鈴すず木きと行ったりするけど、渋谷って本当に来ないからな……。

　恋ヶ崎に連れられて（もはや繫いでいる手は、本当に俺の迷子防止のためのものになっていた）、駅前のでかい交差点を渡わたる。この交差点がまたすごい人混みで、前から来る人にぶつかりそうになる。

「……あっ！　もしやこれが『スクランブル交差点』なのか!?　ゲームで見たことあるぞ！」

「あ、あんたさ……東京都民だよね？　なんであたしよりおのぼりさんみたいな反応なのよ……」

　恋ヶ崎に呆あきれられながら少し歩いていくと、どうやら『マルキュー』にたどり着いたようで、二人で建物の中へ入っていく。

　ビルの中には若くておしゃれな女の子がたくさんいて、俺みたいな奴やつが入っていいのか、という気分になってくる。

「くっ、ワックス小豆ちゃんちに持って行くの忘れたから今日髪かみ型がたショボいんだよな……せめて髪型さえ決まってれば……」

「あんたの髪型なんて誰だれも見てないから大だい丈じよう夫ぶだって。エスカレーターで上がるよ」

　四階へと移動して、恋ヶ崎のお目当ての店に二人で入る。

「最近はリズ卒業して、ちょっと大人っぽいダズリンとかで服買ってんだよね～。あ、このワンピ可愛かわいいー！」

「へ、へえ……」

　恋ヶ崎が白地に水色の花はな柄がらの、夏っぽい爽さわやかなワンピースに手を伸のばした。恋ヶ崎にめちゃくちゃ似合いそうな可愛らしい服だ。

「ちょっと試着してきていい？」

「……！　あ、ああ！」

　恋ヶ崎は店員に声をかけてから、ワンピースを持って店の奥の試着室へと消えた。

　どうしたらいいか分からないので、とりあえず試着室の前へと移動する。うーんこの展開、やっぱり、原宿での疑似デートを思い出すなあ。

　少しして、試着室のカーテンが開いた。

「……！」

「ど……どう？」

　花柄のワンピースに、いつの間にか持ち込んだらしい夏っぽいおしゃれな麦むぎ藁わら帽ぼう子しをかぶった恋ヶ崎は、本当に見とれるほど魅み力りよく的だった。

　これが、俺の彼女……。

　人混みにもみくちゃにされながら、渋谷まで来た甲か斐いがあった、なんてとっさに思う。

「減点２～っ！」

「……!?　え、え!?」

「なんで試着した彼女を目の前にして黙だまってんのよ！」

「な……!?」

　まるで三年前にタイムスリップしたかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　そう、三年前原宿で擬似デートしたときも、ワンピースを試着した恋ヶ崎に見とれて何も言えなくて、こうやって恋ヶ崎に減点、とか言ってだめ出しされて……。

「……なんちゃって！」

　俺が驚きのあまり呆ほうけていたら、恋ヶ崎がえへへっ、と恥ずかしそうに笑う。

「つい思い出しちゃってさ。高一のとき原宿行ったこと」

「……！　俺も、めっちゃ思い出してた！　だから、今時間が戻もどったのかと思って混乱して……」

「じ、時間が戻るって……何言ってんのよ、もう」

　呆れたように笑う、俺の彼女。

「あ、え、えっと……すげえ可愛いよ！　そこらのアイドルより……いや、二次元の美少女キャラより、ずっと可愛い！」

「!?　に、二次元のキャラより、って……あんた、何言って……」

「あ、い、いや……」

　思わず、恋ヶ崎のワンピース姿を前に何か言わないとと思って、自分の気持ちに正直に、思いつく限りの褒ほめ言葉を述べたが、二次元のキャラより可愛い、って……。いくらなんでもオタクくさすぎるだろ！　と、すぐに後こう悔かいする。

　絶対、恋ヶ崎にまた罵ば倒とうされる……。

「…………」

　しかし恋ヶ崎は、口を押さえて俺から視線を逸そらし、黙っている。

　やっぱり今の俺の感想に怒ったか？　それか呆れたか？　と思ったが、恋ヶ崎は耳まで真っ赤になっていた。もしかして……照れてるのか？

　次の瞬しゆん間かん、シャッと勢いよくカーテンが閉められた。

「このワンピ、買うから……もうちょっと待ってて」

「……！　あ、ああ！」

　ということは、もしかして今の俺の言葉で、買うことを決めたのだろうか？

　我ながらあんな気持ち悪い褒め方だったが、恋ヶ崎は何も文句を言わなかったどころか、多少は喜んでくれたのか？




　それから試着室から出てきた恋ヶ崎は本当にワンピースと帽子を買って、俺たちは店を後にした。

「あ……それ、持つよ」

　恋ヶ崎が肩かたにかけている紙かみ袋ぶくろを見て、俺は慌あわてて恋ヶ崎に声をかける。

「え……!?　べ、別に、自分で持てるし。高一のときあたしに言われたこと気にしてるなら、別にいいって。あれは友達が文句言ってたことをそのまま言っただけだから、あたしがそうして欲しいってわけじゃないし」

「……い、いいから。小さい体ででかい紙袋持ってると、なんかいたたまれないんだよ」

　確かに恋ヶ崎に高一のとき『女の子の荷物は持て』って言われたことを思い出して、ってのもあるけど、恋ヶ崎が荷物を持ってるのを見て、なんだか大変そうだから持ってやりたい、と俺自身が思ったのも事実だ。
















　俺が恋ヶ崎から紙袋を取り上げると、恋ヶ崎は黙って俺を見つめた後、「……ありがと」と言った。




　それから恋ヶ崎は他の店でもスカートやブラウスなどを買い、三軒げんほど店を回ったところで満足したようで、とりあえず遅おそめのランチを取ろう、ということになる。

「ふぅ～、たくさん買えて満足♪　……付き合ってくれてありがと」

「あ、ああ」

『マルキュー』の七階にあるやたらとファンシーなカフェに入り、恋ヶ崎はパンケーキを、俺はオムライスを食べながら、恋ヶ崎は上じよう機き嫌げんで俺に礼を言った。

「あ、そういえば、夜お祭り行きたいんだよな？　今日ってどっかやってんのかな……」

　オムライスをちょうど食べ終えたので、スマホを机の上に出して検けん索さくする。

「……あ、先週から何日間か、ちょうどいい場所でやってるな！　規模は小さいかもしれないけど……」

　見つけたページを、恋ヶ崎に見せる。

「……！　へ～！」

　それは、俺たちが通っていた藤ふじ見み高校の近くで行われているお祭りだった。大通りを通行止めにして、盆ぼん踊おどり大会が行われているらしい。

　屋台もあるみたいだし、少し花火も上がったりするようだ。

「ここでいいか？　っていうか、平日だからあんまりいろんなところでやってないみたいなんだよな」

「うん、ちょうどいいじゃん！　うちの高校の近くだから、もしかしたら知り合いとかいるかもしれないし」

「はは、もう卒業してるし、さすがに来てないだろ」

　祭りの開始時間を確かく認にんすると、十九時。移動時間を考えても、まだまだ時間はある。

「他に、渋谷で行きたいとこないのか？　買い物したい場所とか」

「そうだな～、あっ、二人でプリ撮とりたいのと、あと東急デパートでピアスとか見たいかなー……。ってかあんたは、どっか行きたいとこないの？　あたしが行きたい場所ばっか行ってるけど」

「俺が渋谷で行きたい場所なんてあると思うか!?」

「え、いやほら、服買うとかさ」

「この間の免めん許きよ合宿で、金欠だから……」

「あ、ああ……」

　恋ヶ崎はこの金の使いっぷりを見るに、免許合宿代親に出してもらったんだろうな。羨うらやましい……。




　それから恋ヶ崎の希望通り、センター街の中にある『プリクラのメッカ』とかいう、プリクラの機械がたくさんある建物に移動して、二人でプリクラを撮った。

「あーっもう、なんであんたポカンとしてんの！　もっとちゃんと表情作ってよ！」

「え!?　もう撮ったのか!?」

　バッチリ表情とポーズが決まっている恋ヶ崎と、アホ面づらの俺のプリクラが機械から出てくる。

「仕方ないだろ、プリクラなんてほとんど撮らないんだから……」

　本当に女子ってプリクラ好きだよな。




　続いて俺たちは、恋ヶ崎が行きたがっていた東とう急きゆうデパートへと移動する。

　どうやらここでも行きたい店はもう決まっているようで、ひたすら恋ヶ崎の後についていった。

「あーどうしよ、こっちもいいけどこっちのもいいな～。ねえ、どう思う!?」

　恋ヶ崎は東急デパートのアクセサリー売り場でピアスを二つ見比べて悩なやんでいる。

　どちらも、キラキラしたストーンが縦に連なっているデザインのもので、長さや色が少し違ちがうくらいで、正直俺には何が違うのかよく分からない。

「えっ……これ、こんなにすんのか!?」

　俺は値札を見てぎょっとする。五千八百円。

「さっきの『マルキュー』だったら、アクセサリー千円未満とかざらにあったけど……」

　先ほど『マルキュー』の中で通りかかったアクセサリーショップで指輪やネックレスの値段を見たときは、「意外と安いんだなあ」なんて思ったので、尚なお更さらびっくりした。

「あーうん、この店は大体こんな感じなんだよね。お父さんが仕事でもらった商品券が三千円分、この店で使えるから、それを足しにして買おうと思って」

「ふーん。デザインとか、さっきの店のと何が違うのか全然分かんねえ……」

　同じようなデザインなら、絶対俺だったらさっきの店で買うけどな。

「…………」

　そこで、恋ヶ崎が急に黙って何か一点を見入っていることに気づいた。

「……？」

　不思議に思って恋ヶ崎の視線の先を見る。そこには……ディスプレイの中に指輪が飾かざられていた。

　つい条件反射で値段も見てしまう。二万二千円。おお、なるほど……。

　俺は今まで恋ヶ崎に、クリスマスや誕生日にブレスレットやネックレスなどを贈おくったことはあったが、まだ指輪をあげたことはなかった。

　恋ヶ崎は……俺が小豆ちゃんと付き合っているとき、俺が小豆ちゃんに指輪をあげたことを知っている。

　そのせいか、なんとなく俺は、軽々しく恋ヶ崎に指輪を贈れないでいた。

　俺の気にしすぎで、恋ヶ崎は何も気にしちゃいないかもしれないが……。

　勿もち論ろん、いつか絶対贈りたいとは思っている。

「あの指輪……欲しいのか？」

「……うん」

　俺の質問に、恋ヶ崎はびっくりするほど自然に返事をした。ウットリとした横顔で。

「……って、あ、いや……今、何も考えずに返事しただけで！　別に欲ほしいわけじゃ……」

　しかし次の瞬間、はっと我に返ったらしき恋ヶ崎は、慌てて手のひらを左右に振ふって否定し始める。

「な、なんだそりゃ……」

　今の様子からして、本心では欲しい、って思ってるように思えたのだが……。

　やっぱり恋ヶ崎のやつ、内心指輪欲しいって思ってたんだな。

　しかし、今の俺は本当に金欠なので、当然今すぐあの指輪を恋ヶ崎に買ってやることは不可能だ。高三のときは受験でバイトできなかったし、出版社でのバイト代は免許合宿代に消えたので、今はマジで貯金すら底を尽つきかけている。

「あ～っとにかく、あたしこのピアス買ってくるね！」

　恋ヶ崎は慌ただしく、ピアスをレジへと持って行った。




「他に行きたいところあるか？」

　東急デパートを後にして、恋ヶ崎に尋たずねる。

　お祭りまで、まだ時間に余よ裕ゆうはある。

「うーんと……あ、あのさ、あんた今から一時間くらい、どっかで一人で時間潰つぶせたりする？」

　恋ヶ崎は少し気まずそうな顔で俺に尋ねる。

「え!?　一時間、一人で!?」

「ちょっと急用思い出しちゃってさ！　渋谷のどこかにいてくれればいいんだけど……ほら、渋谷にアニメイトとかないの？」

「ああ、多分あるとは思うけど……。急用って何だよ」

　とりあえずオタクはアニメイトに行かせりゃいいって思ってないか、恋ヶ崎よ。

「それはちょっと言えないんだけど～……」

「は、はあ？　何だよそりゃ……」

　いきなり一時間いなくなるとか言われて、しかも理由を言えないって、そんなこと言われても納なつ得とくできるわけない。

「あ……まあ、俺も渋谷で、ちょっと行きたいところなくはないかな」

　しかしそこでふと、渋谷で行きたい場所が浮うかんだ。

「あ、ほんと!?　良かったー！　じゃ、一時間後くらいにまた連れん絡らくするからさ！　ごめんね、柏田！」

　そう言って恋ヶ崎は、そそくさと俺の前から姿を消した。

　あんなに慌てて、一体どこへ行こうとしてるんだ？　しかも、なんで俺に言えないんだよ。怪あやしいな……。







　それから、約一時間後。

『恋ヶ崎桃：お待たせー！　今、どこ？』

　恋ヶ崎から、ラインが来た。

『センター街のマックの二階にいる』

『恋ヶ崎桃：ＯＫ！　じゃ、そこ行くね！』

『いや、もう移動するだろ？　駅で待ち合わせでいいよ』

『恋ヶ崎桃：了りよう解かい！　じゃ、ハチ公前で！』

　ハチ公前待ち合わせ、か……。なんかよくドラマとか漫まん画がとかでは見るシチュエーションだけど、実際待ち合わせするのは初めてだな。

　なんてことを考えながら、ハチ公前に移動する。

　渋谷駅前は夕方になっても相変わらずすごい人で、特にハチ公前は、これは待ち合わせ場所に適してないんじゃないかってくらい人が多い。

　こんな人ひと混ごみで、恋ヶ崎と会えるんだろうか。いざとなったら電話するしか──。

「……！」

　そんなことを考えていた、まさにそのとき。俺は一いつ瞬しゆんで恋ヶ崎の姿を発見することができた。

「お前、その格好……」

　見つかるだろうか、だなんて無む駄だな心配だった。人混みの中でも俺の彼女は目立っていたので、すぐに見つけられた。

「あ、柏田！　えへへ、お待たせ！」

　恋ヶ崎は、水色の浴衣ゆかた姿に着き替がえていた。髪かみ型がたも、浴衣に似合うように綺き麗れいにまとめられている。

「ど、どうやって着替えたんだ!?」

「調べたら渋谷に、浴衣のレンタルと着付けやってくれる店があってさ。髪型は自分でやったの。やっぱ、夏祭り行くなら浴衣でしょ！」

「急用ってこれだったのかよ。浴衣に着替えてくるって言えば良かったのに……」

「だってなんか、驚おどろかせたくて。……驚いた？」

「そりゃ、めっちゃ驚いたって！」

　水色の花はな柄がらの浴衣は、恋ヶ崎にめちゃくちゃ似合っていた。

　合宿のときに見たピンク色の浴衣も良かったけど、あのときは二に階かい堂どうさんが選んだ浴衣を着たのだろうと思う。

　今回は恋ヶ崎自身が選んだ浴衣なだけあって、前回以上に似合っていた。自分でやったという髪型もこの間のときよりバッチリ決まってるし、全すべてが完かん璧ぺきだ。

「ど、どう、かな？」

　恋ヶ崎は少し自信なさげな笑え顔がおを浮かべて、俺の顔を見る。

「え、あ……す、すげえ似合ってるし、可愛かわいいと思う……」

　面と向かって褒ほめるのは未いまだに恥はずかしいが、わざわざサプライズで着替えてきてくれた、こんなに可愛い浴衣姿の彼女を前にして褒めないなんて大バカやろうだと思い、恥ずかしさを抑おさえて正直に褒めた。

「ほ、ほんと!?　えへへ」

　恋ヶ崎は大げさに驚いて、恥ずかしそうに笑う。

　可愛くないわけないっていうのに、自分でも分かってるだろうに、恋ヶ崎は、こんな俺なんかに『可愛い』って言われたことが、そんなに嬉うれしいのか。そういうことを考えると改めて、愛いとしい、なんて思ってしまう。

　気づけば、周囲の視線が集まっていた。

　周りにいる男たちが、明らかに恋ヶ崎の方をじろじろと見ている。

　彼氏の贔ひい屓き目めを抜ぬきにしても、やっぱり恋ヶ崎の可愛さは異常だ。

　今は北ほつ海かい道どうで読モなんかやってるけど、その気があればすぐにでも本格的な芸能人になれるんじゃないかと思う。

「じゃ、い、行くぞ」

　少し緊きん張ちよう気味に恋ヶ崎の手を取って、歩き出す。

「あ……うん！」

　恋ヶ崎は満面の笑みになった。そういえば、俺の方から手を繫つないだことって、ほとんどないような気がする。

　俺は今世界一幸せな彼氏だろうななんてバカげたことを本気で思いながら、駅へと向かった。




　渋谷から電車を乗り継ついで母校のある駅にたどり着き、俺たちはホームに降りた。

　渋谷ほどではないが、夏祭りがあるということで、駅は混雑していた。

　電車の中では一度手を離はなしていたが、駅について歩き始めるとどちらからともなく再び手を繫ぐ。

「この駅がこんなに混んでるの、初めて見た～。やっぱみんなお祭り行くのかな」

「まあ、そうだろうな。こんだけ人いたら、本当に知り合いに会ったりして」

　人の波に沿って移動していると、すぐに盆ぼん踊おどりの会場に着いたようだ。

　駅の目の前の大通りが全て通行止めになっており、道路のど真ん中に櫓やぐらが間かん隔かくを空けて二つほど立てられている。

　櫓の周りには浴衣を着た女性たちが円を作り、既すでに盆踊りの準備をしている。

「わ～すごい！　盆踊りって、小学生の頃ころ以来初めて来たかも！」

　子供のようにはしゃぐ恋ヶ崎。

「やべ、あの子超ちよう可愛くねえ!?　ほらあの、水色の浴衣の……」

　近くでそんな男の声が聞こえる。確実に恋ヶ崎のことだろうと思う。

「うわー、すげえ美人だな！　……でも、なんか男の方ショボくね？　普ふ通つうすぎっていうか」

　……って、それは俺のことかよ!?

　やっぱり俺と恋ヶ崎って、釣つり合ってないんだよなあ。分かっているはずなのに、改めて聞くと凹へこむ。

　どうして恋ヶ崎は、こんな俺のこと好きでいてくれているんだろう。

「あたし、お昼パンケーキしか食べてないから何か食べた～い！　あ、たこ焼き美お味いしそう～！　あっち焼きそばもある！」

　恋ヶ崎はすぐに屋台に目を輝かがやかせた。

「お前、どんだけ食べる気だよ。あ、俺はイカ焼きが食いたいな！」

　俺たちが互たがいに食べ物にばかり目がいってはしゃいでいた、そのとき。




「柏田君に、恋ヶ崎さん……？」




　聞き慣れた澄すんだ声に、俺が振り返ると……。

「え……!?」

　そこには──紺こん色の浴衣姿の、長は谷せ川がわが立っていた。

　同じく浴衣姿の、可愛らしい小さな女の子と手を繫いでいて、その隣となりには大人の女性が立っている。

　あれは……長谷川の妹と、お母さんだろうか。

「は、長谷川！」

　俺はなんとなくとっさに、恋ヶ崎と繫いでいた手を離した。無意識のうちの行動だった。

　知り合いに会うかも、なんて冗じよう談だんで話していたが、まさか本当に会うだなんて……。

「こんばんは」

　俺と恋ヶ崎は、それぞれ長谷川のお母さんらしき人に挨あい拶さつをする。お母さんらしき女性は、笑顔で俺たちに挨拶を返した。

「わ～可愛い！　こんばんは～！　長谷川さんの妹さん？」

　恋ヶ崎が長谷川と手を繫いでいる幼い女の子に声をかける。

「ええ。碧あおいというの。碧、ご挨拶は？」

「こんばんはー！」

　長谷川の妹さんは、無む邪じや気きに俺たちに挨拶をする。小学校低学年くらいだろうか。長谷川に似て、まだ小さいのにとんでもなく顔が整っている。

「長谷川さんの浴衣姿、めっちゃ可愛い～！」

「ありがとう……。恋ヶ崎さんの方が、よっぽど素す敵てきよ」

「今日はご家族で来たの？」

　俺は長谷川に尋ねながら、思わず辺りを見み渡わたす。

「ええ」

「えっと、その……山やま本もとさんは来てないんだ」

　長谷川と、お兄さんの山本さんは、今でも仲が良く頻ひん繁ぱんに会ったりしていると聞いていたが、今日はいないのだろうか。

「……。ええ、今日はちょっと……」

　気のせいだろうか。長谷川の表情が、一瞬だけ歪ゆがんだように見えたのは。

「……？」

　なんだか胸むな騒さわぎがして、俺は長谷川の顔を見た。

「ちょっと……外せない用があったみたいなの」

　俺から目をそらして言う長谷川の言葉を、不ふ審しんに思う。

「そ、そう……なんだ」

「ええ……じゃあ、私たちはこれで。二人とも、お祭り楽しんでね」

　長谷川は笑顔を作って俺たちに挨拶し、俺たちは長谷川一家とその場で別れた。

　なんだか長谷川、様子がおかしかった気がする。俺の気にしすぎか……？

「……柏田？　どうかした？」

　恋ヶ崎に声をかけられて、はっとする。

「ああ、いや、別に」

　長谷川の様子がおかしかったように感じたのは、俺の勘かん違ちがいである可能性も大いにあるし、恋ヶ崎に言うほどのことでもないか、と思った。

「……。長谷川さんの浴衣姿、めっちゃ綺麗だったね？　見とれちゃった～？」

「！　は、ははは……何言ってんだよ。ほら、何か食べに行くんだろ」

「……。うん……」

　俺が再び恋ヶ崎の手を引くと、恋ヶ崎は俺の顔を見つめて頷うなずいた。

　その表情が、どうしてか、一瞬だけ不安げに見えた。




　盆踊りの音楽をＢＧＭに、焼きそば、たこ焼き、りんご飴あめなど、一通り屋台の食べ物を堪たん能のうして、俺たちは満腹になった。

「あ～おいしかったー！」

　一瞬だけ恋ヶ崎に元気がなくなったかのように見えたのは、やっぱり気のせいだったのかもしれない。もうすっかり今まで通り、元気だ。

「あ、次あれ！　金魚すくいやりたーい！」

　無邪気にはしゃいで、恋ヶ崎は金魚すくいの屋台へと駆かけていく。慌あわてて俺もその後についていった。

「柏田、金魚とって！」

「え、俺!?」

「ほら、たまにはいいとこ見せてよ！」

　恋ヶ崎はお金を払はらって金魚をすくう道具をおっちゃんからもらい、それを無理矢理俺に握にぎらせる。

「たまには、って何だよ!?」

　恋ヶ崎の言葉に反論したが、確かに普ふ段だん、全然いいところなんて見せられてない気がする。

　そうだよな、たまには、彼氏らしく……！




「あ──っ！」

「はーい、兄ちゃん、残念でした～」

　紙が破れ、金魚は水すい槽そうの水の中へ戻もどっていく。二回チャレンジのうち、一度もきちんと金魚をすくうことができなかった。

「く、くそっ……！」

「あんた、たかが金魚すくいなのになんでそんなガチになってんの!?」

　悔くやしがる俺を見て、恋ヶ崎は笑っている。

　たまには彼氏らしく、いいところ見せようと思ったのに……金魚すくいすらうまくいかないだなんて。

「はあ……」

「ちょ、マジで落ち込みすぎなんだけど～！　まあ、金魚もらっても北海道まで持って帰れないから、ちょうど良かったって」

　深いため息をつく俺を、笑いながら励はげます恋ヶ崎。

「あ、じゃあ次はあれだ！　恋ヶ崎、なんか欲ほしいものないのか!?」

　次に俺の目に入ったのは、射的の出店だった。

「え～？　えっと、じゃあ……あのポッキー欲しいかな」

　恋ヶ崎は、上から二段目に並んでいるポッキーの箱を指さした。

「よし、ポッキーだな！　すみません、お願いします！」

　今度こそいいところ見せて、恋ヶ崎を感心させてやる！

　料金を支し払はらい、気合いを入れて銃じゆうを構えた。




「あぁ～っ！」

「はい、残念でした～」

　三発目の球も見事に狙ねらっていた的を外し、結局商品をゲットできずに終わった。

「あははっ、あんたマジ下手くそすぎ～っ！」

　恋ヶ崎はそんなにおかしいか、というくらいケラケラと笑っている。

　どうやら、俺がバカみたいに真ま面じ目めにやってその上失敗しているということが面おも白しろいらしい。

　そういえば俺、高校一年のときの文化祭でも、ムラサキさんと射的行って外しまくったんだよなあ……。射的の才能、壊かい滅めつ的にないんだな。

　金魚もポッキーも何もかも取ってやれないなんてな……。

「ってあんた、さっきからなんでそんなにマジで落ち込んでんの!?　あたし、そんなにポッキー欲しくなかったって！」

　射的の屋台を後にして、二人で大通り沿いを特に当てもなく歩きながら、恋ヶ崎は俺の顔をのぞき込んで声をかけた。

「いや、そういうことじゃなくてさ……。俺ってほんと、何やってもだめだな、って……」

　言ってから、我ながらなんて面めん倒どうくさいことを言ってしまったんだろうと思う。そんなこと言ったって、恋ヶ崎は余計に呆あきれるに決まっている。

「はあ？　何言ってんの？　まあ、なんでだか分かんないけど……あたしのためにそんなに頑がん張ばってくれたことが嬉うれしいって」

　恋ヶ崎は恥はずかしそうに笑って言う。

「こ、恋ヶ崎……」

「それに、全然何やっても駄だ目めなんかじゃないじゃん」

　恋ヶ崎は突とつ然ぜん立ち止まり、俺の顔を真しん剣けんに見た。

「あんたは自分の力で努力して、次々と自分の目標叶かなえてて……ほんと、いつもすごいって思ってる」

　女め神がみのような微笑ほほえみで、恋ヶ崎は俺に言った。

　呆れるどころか、まさかそんな言葉をくれるだなんて……。

「こ、恋ヶ……崎……」

　俺の彼女は、俺を元気づける天才かもしれない。

　そのとき、ドーン、という大きな音が響ひびく。

「あ……花火」

　俺たちのいる位置から少し離はなれたところで、花火が上がった。

　人が少なくなってきたと思ったら、みんな花火がもっと近くで見える場所へ移動したのかもしれない。

「うわあ、すごーい……。二階堂さんの別べつ荘そうの屋上から見た花火もすごかったけど、全然負けてないね」

　近きん隣りんでやっているもっと大きい花火大会に比べたら、上がる数も少なく規模も小さいのかもしれないが、それでも十分に感動的な光景だった。

「恋ヶ崎……。今回、お前がまたすぐに東京に戻ってきてくれて、すげえびっくりしたけど……めちゃくちゃ嬉しかった」

　この雰ふん囲い気きなら言える。そう確信して、俺は恋ヶ崎にずっと伝えたいと思っていた言葉を伝えた。

　恋ヶ崎は俺の言葉に、少し驚おどろいた様子で俺の顔を見る。

「そんなに、俺たち漫まん研けんのこと心配してくれてるんだな、って感動して」

「……！　それもある、けど」

　恋ヶ崎は俺の言葉を遮さえぎって口を開く。

「心配だったのもあるけど……あんたに、単純に、会いたかったから……戻って来ちゃった」

　恋ヶ崎は少しだけ寂さみしげな表情で笑った。

　俺はそんな恋ヶ崎を前に、どうしようもなく愛しい感情が堪こらえきれなくなる。

「恋ヶ崎」

「え……」




　俺は思わず、恋ヶ崎の肩かたを摑つかんで──その唇くちびるにキスをした。




「……。ちょ、ちょっと……人、いるって……」

　俺の不意打ちに、恋ヶ崎はびっくりした顔で真っ赤になっていた。

「みんな花火に夢中で見てないだろ」

「え!?　そ、そんなことないでしょ！　何人かには、見られてるって！」

　耳まで赤くなって口を押さえて慌てている恋ヶ崎が、なんだか可愛かわいい。

「もう一回、目瞑つぶってくれないか？」

「え!?　え、え!?」

　俺がもう一度恋ヶ崎の肩を両手で摑つかむと、恋ヶ崎は軽くパニック状態になりながらも、言われたとおり目を瞑る。

「…………。……？」

「もう開けていいよ」

　恋ヶ崎は、ゆっくりと目を開けて……自分の手元を見た。

「え？　こ、これ……」

　恋ヶ崎の左手の薬指には、細いリングが光っている。

　恋ヶ崎が今目を瞑っている間に、俺がその指にはめたものだ。

「うそ……指輪……？」

　恋ヶ崎は放心状態で自身の薬指を見つめる。

「……なんつって。ごめん、指輪って言っても、本物じゃないんだ」

　それは、今日恋ヶ崎が浴衣に着き替がえるために俺の前から姿を消している間に、俺が買いに行ったものだった。

　本当は、恋ヶ崎が見つめていた東急デパートで売っていた指輪だったら良かったんだが、今の俺にはそんなものを買える金などない。

　だけど、恋ヶ崎があまりにも欲しそうにしていたものだから、高い指輪の代わりに『マルキュー』で売っていた千五百円程度の指輪を買ってきたのだ。

「近いうちに必ず、本物買うからさ。それは、それまでの代わりっつーか……って、そんな安物買うくらいだったら、何もいらなかったか……」

　恋ヶ崎は言うまでもなくめちゃくちゃおしゃれでアクセサリーにも拘こだわっているわけだし、家が金持ちだから高いアクセサリーだって既すでに持っているはずだ。

　そんな恋ヶ崎に、こんな安物の指輪あげるなんて……いくら『代わり』とはいえ、急に自分の行動が恥ずかしくなってきた。

　勝手にロマンチックな気分に浸ひたって熱に浮うかされてやったことだったが……もしかして俺、めちゃくちゃ寒いことしたんじゃ？

　恋ヶ崎が俯うつむいていて何も言わないので、どんどん不安になっていく。

「あ～……その、気にくわなかったらすぐに外してもいいから……あ、でも、できれば今日俺と分かれてからにしてもらえると……」

「外さないって」

「……!?　こ、恋ヶ崎……？」

　やっとほんの少し顔を上げた恋ヶ崎を見て、俺はぎょっとする。




　恋ヶ崎の目からは、涙なみだが流れていた。




「あ、あれ……!?　やだな……」

　恋ヶ崎は自分が泣いていることに気づくと、慌あわてて恥ずかしそうに手で涙を拭ぬぐう。

「お、お前……そんな、安物の指輪で……」

「いや、これはそのっ、なんか、雰囲気に流されて、思わず涙が……。なんか、びっくりしちゃって……。指輪もらえるなんて、まさか思ってなかったから……」

「いや、泣くほどのもんじゃ……それ、千五百円だぞ？」

「もう！　いちいちそういうこと言わなくていいって！」

　恋ヶ崎はまだ涙が止まらないようで、泣きながら俺の頰ほおをつねった。

「無理しなくていいから。しばらくは……この指輪で十分」

　恋ヶ崎は涙を流しながら、満面の笑みで言った。

　こんな指輪で、まさかこいつが泣くほど感動してくれるなんて……。

「恋ヶ崎……次は、必ず俺が、北海道に会いに行くから！」

　気づけば俺は、そんな言葉を口にしていた。

　恋ヶ崎の両手を強く握にぎりしめる。

「ほ、ほんと……？　でもあんた、お金ないじゃん」

「そんなもん、バイトですぐ貯たまるって！　来月の、シルバーウィークには……俺が、会いに行くから！」

　大学の夏休みは九月中ちゆう旬じゆんまで。下旬には、シルバーウィークという一週間近い休みがまたある。下旬だったら、もうバイト代も入っていることだろう。

「マ、マジで……？　来月、もう会いに来てくれんの？　えへへっ……遠えん距きよ離りなのに、超ちよう頻ひん繁ぱんに会えるじゃん」
















　恋ヶ崎は嬉しさを隠かくしきれないという感じで、いたずらっぽく笑った。

「ちょっとバイト頑張りゃ、北海道くらい余よ裕ゆうで行けるっての」

「……。あたし、さっき言ったこと、ほんとに思ってるんだよ。あんたはさ、バイトだって最初は辛つらそうだったのに、今じゃ長期で入ってくれって言われるくらい信しん頼らいされちゃって。サークルの方も、全力で頑張って、みんなから頼たよりにされてるし」

「え!?」

　恋ヶ崎が突然俺のことを褒ほめ始めて、俺は戸と惑まどう。

「そういうあんたを見てると、あたしも負けないよう頑張んなきゃ、って思う……。実は、最近小説の方……何回か落選したことに凹へこんで、なかなか筆が進まなくなってて」

「そ、そうだったのか!?」

　そんなこと聞いてなかったから、てっきり今も順調に書き進めているのかと思っていた。

「でも、今回また東京に来て、頑張ってるあんた見てたら……こんなことじゃ駄目だなって思った。あたしも、あんたの彼女として、あんたに負けないようにちゃんと頑張ろう、って」

　恋ヶ崎が、俺を見てそんな風に思っていたなんて……。

　客観的に見て絶対俺の方が、恋ヶ崎に釣つり合わない駄目な奴やつだって自覚あるのに。

「あんたが来月会いに来てくれるなら……あたし、頑張れる。もう凹んで立ち止まったりしないで、ちゃんと……」

「恋ヶ崎……」

　自分なんかが、恋ヶ崎の励はげみになれているのなら……こんなに嬉しいことはない。

「……俺も、お前に負けないよう頑張る！　サークルに、バイトに……。だから、来月会うまで、お互たがい頑張ろうな！」

「うん……！」




　俺たちはこれからもこうやって、互いを励みにして頑張れば、たとえ遠く離れていても、きっとやっていける。

　辛いことがあっても、これから先何があっても、こいつとだったら……乗り越こえられると思う。根こん拠きよもなく、そう思った。







　それから、恋ヶ崎が浴衣ゆかたを渋谷の店に返しに行かなくてはならないと言うので、店が閉まる十一時前に渋谷へと戻もどった。

　恋ヶ崎は一人で大だい丈じよう夫ぶだと言ったが当然心配だったので俺もついていき、その後小豆ちゃんの家まで恋ヶ崎を送った。

「わざわざここまで送ってくれなくて良かったのに……ありがと」

「明日あしたの何時に、空港行くんだ？」

「午後二時の飛行機だから、一時には行きたいかな」

　また離はなれてしまうけど、来月俺が会いに行くんだから、一ヶ月の我が慢まんだ。

　俺もその時間に空港に行くと言い、俺たちは最後に一度だけしっかりと抱だき合って、別れた。




　俺たちは、きっと大丈夫だ。

　今日今まで以上に絆きずなを深めることができて、強く思った。根拠もないのに、深い安あん堵ど感を覚えていた。




　だから、この先に起きることなんて、少しも想像できていなかったんだ。







　　　４







「じゃあ小豆あずきちゃん、本当にお世話になりました！」

　翌日。

　俺と小豆ちゃん、ムラサキさんは恋こいヶが崎さきを羽はね田だ空港まで見送りに来ていた。

「桃ちゃん、気をつけてね！　またいつでもうちに泊とまりに来てね！」

「こっちとの気候の変化に体調を崩くずさないよう、お気をつけ下さいね」

「はい！　ムラサキさんも、お忙いそがしい中ありがとうございました！」

　二人と挨あい拶さつを交かわした後、恋ヶ崎は俺に視線を向ける。

「元気でな。……また、来月」

「うん。柏かしわ田だも」

　互いに見つめ合って短い挨拶を交わす。

　もう俺たちの間にそれ以上の言葉は必要なかった。

　笑え顔がおで手を振ふってから、搭とう乗じよう口へと向かうその小さな背中は、頼たのもしく見えた。




　こうして恋ヶ崎は、また自分の住む北海道の地へと帰っていった。




　　　　＊




「えー、みんな集まったな？　じゃ、話し合い始めっぞ～！」

　二日後。

　俺たち漫まん研けんは、秋あき葉は原ばらの駅近くのファミレスに集まっていた。

　勿もち論ろん、学園祭の話し合いをするためだ。

「えーと、まず学園祭で本当にオタク向け実写映画を撮とるかどうかだが……佐さ倉くらさんも大賛成とのことだったので、他に反対意見がなければこれで本当に決定にしようと思うが、いいか？」

　岩いわ本もとさんの言葉に、全員「いいでーす」「オッケーっす」なんて答える。

「実写でオタク映画だなんて、柏田君天才だね！　めっちゃ面おも白しろそうだよね！」

　俺の隣となりに座る、すっかり体調の良くなった佐倉さんが、俺に向かって目をキラキラさせてそう言った。

　佐倉さんも実写映画に賛成してくれて、本当に良かった。

「じゃあ、学園祭はオタク向け実写映画を撮るっつーことで決定にしよう。次に、肝かん心じんの映画の題材だが……何がやりたいか意見を述べてくれ」

「最近流は行やりのアイドル系は？　ラビュライとかアイプロとか」

「歌とか踊おどりとかどうすんだよ」

「つーかどっちにせよ人数多いって。集まらないだろ」

「やっぱ柏田が言ってたみたいな、エセコイとか冴さえてる彼女とか、ラブコメ系かね」

　岩本さんの言葉に、みんな口々に発言する。

　映画の題材、か……。色々考えたが、未いまだに「これだ！」ってのがないんだよなあ。

「あの、それなんですけど……今期アニメの『夏なつ色いろ彼かの女じよ。』ってどうでしょうか？」

　佐倉さんの発言に、みんなの注目が集まる。

『夏色彼女。』……七月アニメの中で注目されている作品の一つだ。元々男性向け恋れん愛あいもののスマホソーシャルゲームであり、大人気の末、満を持してアニメ化した。俺はゲームもやってるし、アニメも見ていて、好きな作品だ。

　タイトルにもあるように『夏』がテーマになっている、四人の女の子がメインヒロインの学園ラブストーリーで、ゲームの方は、女の子と仲良くなって告白された後も、カップルとしてストーリーが続いていく。コンセプトはコンシューマーゲームの『ラブマイナス』に似ているかもしれない。

　アニメの方は、一人のヒロインに二話ほど使って、出会いからなれそめ、告白、そしてカップルになってからの話を描えがいている。その話が終わったらストーリーの最初に戻って、次のヒロインの話に移る……という、少し変わった形式をとっている。

　オーソドックスな恋愛ものだがキャラクターが魅み力りよく的だし、ストーリーも甘あま酸ずっぱい青春もので面白い。

　メインヒロインは四人だから、他のアイドルものアニメなんかに比べたら少ないし、出演者もなんとかかき集められるんじゃないだろうか。

「ああ～、あれなら今結構話題になってるし、みんな食いついてくれるかもな！」

「普ふ通つうの現代物ラブコメだから、撮さつ影えいもできそうだし！」

「いいじゃんいいじゃん！　さすが佐倉ちゃん！」

　佐倉さんの意見に、みんな面白いほど好意的な反応を示す。

　佐倉さんの意見だから、ってことも多少あるのかもしれないが……それを抜ぬきにしても、すごくいい意見だと俺も思った。

　確かにあのアニメだったら、撮影も可能だろうし、今オタク業界でかなり旬しゆんだ。

「うん、俺もいいと思う！」

「なるほどな、『夏色彼女。』……今期一番来てるって言われてるしな。他に意見のある奴、反対の奴はいるか？」

　岩本さんの問いかけに、名乗り出る人はいなかった。

　こうして順調に、実写映画の題材が『夏色彼女。』に決まった。

「じゃあ次に、一番大事な問題……主演女優だ！　まあ、ヒロインを何人映画に出すかにもよるよな。できれば四人全員出したいけど、うちの女子部員は三人だしなあ……」

「え……出演者って、うちの部員から出すんですか？」

　岩本さんの言葉に、長は谷せ川がわが驚おどろいて反応する。

「あー、まあ俺はなんとなく、そう考えてたけど……」

　岩本さんの言葉に、ざわつき始める。

　出演者のこと特に考えてなかったけど、うちの部員から出すのか。まあうちの漫研の女子は、長谷川に佐倉さんに二に階かい堂どうさんと、揃そろいも揃ってビジュアルレベル高いもんな。

「メインヒロインの『鈴すず音ね』は……佐倉ちゃん似合いそうだよな！」

「あぁ、絶対似合うな！」

　先せん輩ぱいたちは、もう勝手にキャストを考え始めているようだ。

　メインヒロインの『碧あお海み鈴音』はお嬢じよう様さまで、なんでもできる完かん璧ぺきな正統派美少女だ。確かに佐倉さんにも似合いそうだが、それよりも……長谷川の方が似合いそうだな、なんて内心密ひそかに思った。

　顔立ちや雰ふん囲い気きもあるが、中身も結構似ている気がする。人に心を開くのに時間がかかる、っていう設定だし……。

「巨きよ乳にゆう枠わくの先輩二人はどうすんだ……。あ、ドＳできつい性格の『英え梨り香か』先輩は二階堂さんがぴったりだな！」

「あ～もうお前ら、勝手に話進めんなって！　元はと言えば俺が勝手に女子部員に出てもらうって考えてたのが悪いんだが、まずは女子の意見聞かないとな」

　岩本さんがみんなの話を遮さえぎってから、長谷川と佐倉さんの方に視線を向ける。

「あ、うちは……出ていいなら出たいです！　『鈴音』は一番好きなキャラだから、やらせてもらえるならすっごく嬉うれしいです！」

　佐倉さんが目を輝かがやかせて言う。

　佐倉さんはコスプレイヤーだし、こういうのに出るのも好きそうだよな。

「あの、私は……できれば、出演者ではなく裏方に回りたいです」

　一方で長谷川は、少し戸と惑まどい気味に話す。

　まあ、長谷川の性格からしたら当然か……。別に引っ込み思案というわけではないが、決して自分から前に出たがるタイプじゃないもんな。

　高一のときの文化祭の王子役は、他にできる人がいなくて仕方なくだったし、コスプレだって、小豆ちゃんがめちゃくちゃ頼みこんで一度やっただけだし……。

　長谷川が大きなスクリーンに映るの、見てみたかったんだけどな。絶対スクリーン映ばえするだろうと思うんだが。

「ああ、それなら勿もち論ろんそれでオッケーだ！　あとは姉あね御ごに出演してくれるか確かく認にんして……まあ、就活で忙しいからって断られそうだが。他は、漫研以外で出てくれそうな女の子を探そう」

　岩本さんの言葉に、再びみんなざわつく。

「出てくれそうな女の子、っすか～……そう言われても、そんなに可愛かわいい女の子の知り合いなんてそう何人もいないし……」

　川かわ北きたさんがそこまで言って、突とつ然ぜん俺の方を見た。

「……？」

「あ……そうだよ、いるじゃん！」

　二年の近こん藤どうさんまでそう言いながら俺の顔を見たかと思うと、どんどん俺の方に部員たちの視線が集まる。

「柏田！　お前の彼女の恋ヶ崎さんに、彼女の友達のコスプレイヤーの桜さくら井いさん！　それから二階堂さんの高校の後こう輩はいだっていう、合宿で原げん稿こう手伝ってくれた狭さ川がわさん！　お前の知り合い、美女揃ぞろいじゃねえか！」

　川北さんの言葉に、部員たちも「ほんとだよ！」「あー、誰だれがどの役やっても似合いそうだな！」「撫なでし子こ先輩はめっちゃ狭川さん似合いそうじゃね!?」なんて、勝手に騒さわぎ始める。

「え、えぇっ!?　いや、まず恋ヶ崎……俺の彼女は無理っすよ！　北海道帰っちゃったし！」

「ああ、そうなのか。それは残念だけど、他の子はいけるだろ!?」

「いや、聞いてみないことにはなんとも……。特にムラ……狭川さんはプロの漫まん画が家かなんで、忙しいだろうし」

「聞いてみてくれよ！　純じゆん粋すいに、桜井さんや狭川さんにまた会いたいしさ～！」

「え、えー……」

　川北さんの正直すぎる発言に戸惑いを隠かくせない。確かにこの人、合宿中も恋ヶ崎だけでなく小豆ちゃんやムラサキさんに結構話しかけてたもんな。

　こんなチャラい人に、また小豆ちゃんやムラサキさんを会わせるの、あんまり気が進まないんだが……。

　だが、川北さんだけでなく、メンバーのほとんどが俺を期待の眼まな差ざしで見ていることに気がついた。

　これはさすがに、無む碍げに断れないな……。他に出演者のあてがないなら、映画も撮れないし……。

「わ、分かりました。とりあえず聞いてみます……」

「おぉ～っ！」

「頼たのむぞ、柏田ぁ！」

　そんなにかよ、というくらいみんなのテンションが上がったので、若じやつ干かん引いた。

「あーそれから、肝心の主演男優！　主人公役も決めねえとな」

　主人公役……そうか、すっかり頭から抜けていた。

『夏色彼女。』の主人公、『夏なつ野の大おお空ぞら』といえば、特に何の変へん哲てつもない男子高校生。外見も、中肉中ちゆう背ぜいで可もなく不可もなくな顔、という感じだ。

「まー、身長と体型的には、川北か柏田が近いんじゃねえか？」

「えっ!?」

　岩本さんの言葉に、動どう揺ようする。

　そう言われて、ざっと漫研メンバーを確認すると……確かに、岩本さんは『夏野』にしては背が高すぎるし細すぎる気がする。

　他の人も、小太りだったり、太ってはいなくてもガッチリ体型だったり、背が平均より低かったりと、『夏野』の身長や体型と大おお幅はばにズレがある。

「まーメインは女の子とはいえ、主人公の『夏野大空』は一番出番が多いから誰がやるかは重要だな。どの女の子と並んだときにも『夏野』っぽく見えるように、身長体型は絶対原作に近い方がいいと思う」

　岩本さんの言葉に、確かに納なつ得とくする。

　でも、だからといって俺が映画で主役なんて……絶対無理だ。そりゃあ、いろんな女の子とイチャイチャできるシーンが撮影できるのは嬉し……いやいやいや！　俺には恋ヶ崎がいるんだし。

　それに何より、俺の演技経験なんて、高校一年のときの白しら雪ゆき姫ひめ役くらいなもんなのだが……あの演技は、我ながらひどかった。俺が演技なんてやったらギャグになってしまう。

「俺は、ちょっと自信ないっすね……」

「そーか！　ならば仕方ない、俺がやるしかないな！」

「えっ……」

　俺の言葉を聞いて、川北さんが俺のその発言を待っていたかのように嬉しそうに言った。

　まさか川北さんの方は乗り気だったなんて……。主人公の役なんて荷が重いし、てっきり押しつけ合いとかそういう流れになるかと思ったのだが。

　待てよ……川北さんのことだから、女の子とイチャイチャしたくて主人公役に乗り気なんじゃ!?

「俺、高校の頃ころ演劇部だったんだよ」

「あ……そ、そうなんすか？」

「柏田がやりたいっつーならやらせようと思ってたけど、やりたくないなら仕方ねえな！」

　そんな言い方してる割には、すげえノリノリに見えるんですけど！　川北さん、やっぱり絶対主人公役やりたかっただろ……！

　い、いや、俺は無理だって思ってたから、むしろ助かったんだけどさ……。

　でもそうなると、川北さんが佐倉さん……はともかく、小豆ちゃんやムラサキさんとイチャイチャするシーンを演じることになるんだよな……。なんとなく気に食わない。

　いや、小豆ちゃんもムラサキさんも、まだ出てくれると決まったわけじゃないけど。

「川北と柏田がそれでいいなら、主人公『夏野大空』役は川北で決まりってことでいいんか？」

「……あ、はい、俺はそれで」

「ま～仕方ないっすね～、はは」

　そんなわけで、主人公『夏野大空』役は川北さんに決まってしまった。

　いや、俺はやりたくなかったから、これで良かったはずなんだ……。




　それから、誰が何のスタッフを行うかを話し合う。

　岩本さんが、自主制作映画の基本的な作り方というものを調べてきてくれたようで、何のスタッフが必要かを説明してくれた。その中でみんなに何のスタッフ希望かを聞いて、希望がかぶった場合は当人同士で話し合うことになる。

　驚いたのは、長谷川が脚きやく本ほんを希望したことだった。

　他に脚本を書きたいという人はいなかったので、脚本は長谷川に決まった。

　俺は、動画編集スタッフを希望し、希望の通りになった。ネットでよく動画を見て、動画の編集を一度してみたいと思っていたのだ。

　他は、岩本さんが監かん督とく、近藤さんがカメラマン、佐さ藤とうさんがカメラマン助手、林はやし田ださんが音楽＆ＳＥ、佐倉さんは主演兼けん衣い装しようということに決まった。

　大体みんな、希望が通ったように思う。

　また、小豆ちゃんがコスプレの衣装やウィッグ、メイクなどを手伝ってくれると夏コミの打ち上げのときに言っていたが、本当に手伝ってくれるかどうかを今一度俺が確認することとなった。

　大学から下りる部費で撮さつ影えいに必要な機材と動画編集ソフトを買おうという話になる。最初はスマホの動画機能で撮影するかなんて話も出たが、せっかく映画を撮とるんだから、本格的な高価なものは無理でも、一応きちんと動画用のカメラを買おうということに決まった。

　部費で足りない分はみんなから回収するかもしれない、なるべく負担がないようにはしよう、と岩本さんは言った。

　また、申し訳ないが出演者にはギャラは払はらえないから、出演交こう渉しようの際はそれを伝えてくれ、とも言われた。

「あと決めなきゃいけないことは……あ、撮影ロケ地か。まあ大学内で撮ったら金もかからなくていいかもしれないが、あんまり絵にはならないよな……。それに『夏色彼女。』の舞ぶ台たいは高校だから、高校と大学じゃどうしても違ちがうし」

「あっ、それなら、『夏色彼女。』の聖地の海はどうっすか!?」

　近藤さんが発言する。

「アニメでもよく海出てくるし、ゲームでもそれぞれのヒロインと海でデートするイベントがあるし。公式では明言されてないんすけど、聖地が千葉の海なんじゃないかって言われてるんすよ。めちゃくちゃ綺き麗れいな海だから画面に映えると思うし」

「海か、いいな！」

「聖地だったら尚なお更さら原作に忠実になるしな～！」

　岩本さんと川北さんが言う。

「あーでも、よっぽど早朝とかに行かないと、誰か写り込むかもしれないっすよね～」

「そうだな……早朝ってなると、深夜から車で行くか……。いっそのこと、撮影ロケ合宿行くか？　いくら短い作品にするって言っても、一日で撮影終えるのは難しいかもしれないしな」

「ロケ合宿！　いいっすね～！　ますます映研っぽい！」

　海でロケ、撮影合宿、か……。本格的に映画撮るって感じでテンション上がってきたぞ！

「まー運転は基本的には既すでに免めん許きよ持ってる俺や川北でするとしても、お前らも免許合宿でせっかく免許取ったんだから、途と中ちゆう疲つかれたら代わってくれよ？」

　岩本さんが俺や合宿で免許取ったメンバーの方に向かって言う。

「！　う、運転っすか……」

　運転なんて、免許取って以降してないな……。そんな長ちよう距きよ離り、しかも大人数を乗せてなんて、絶対運転できる気がしない……。




　次の集まりまでに、まずは俺が出演者に交渉すること、カメラマン組は撮影に必要な機材を買いに行くこと、脚本担当者は脚本を考えること、などが課題として課せられ、次の打ち合わせの日程が決まる。

「んじゃまー、今日のところはこのくらいだな。まずは柏田、出演者の件よろしく頼むぜ」

「はい！」

「それから長谷川さんは、脚本の大体の案とかが決まったら俺に送ってくれ。煮に詰つまったりしたら、いつでも気軽に連れん絡らくしてくれや」

「はい。ありがとうございます」

　その日はそれで話し合いが終わり、後は希望者でカラオケへ行くことになった。




「それにしても、うちが『鈴音』役やれるなんてめっちゃ嬉うれしいな～！」

　ファミレスから少し歩いたところにあるカラオケに移動して、先輩の歌を聞きながら、俺の隣となりに座る佐倉さんが本当に嬉しそうに言う。

「これで、主人公役が柏田君だったら、もっと嬉しかったんだけどなー？」

　さりげなく俺の二の腕うでを触さわりながら、佐倉さんが言う。言いながら至し近きん距離で俺の顔をのぞき込んできたので、思わずドキッとしてしまう。

　合宿のとき、佐倉さんに『ウチは本気で柏田君のこと……好きなんだよ』なんて言われたことを、一いつ瞬しゆん思い出してしまう。

　酔よっぱらってたとはいえ、あんなこと言われるなんて、めちゃくちゃドキッとした。

「は、はは……俺には絶対無理だよ。川北さんは元演劇部だったっていうから、安心して任せられるでしょ」

　佐倉さんは俺の言葉に、不服そうに頰ほおを膨ふくらませる。

「はーい次、『夏色えがおで１．２．ステップ！』これ、佐倉ちゃんじゃないの～!?」

「はいはーい！　うちでーす！　やっぱ夏と言えばこの曲ですよねっ♪」

　佐倉さんは勢いよく立ち上がると、先輩からマイクを受け取って歌うために前へと移動した。すげえな、わざわざ前で歌うのか……。

「それにしても……長谷川が脚本やりたいって言うなんて意外だったよ」

　佐倉さんとは反対側の俺の隣に座る長谷川に、俺は声をかけた。

　長谷川は俺の言葉に、少しだけこちらに顔を向ける。

「前から、小説や脚本に少し興味はあって。恋ヶ崎さんが小説を書いているって知って、密かに羨うらやましいと思っていたの。私には文才がないから、小説はとても書けないけれど」

　長谷川が、恋ヶ崎のことが羨ましい、か……。そんなことってあるんだなあ。

　長谷川といえば、勉強も運動も完かん璧ぺきにこなせる超ちよう人じん、みたいなイメージだったけど、長谷川でも「できない」って思っていることがあるのか。人間なんだから当たり前なのかもしれないが、相手が長谷川となるとなんだか不思議な感じがする。

「あの、柏田君……」

　長谷川が、なんだか少し言いにくそうに俺の顔を見て呼びかける。

「もし、良かったらなんだけれど……私の脚本、少し見てもらえたりしないかしら？　前回同人誌を作ったときに、佐倉さんの漫まん画がを見てあげているのを見て、柏田君ってそういうの向いてるんだなって思って……。今回柏田君に見てもらえるなら、心強いって思ったの。それに私、『夏色彼女。』のアニメは見ているけど、ゲームの方はやっていないから、ゲームをやっている柏田君に色々教えてもらえたらありがたいし」

「え、お、俺に……!?　俺なんかでいいなら、勿もち論ろんいいけど……」

　長谷川の申し出に、俺は驚おどろいた。まさか長谷川が、そんなことを俺に頼たのんでくるだなんて……。

「本当？　なら良かった……。じゃあ、宜よろしくね」

　長谷川が微笑ほほえむので、俺は「うん！」と元気よく返事をした。




　学園祭に向けて、今日で大分色々なことが固まった。

　当日まで時間もないし、気合いを入れて頑がん張ばらなければな！







　　　５







『桜さくら井い小豆あずき：え!?　わたしが出ていいのー!?　衣装やヘアメイクの協力する気満々だったけど、出演させてもらえるなら面おも白しろそうだし是ぜ非ひやってみたいなー[image: かおもじ]』

『狭さ川がわ紫ゆかり：私のようなもうフレッシュさに欠ける者が、映画のヒロインなんて本当にいいのでしょうか……[image: かおもじ２]でも、少しでも柏かしわ田ださんや杏あん奈な先せん輩ぱいのお役に立てるのなら、喜んで協力させて頂きます♪』




「マジか……」

　話し合いの翌朝。

　二人から来ていたラインの返信を読んで、俺は驚きのあまりベッドの上で起きて早々独り言を呟つぶやいた。

　ダメもとで二人に出演依い頼らいのラインを昨夜送ったのだが、まさかの即そく答とうでＯＫをもらえて、心底驚いたと同時に嬉しくなった。

　小豆ちゃんやムラサキさんに映画に出演してもらえるなら、映画のビジュアルクオリティもぐっと上がるし、何より俺が撮影が楽しくなる。

　一応、昨日の話し合いで『この役は誰だれが合うんじゃないか』と言われていたキャラの名前も二人にそれぞれ送ったのだが、それも承しよう諾だくしてくれたみたいだ。

　それから二人にお礼の返信をした後、漫まん研けんのライングループで『桜井小豆さんと狭川紫さんの出演ＯＫ出ました！』と発言すると、漫研のみんなからの喜びのコメントが続いた。

　また、岩本さんが『姉あね御ごも出演ＯＫだって～！』と発言し、これで映画の出演者が全員決まった。




　まず佐さ倉くらさんが演じるメインヒロイン『碧あお海み鈴すず音ね』は、主人公のクラスメイトの正統派美少女のお嬢じよう様さまで、なんでもできる完璧な女の子。人見知りで主人公にも最初は心を開いてくれない。

　続いて小豆ちゃんに演じてもらうことになった『渚なぎさみらい』は、主人公の一つ年下の幼なじみで、ちょっとドジだけど元気で明るい女の子。みんなの人気者で学園のアイドルだ。

　次に、ムラサキさんに演じてもらうことになった『浜はま砂すな撫なでし子こ』は、主人公のもう一人の幼なじみで、隣に住む二つ年上のお姉さんで同じ高校の先輩。おっとり気き質しつで巨にゅ……スタイル抜ばつ群ぐんの美少女だ。

　最後に、二に階かい堂どうさんが演じることになった『美み波なみ英え梨り香か』は、主人公の二年先輩の学園の生徒会長で『浜砂撫子』の親友。きつい性格の、所謂いわゆるツンデレタイプだ。

　ビジュアルの雰ふん囲い気きや身長や体型、ついでに性格まで全員なんとなくキャラと似ている気がする。本当に適役だと思う。




　　　　＊




　二日後。

「今日からまた、宜しくお願いします！」

　俺は久しぶりに、『富士見社』のＦＵＪＩファンタジー文庫編集部へと来ていた。

　今日から、再びアルバイトが始まるのだ。

「ええ……。たっぷりしごいてあげるから覚かく悟ごしてなさい」

　久しぶりに会った蓮はす見みさんがニヤッと笑って言う。俺の緊きん張ちようを解ほぐそうとして言ってくれているのかもしれないが、マジで怖こわい。

　今日の仕事として、また電話番と、グッズの仕分け作業、郵便物の発送作業などを頼まれた。以前のバイトでやっていたことなので、もう手慣れたものだ。

　このバイトを始めたばかりの頃ころは、この職場の雰囲気にも慣れないし、何もかも初めてで戸と惑まどって失敗ばかりしていたが、所しよ詮せんはアルバイト。慣れればどうってことない単調作業ばかりなのだ。

「それから今日は、十六時からまたアフレコ現場に付き合ってもらうわ。次回以降、私が忙いそがしいときはまた一人で行ってもらうことになると思うから、今日で慣れておいて。まあ、私が一人で行くこともあるから、毎週ってわけじゃないけど」

「あ、そうなんですか!?」

　以前バイトでよくアフレコに同行していた七月アニメ『ヒキネト』の収録はもうさすがに終わっていると思うので、違ちがうアニメだろうか。

「今日から始まるのは、十月からアニメが始まる私が原作を担当している作品、『昨日の君の恋こいと噓うそ』──通つう称しよう『恋噓』の収録よ」

「え!?」

　それって確か、ムラサキさんがコミカライズ担当するって言ってた作品じゃないか！

　確かに蓮見さんが担当してるってことは知ってたが、まさか俺もアフレコに同行させてもらえるだなんて……！

「？　どうかした？」

「あ、いえ……」

　蓮見さんに話すべきことでもないと思ったので、特に何も言わないでおいた。

　そういえば、『恋噓』の声優ってチェックしてなかったけど、一体誰なんだろう。すげえ気になるけど、蓮見さんには聞きにくいし、仕事中に調べるわけにいかないし、行ってみてのお楽しみにしておくか。

　仕事再開早々アフレコに同行させてもらえるなんて、ついてるなあ。




　やがて十六時になり、蓮見さんと共に会社を出てスタジオへと向かう。

　今回使うスタジオは前回とは違うようで、ＪＲ線で二十分ほどかけてスタジオの最寄り駅に到とう着ちやくした。

　ここで、原作者の先生とイラストレーターの先生と待ち合わせしているらしい。

　やがて、『恋噓』の原作者の『花はな風かぜりく』先生と、イラスト担当の『ごん太た』先生がやってきた。

「アルバイトとしてＦＵＪＩファンタジー文庫編集部で働いております、柏田と申します！　宜しくお願いします！」

　原作者の花風りく先生も、イラスト担当のごん太先生も、三十代くらいの落ち着いた女性だった。とても話しやすい優やさしげな雰囲気の人たちだ。

　イラストレーターはともかく、ライトノベル作家は基本的に男性が多いと思っていたのだが、蓮見さん曰いわく、ラブコメ作品だと女性もちらほらいるらしい。




　目的のビルに到着し、スタジオのある四階へ行くためエレベーターへ向かう。

　既すでに女性らしき後ろ姿が二人ほどエレベーターに乗り込んでいるところだった。俺たちの姿を見て『開ける』ボタンを押して待っていてくれているようだったので、急いで乗り込む。

「すみません……あら、井いの上うえさん？」

「あ、蓮見さーん！」

　蓮見さんがエレベーターの中にいた人物に謝罪すると、どうやら知り合いだったようで互たがいに驚いている。

　突とつ然ぜん、井上さんと呼ばれた女性の後ろから、もう一人の女性が顔を出した。と思ったら……。

「あれ、柏田さん!?」

「えっ……ム、ムラサキさん!?」

　驚おどろきのあまり、エレベーターの中に響ひびきわたるほど大きな声を出してしまった。

「なんでムラサキさんがここに……あ、コミカライズ担当の漫まん画が家かさんも、アフレコ見学に!?」

「え、ええ……その通りです。柏田さん、『富士見社』で編集者のアルバイトっておっしゃっていて、もしかしてと思いましたが……アフレコ現場にもいらっしゃるんですね」

　ムラサキさんは驚いた様子で、でも心なしか嬉うれしそうに、そう言った。

　俺の方も、まさかアフレコ現場でムラサキさんと会えるなんて思っていなかったので、素す直なおに嬉しかった。

　確かに、コミカライズ担当者がアフレコの見学に来るかもしれないなんて、少し考えれば想像できたよな。

「柏田君、漫画家さんとお知り合いだったの？」

「あ、はい、プライベートの友人というか……」

「そう。すごい偶ぐう然ぜんね」

　蓮見さんは冷静に感心した。

　そこでエレベーターが四階にたどり着き、エレベーターを降りて改めて全員で挨あい拶さつをすることとなった。

　ムラサキさんと一いつ緒しよにいた井上さんという女性は、『恋噓』のコミック担当編集者らしい。

　挨拶が終わり、いよいよスタジオの中へと入る。

「ふふっ。今日から毎週柏田さんとスタジオでお会いできるなんて、嬉しいですね」

「え!?」

　大体の人が扉とびらからスタジオに入り、一番後ろにいた俺とムラサキさんが靴くつ箱ばこで靴を脱ぬいでいると、ムラサキさんが嬉しそうに俺に声をかけてきたので、驚いた。

「あ、その……こういう仕事の場でよく知っているお友達がいると、安心できるっていうか」

「あ、そうですね！　俺もそう思ってました」

　そうだ、今日からアフレコに同行させてもらえる度たびに仕事でムラサキさんに会えるんだ。仕事中だから、蓮見さんの目も気になるしあまり話せないかもしれないけど……。

　靴を脱いでスリッパに履はき替かえ、俺たちもスタジオの中に入る。

　まずアニメ制作スタッフの方々と挨拶を交かわしてから、スタジオ前のブースで今回の台本が全員に配られた。

「おはようございまーす」

「……！」

「あ、声優さんがいらっしゃったみたいね」

「えっ、花はな澤ざわ麻ま里り奈なさん!?」

　スタジオに入ってきた、俺でも顔を知っている最近売れっ子の女性声優さんの姿を見て、遠くて声が聞こえないだろうことをいいことに思わず呟つぶやいた。

　やべえ、本物超ちようかわいい～！

「まさかヒロイン役花澤さんだったなんて……」

「あら、柏田さん、『恋噓』の声優さんまだチェックしてなかったんですね？」

　隣となりに座るムラサキさんが、俺のつぶやきに突つっ込こんだ。

「あ、そうなんですよ」

「『恋噓』のヒロイン役は、花澤さんではありませんよ」

「え!?」

　ムラサキさんの言葉に、驚きを隠かくせない。今をときめく花澤さんは、ヒロイン役じゃないのか。じゃあ一体、誰が……？

「おはようございまーす！」

「……!?」

　スタジオの扉を開けて入ってきたその姿を見て、俺は思わず手に持っていた台本を落とした。

　え……!?　う、噓だろ……!?　こんな偶然って……。

　もう二度と、会えないと思ってたのに……。

「えっ……!?」

　スタジオに入ってきたその声優さんは、遠くにいるというのに、俺の姿を見て驚いた反応をする。まさかそんなにすぐに気づいてくれるなんて……。俺のことなんて、もう忘れていてもおかしくないと思っていたのに。

　彼女はスタッフや声優さんなどと挨拶を交わしてから、やがてこちらへやってきてくれた。




「今回、ヒロイン『香こう坂さか呉くれ羽は』役を務めさせて頂きます、深ふか瀬せ愛めぐみです！　宜よろしくお願いします！」




　挨拶をした後、彼女が俺の方に視線を向けて、少し笑いかけてくれた気がした。

　前回の『ヒキネト』のアフレコ現場で何度か会い、ほんの少しだけ仲良くなれた、現げん役えき女子高生美少女声優の深瀬愛。

　最後の打ち上げで、もう一度会いたいなんて思ったものの、もう二度と会うことなんてできないだろうと思っていた。

　それが、またアフレコの現場で、こんなにすぐに会うことができるなんて……夢にも思っていなかった。

　それにしても、彼女はまだ新人声優で、『ヒキネト』ではサブキャラ役だったが、次の十月アニメでもうヒロイン役に出世しているだなんて……。

　さすが、としか言いようがない。ビジュアル、若さの面では勿もち論ろん、声優としての実力だって半はん端ぱじゃないんだ。当然と言えば、当然かもしれない。




　蓮見さんに作家さんとイラストレーターさん、漫画家さんの分の飲み物を買ってくるよう頼たのまれ、スタジオの一階の自動販はん売ばい機きまで買いに走る。

　再び四階のスタジオまで戻もどると、ちょうど女子トイレから出てきた深瀬愛とバッタリ会った。

「あ、柏田さん……またお会いできるなんて、本当にびっくりです」

「こ、こちらこそ！　また、宜しくお願いしますね！」

　彼女が笑え顔がおで声をかけてくれたことで、さっき俺の顔を見て驚いた様子だったのは、俺の気のせいなどではなかったのだと分かった。本当に俺のこと、覚えていてくれたんだ。

「でも、ヒロイン役なんてすごいですね！　本当に、おめでとうございます！」

　言ってから、俺なんかがこんなことを言える立場ではなかったかもしれない、と思ったが、もう後の祭りだ。

「はい、ありがとうございます！」

　しかし、深瀬愛が満面の笑みでそう答えてくれたので、内心ほっとする。

「初めてのヒロイン役を、それも地上波のテレビアニメで演じることができるなんて……本当に夢のようです。オーディションで決まったときは、何かの間ま違ちがいなんじゃないか、って思って……」

　深瀬愛は、心から嬉しそうに俺に話してくれた。

「あの、私……『ヒキネト』の現場で、柏田さんとお話しできたことを励はげみにして、あれから頑がん張ばったんです」

「え……!?」

　深瀬愛の言葉に、俺は驚いて思わず彼女の顔を見る。

「そのおかげで、この役を取れたと思っているので……本当に柏田さんには、改めて感謝したいなって思っていて……だから、今回お会いできて本当に良かったです」

「え!?　そ、そんな、俺なんて、何も……」

「あ……そろそろ行かないと」

「あっ、そうですね！」

　そろそろ収録が始まるということを思い出し、深瀬愛はスタジオのブースへと慌あわてて戻る。

　俺と話したことを、励みにして……？　俺に感謝したい……!?

　今の深瀬愛の言葉が、何度も頭の中でリピートする。

　彼女の言葉が、本当に信じられない。

　大げさでなく、涙なみだが出そうなくらい嬉しかった。今が仕事中でなく、一人でいたなら、間違いなく泣いていたんじゃないかと思う。

　俺も早く戻らなければならないのに、思わずその場に立ち尽つくしてしまった。

「ふっふっふっ……見ちゃいましたよぉ～」

「ひいぃっ!?」

　そこで突然、女子トイレからぬっと何者かが姿を現したので、驚きのあまり思わず悲鳴を上げた。

　それは、ムラサキさんだった。

「柏田さんの浮うわ気き現場、目もく撃げき～っ！　これは桃ももさんに報告しなくちゃですね♪」

「なっ……はぁあ!?　う、浮気って、何言って……!?」

　ムラサキさんのとんでもないセリフに、思いっきり動どう揺ようしてしまう。

「誤解ですっ！　前の現場でも同じだったってだけで……連れん絡らく先すら知らないですし！」

「ぷっ……ふふっ、ふふふ……」

「え!?」

　俺の様子を見て、ムラサキさんは可お笑かしそうに笑い出す。

「柏田さんってば、本当に真ま面じ目めですねぇ～！　本気で弁解し始めるだなんて……冗じよう談だんに決まってるじゃないですかぁ」

「え、あ……そ、そうなんですか……？」

　そのセリフに、なんだか一気に疲つかれてくる。

　なんて心臓に悪い冗談を言うんだよこの人は……!?　一いつ瞬しゆん、マジでヤバいと思って必死に弁解しちゃったじゃねえか！




「遅おそいっ……！　飲み物買うのに何分かかってるのよ？　一階に自じ販はん機きあったでしょ？　どこまで買いに行ってたの？　もう収録始まっちゃうじゃない」

「す、すみません……」

　それからムラサキさんと共にみんなのいる部屋に戻ると、当然ながら蓮見さんに怒おこられてしまい、一瞬凹へこんだが、先ほどの深瀬愛の言葉を思い出したらすぐに気持ちを切り替えることができた。




　やがて、すぐにアフレコが始まる。

　深瀬愛の演技は、俺みたいな素人しろうとが聞いても前回の『ヒキネト』より格段に上う手まくなっているのが分かる気がした。

　ベテランの声優陣じんの中にいても、全く引けを取らない。

　こうして声優さんの演技を生なまで聞くことができると、本当にこのバイトをして良かったと、改めて思う。







「柏田君、この後打ち上げがあるけど、どうする？　もう就業時間は過ぎているから、参加は自由よ」

「え!?　お……僕も行っていいんですか!?」

「まあ、自腹でなら」

「えっ!?」

「ふっ……冗談よ。ちゃんと経費で落ちるわ」

　蓮見さんって、こういう冗談言うのか……。

　勿論行っていいなら行きたいですと返答し、打ち上げの飲み会に同行させてもらうこととなった。




　打ち上げ会場の飲み屋に到とう着ちやくし、各自席に着く。

　当然、前回の打ち上げ同様、声優は声優で固まって監かん督とくなどの主要スタッフと近い席に座っており、俺の席からはとても遠かった。

「深瀬さんと遠い席になってしまって、残念ですねぇ～？」

「えぇっ!?　べ、別に……」

　俺がつい遠くに座る深瀬愛に視線を奪うばわれていると、隣に座るムラサキさんが耳元でそんなことをささやいてきたので、再びひやっとした。

　ムラサキさんに耳元でささやかれるだなんて普ふ段だんだったらご褒ほう美びでしかないけど、今回は内容が内容なだけに恐おそろしさの方が増す。

　しかも、まるで心を読まれたかのような絶ぜつ妙みようなタイミングだし……。

「それにしても、柏田さんがいつの間にかバイト先で、現役女子高生の声優さんといい感じになってらしたなんて……。もう、さすがとしか言いようがありませんよ～」

「な!?　いや、全然いい感じとかじゃありませんし!?」

「桃さんは、このことご存じなんですか？」

「いや、深くは話してませんが……話すほどのことでもないっていうか……」

「ふふーん♪」

「なんで嬉うれしそうなんですか!?」

「あら～、そんなに怯おびえなくても……桃さんには何も言いませんって～。酔よっぱらって口が滑すべらなければ……」

　赤ワインをいい飲みっぷりで飲み干しながら、上じよう機き嫌げんで言う彼女。

「ちょ、マジでやめてくださいよ!?」

　本気で焦あせって、思わず声を荒あららげる。

「あら、やっぱりそんなに慌てるほどの仲なんですかぁ？」

「そういうわけじゃないですけど、なんか変に誤解されたらやだし！　ムラサキさん酔っぱらってると本当に何しでかすか分かんないし！　本当に、変に誤解をうむようなことはやめて下……」

「はい柏田さん、卵焼き来ましたよー♪　あーん♪」

「むぐっ!?」

　酔っぱらいからあーんされて、セリフを途と中ちゆうで遮さえぎられた。

　思いっきりからかわれて弄もてあそばれているような気がするのだが、卵焼きを食べさせてもらえたことが思いの外ほか嬉しくてどうでも良くなってしまった、情けない俺である。

「……!?」

　そのとき、遠い席に座る深瀬愛と目が合った……ような気がしたが、俺の気のせいかもしれない。

　深瀬愛はすぐに俺から目をそらした。

「深瀬愛さん、今柏田さんのこと見てましたね」

「えっ!?　い、いや……気のせいじゃないですか!?」

　ムラサキさんが探たん偵ていでも気取っているかのような口調で言った。

　やっぱり今深瀬愛は、俺の方を!?

「これは、冗談でなく本当に要注意人物かも……。二人の間に間違いが起きないよう、桃さんの代わりにしっかりと見張ってなければ、ですね！」

　無む駄だにキリッとした表情で俺を見るムラサキさん。

「い、いや、だから、そんな心配一いつ切さい必要ないですから！」

「それにしても柏田君が、こんなにムラサキ先生と仲が良かったなんて、意外だったわー」

　そこで突とつ然ぜん、俺たちの会話が聞こえていたのかどうか分からないが、正面に座る蓮見さんが煙草たばこを吸いながら、にこにこして俺たちに声をかけた。

「はは、まあ……」

「プライベートで、って、柏田君業界人でもないのにどうやって知り合えたの？」

　蓮見さんって、煙草吸うんだよなあ。仕事中もたまに喫きつ煙えん所じよ行ってるみたいだし。

「えっとそれは、話すと長くなるんですが……」

　ムラサキさんと出会った経けい緯いを蓮見さんに説明する。

　それにしても、こんなに朗ほがらかな蓮見さん、仕事中は絶対に見られないよなあ。

　前回の飲み会のときも思ったが、どうやら酒が入ると穏おん和わな性格になるみたいだ。いつもこうならめちゃくちゃ仕事しやすいのに……と、思わずにはいられない。




　結局その日の打ち上げでは、深瀬愛と一言も話せずに終わり、少しがっかりしてしまった俺だった。
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　三日後。

「大体の流れはいいと思うよ！　あとは……ここの『鈴すず音ね』のセリフが『鈴音』っぽくないから、直した方がいいかな。それから……」

　俺と長は谷せ川がわは夏休み中だというのに大学の食堂までやってきて、漫まん研けんの映画の脚きやく本ほんの打ち合わせをしていた。なぜ大学の食堂かというと、お互たがい定期券があるから交通費がかからないし、場所を使うのにも金がかからないからである。

　長谷川はあれからまずは大体の脚本の案を岩いわ本もとさんに送り、ＯＫが出たところで脚本の執しつ筆ぴつに入り、漫研の集まりから約一週間でまずは二人のヒロインの脚本を書き上げた。

　実際にアニメであった感動的なシーンを、映画としてまとまるようにアレンジしたみたいだ。

　完成したので見てほしい、と俺に連れん絡らくをくれたので、俺は長谷川の脚本を見て、自分なりの意見を述べた。

「確かにそうね……書き直してみるわ」

　俺の意見に素す直なおに納なつ得とくしてくれた長谷川は、ノートにその旨むねをメモした。

　長谷川の脚本は、少し固いところもあるが、物語を考えるのが初めてという割によくできていた。

「なんか、俺みたいな素人の言うことだから、長谷川が本当に納得できるアドバイスだけ参考にしてもらえればいいんだけどさ」

「全すべて参考になったわ。恋こいヶが崎さきさんや佐さ倉くらさんが柏かしわ田だ君にアドバイスを求めた理由が、よく分かるわ」

　長谷川は感心したような様子で俺の顔を見た。長谷川のような優ゆう秀しゆうな人にそんな風に真まっ直すぐに褒ほめられると、嬉しいと同時に動どう揺ようしてしまう。

「それに、素人と言うけれど、半ばプロのようなものじゃない」

「え？」

「今、ライトノベルの編集者のアルバイトをしているのでしょう？」

「ああ、それはそうだけど……俺なんて雑用しかやってないよ。話作りに関かかわることなんて全然してないし。まあでも、ほんとたまに、俺のＯＪＴの編集さんが他の編集さんと作品について『こう直した方がいい』とか話し合ってるのを見てたりすることもあるから、少しは話作りの勉強になってるような気はするけど」

「そう。じゃあ、本当に柏田君にとって適職なのね」

「適職かどうかは分かんないけど、興味があることだから楽しいかな」

　それから、もう二人分のキャラクターのストーリーのプロットも考えたので見てほしいと言われ、そっちも見て、俺なりの意見を述べた。

　このストーリーを元に来週までに長谷川が脚本を書いてくるので、また出来上がったら見せてもらうということになった。

「あ、そういえばさ……」

　一通り脚本の打ち合わせが終わったところで、俺は前から気になっていたことを長谷川に聞こうと思った。サークルのみんながいるところでは、なかなか聞きにくいことだ。

「この間の夏祭り……なんで山やま本もとさんは来てなかったの？」

　俺の質問に、長谷川の表情が強こわばった。

　夏祭りで俺が山本さんについて長谷川に聞いたとき、長谷川は「外せない用があったみたい」と答えたが、そのときの様子がおかしかった。そのことが、俺はずっと気になっていた。

　今長谷川の表情が強ばったのを見るに、「何か様子がおかしい」と思った俺の勘かんは、当たっていたのかもしれない。

「……。あのとき私は、母の手前、急用があって来れなかった、と答えたのだけれど……実は今、兄さんと、その、ちょっと……喧けん嘩かのような状態になっていて」

「え、喧嘩!?」

　長谷川の言葉に思わず驚おどろく。

　長谷川と山本さんは、冷戦状態になっていた時期があるとはいえ、それだってお互いを思いやってのことだったわけだし、それ以降はとても仲なか睦むつまじい兄妹きようだいだった。

　俺は二人が仲直りしてからも長谷川から二人の様子を聞いてきたが、頻ひん繁ぱんに二人で食事に行ったり遊びに行ったりしているようで、別々に暮らしているとはいえ普ふ通つうの兄妹なんかよりずっと仲がいいように感じていた。

　当然、あれ以降喧嘩したなんて話も今まで聞いたことがなかった。俺から見たら二人とも落ち着いた大人、というタイプに見えるし、喧嘩をするところなんてまるで想像がつかない。

「珍めずらしいね。なんでまた？」

「…………」

　俺の問いかけに、長谷川は俯うつむいて無言で何かを考え出す。

「その、喧嘩の理由はちょっと、言えないのだけれど……」

　眉み間けんにしわを寄せてなんだか難しい表情で、長谷川は言う。

「あ、そうなの!?　何か他人には言えない、複雑な事情が……」

　とても気になるが、言えないというなら仕方がない。

「いえ、その……そういうわけではないのだけれど、私が個人的に言いたくないというか……」

「え!?　な、何それ……」

　珍しく変なことを言う長谷川に、思わず突っ込んだ。

　長谷川が個人的に言いたくない喧嘩の理由？　一体何なんだそれは。益ます々ます気になるんだが。

「とにかく、もうこの話はいいでしょう。今は漫研の脚本が最優先事じ項こうなのだから。もう時間がないのだし……」

　長谷川は半ば強制的にその会話を終わらせる。




　来週の打ち合わせ日を決めて、その日は解散になった。







　その日の夜。

　俺はどうしても長谷川と山本さんの間に何があったのか気になり、山本さんにラインした。

　山本さんは、就職が決まってすぐにカラオケでのバイトを辞やめた。その後もたまに長谷川と三人で会ったり、たまに連絡を取り合ったりもしていたが、ここ最近は暫しばらく連絡を取っていなかった。

『ご無ぶ沙さ汰たしてます。ちょっと聞きたいことがあるんですが……時間あるときに電話してもいいですか？』

『山本さん：おお、どうした？　今大だい丈じよう夫ぶだよ』

　山本さんはすぐに返信をくれたので、電話をかける。

「急にすみません」

「いやいや。久しぶりだね、柏田君。元気してた？」

「あ、はい」

「柏田君から電話なんて珍しいな。聞きたいことって何だ？」

「あ、はい……実は、長谷川のことで」

「……！」

「今、長谷川と山本さんが喧嘩してるって聞いたんですけど……長谷川が、どうしても喧嘩の理由を教えてくれなくて」

「ああ……そのことか。俺も困ってたんだ。喧嘩っていうか、翠みどりが一方的に怒おこってて、全然連絡を返してくれなくて」

「長谷川が、一方的に……？　山本さん、一体何したんですか？」

「ははは、いや、その……実は俺、今年の秋に結けつ婚こんすることになってね。柏田君にも、そのうち報告しようと思ってたんだが」

「えっ……えぇ!?　け、結婚ですか!?」

　山本さんの言葉に驚いて声が大きくなる。

　山本さんに彼女がいたことすら知らなかった。

「その、相手は……？」

「俺が働いてる職場の女性なんだ。つき合ってもうすぐ二年になる」

「そうなんですか！　いやあ、びっくりしました……おめでとうございます！」

「ありがとう。それで……俺、翠に彼女がいることも言ってなかったんだ。なんとなく言いづらくて」

「あ、そ、そうなんですか……」

　だが、山本さんが結婚することと、長谷川と喧嘩したことと、何か関係があるのだろうか？

「はっきりと理由は分からないんだが、どうやら翠は、俺が内ない緒しよにしてたことを怒ってるみたいなんだ。結婚するって報告した後から、すごく素っ気なくなって、連絡も返してくれなくなってね……」

「え、えぇ!?　彼女がいたことを内緒にしてたから怒る、って……」

　いまいち納なつ得とくがいかない。どうして内緒にされていたくらいで怒るんだ？

　あのいつも冷静で落ち着いている長谷川に限って、そんなことあるだろうか？

「俺も早く翠と仲直りがしたいんだが、何を怒ってるのか聞いても返してくれないし。会いに行っても『別に怒ってない』『忙いそがしいからあんまり話せない』って言われて」

　あの長谷川がそんな態度をとるなんて、本当に意外だった。

「柏田君……また君に頼たよることになって申し訳ないんだが、もしできたら、翠にそれとなく聞いてみてくれないか？　翠の本心を……」

「はい、俺もそうしてみるつもりでいました。来週会う予定があるので、そのときちょっと聞いてみます」

「ありがとう。本当に頼りにしてるよ」

　そこで山本さんとの電話を終えた。

　長谷川が山本さんに冷たくする理由は、本当に『彼女がいたことを内緒にしていて、いつの間にか結婚まで決めてしまったから』なのだろうか。

　そもそも長谷川は、本当に山本さんに怒っているのだろうか。

　怒っているとしたら、他に何か理由があるのだろうか。

　俺が聞いたところで答えてくれるかなんて分からないが、とにかく一度、来週脚きやく本ほんの打ち合わせで会うときにじっくり話を聞いてみようと思った。
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　編集部でのバイトや、家であかりとゲームをしたり、恋ヶ崎とスカイプしながらゲームをしたり、岩本さんと映画の編集をするための動画編集ソフトについて調べたりしているうちに、三日間が経過する。

　長谷川との打ち合わせの日がやってきた。

　前回と同じ大学の食堂で、長谷川が書いてきた残りの二人のキャラクター分の脚本を見て、また俺なりの感想や意見を述べた。

「ありがとう。とても参考になったわ。わざわざ来てもらってごめんなさい」

「いや、漫まん研けんの映画なんだから、俺ができることはなんでも協力するよ」

　凜りんとした表情で俺に礼を言う長谷川を見て、やはりいつも通りのしっかりした長谷川だな、と感じる。この長谷川がよく分からない理由で怒るようには、到とう底てい見えない。

「あ、あのさ、実は俺、長谷川と山本さんが喧嘩してる理由がどうしても気になって……この間、山本さんに電話しちゃったんだ。ごめん」

　どう切り出すか悩なやんだが、もうはっきり言うしかないと思った。

「えっ!?　に、兄さんに……!?」

　長谷川は俺の言葉に驚き、珍しく動どう揺ようしている様子だ。

「どうしてそんな、勝手なこと……私、知られたくないから、言えないって言ったのに……どうして……」

　長谷川が、珍しく俺に対しても怒いかりを露あらわにした。だがよく表情を見ると、怒っているというよりは、酷ひどく動揺しているという感じだ。

　そんなに俺に、喧嘩の理由を知られなくなかったのか……。

「ほ、ほんとにごめん……。その、それで、山本さんが結婚するって伝えてから、長谷川が冷たくなったって聞いたんだけど……」

「……っ！」

　俺の言葉に、長谷川が俺の顔を見た。

「だけど、その……長谷川が怒った理由っていうのが、まだよく分からなくて。俺もだけど、山本さんも……。内緒にしてたから、なんてことで、そんなに怒るかな？　って思ってさ」

「…………」

　長谷川は俺の言葉を聞くと、俯いて黙だまってしまった。

「あの、柏田君」

「え？」

　長谷川は気まずそうな表情で、ゆっくり顔を上げる。なぜか少し、顔が赤くなっていた。

「笑わないで、バカにしないで聞いてもらえるかしら……？」

「……？　う、うん！　勿もち論ろんだよ！」

　長谷川の質問に即そく答とうする。何を聞いたとしても、俺が長谷川を笑ったりバカにしたりすることなんてないと、強く思った。

「私……嫌いやなの。どうしても……。自分でも、子供っぽい我が儘ままだと、理解しているつもりだけど……」

「……え？」

　長谷川の言葉に、俺は一いつ瞬しゆん混乱する。

　長谷川は、今にも泣き出しそうな悲痛な表情で俺に訴うつたえた。

　嫌……？　それって、もしかして……。

「山本さんが結婚することが、嫌ってこと？」

　俺の質問に、長谷川は無言で頷うなずいた。

　ってことは、つまり……長谷川は、山本さんと彼女にヤキモチを!?　要は、彼女に山本さんが取られるみたいに思って、嫌ってことなのか!?

　普ふ段だんの長谷川の性格からはとても考えられなくて、俺は驚おどろきを隠かくせなくなる。

「バカだ、って思うでしょう？　子供だって……。自分でも思うわ。だけど、兄さんに結婚するって言われてから、兄さんの顔がうまく見れなくて……うまく話せなくて。怒っているつもりはないのに……」

　長谷川が辛つらそうに話す様子を見て、長谷川が話していることは噓うそ偽いつわりのない事実なのだと実感する。

「自分の感情が落ち着くまで、兄さんには会わない方がいいんじゃないかって思って……。会うと、どうしても冷たくしてしまうから」

「長谷川は、そんなに山本さんのこと……その、大事に思ってたんだね」

　確かに、普ふ通つうの兄妹きようだいよりは仲がいいなあとは思っていた。だけど、長谷川の山本さんに対する思いがこれほどまでとはさすがに思っていなかったので、驚いた。

　長谷川って……ブラコンだったんだなあ。

「長谷川の中で、山本さんが結婚することが、許せないの？」

「そういうわけじゃないわ……。兄さんが幸せになるのは、嬉うれしい……。私や両親のことで、長年悩み続けていた兄さんだからこそ、幸せになってほしいと思っているわ」

　気づけば、長谷川の目には涙なみだがたまっていたので、益ます々ます驚く。

「だけど……兄さんは私には内緒にしていたけれど、ずっと、兄さんには私よりも大事な女性がいて……兄さんにとって、一番大切で大好きなのはその女性で、もうこれからはどんどん、私のことなんかどうでも良くなるんじゃないか、って……。そう思うと、すごく寂さびしくて……この年にもなってこんなことで泣くなんて、本当にバカみたいだわ……」

「は、長谷川……」

　そう言って涙を流す長谷川を目の前にして……俺は。




　一瞬、抱だきしめたい、なんて気持ちになってしまったことに気づいた。




　その感情を、すぐに押し殺す。

　そんなことをしたら、全すべてが終わってしまう。俺は大事なものを失うことになる。

　代わりに、俺は長谷川の頭の上にポン、と自分の手のひらをのせた。

「……！　柏田君……」

「あ、ごめん、つい……。あのさ、俺なんかがこんなこと言える立場じゃないけど……山本さんは結婚したからって言って、長谷川のことどうでもよくなるなんてこと、絶対ないと思う。山本さんにとって、これからもずっと長谷川は大事な妹だってことに違ちがいないんじゃないかな」

　ありきたりな言葉だけど、言わずにはいられなかった。

　長谷川は俺の言葉に、涙目のまま俺の顔をじっと見つめている。

「だって、考えてみてよ。妹から冷たくされてるからって、心配して何度も連れん絡らくしてきたり会いに来たり、俺にも『翠の本心を聞いてみてくれ』なんて言うくらいだよ？　そんな人が、結婚したからって急に妹離ばなれできるはずないって！」

　そうだ。長谷川のブラコンっぷりも相当だが、山本さんのシスコンっぷりだって凄すさまじい。
















「……ふふ」

　長谷川は、俺の言葉に少し笑う。

「柏田君、優やさしいのね」

「え!?　いや、俺は別に……」

「ありがとう。なんだか久しぶりに人前で泣いて、本音を話したら、すごくすっきりしたわ」

　長谷川は涙を拭ぬぐった。もう、泣いてないみたいだ。

「そうよね……結けつ婚こんしたからって、何か大きく変わるわけじゃない。柏田君にそう言われたら、なんだか本当にそんな気がしてきたわ。急に取り乱したりしてしまってごめんなさい」

「いや、俺も長谷川の本音が聞けて嬉しかった。話してくれてありがとう」







　その日の夜、山本さんからラインがきた。

『山本さん：今日、翠から連絡があった！　今まで無視してごめんなさい、って……。柏田君、何か話してくれたの!?』

　ラインで説明するのも面めん倒どうだったので、俺はまた山本さんに電話をかけた。

　今日長谷川と話したことを、軽く説明する。

「えっ!?　う、噓うそだろ……？」

　俺の話を聞いて、山本さんは大層驚いている。

「あの翠が、俺が結婚することが嫌だ……と？　それで今まで機き嫌げんを損そこねていた、と……!?」

「はい、そう言ってました」

「翠ぃ～～～っ！」

　電話越ごしに山本さんが突とつ然ぜん叫さけびだしたので、ぎょっとする。

「あの、いつもクールな翠が……ああ、信じられないよ！」

　長谷川、山本さんに対してもいつも通りのクールな感じなんだな。まあ、「お兄ちゃん大好き～！」みたいな態度を取ってる長谷川なんて想像できないもんな。

「ちょっと今から翠に電話……いや！　翠に会いに行くから、電話切っていいかな？」

「あ、は、はい……勿論どうぞ」

　やっぱり、長谷川のブラコンっぷりよりも山本さんのシスコンっぷりの方が何倍も凄まじいなと、改めて実感する。

「翠の本心を聞き出してくれて本当にありがとう、柏田君！　君にだったら唯ゆい一いつ、翠を嫁よめにやっても許せる気がするんだが、全く残念だよ」

「……！」

　山本さんは俺に彼女がいることを知っている。

　そこで、これから長谷川に会いに行くという山本さんとの電話を終えた。







　翌日長谷川から、昨日俺に言われた通りに直したという脚きやく本ほんがパソコンのメールに添てん付ぷされて送られてきた。これで、四人のヒロイン全員分の脚本が完成した。

　そのメールの文末には、脚本と関係ない文章もあった。




『無事、兄と仲直りできました。本当にありがとう。私は一体何度、柏田君に助けられるのでしょう。私が泣いたこと……他の人には言わないで下さい。』




　俺は長谷川からのメールを、様々な思いを巡めぐらせながら、暫しばらくの間見つめていた。







　　　７







　数日後、秋あき葉は原ばらの某ぼうファミレスにて。

「えー、無事脚本も完成し、出演者も決まったところで、時間もないので早急に撮さつ影えいに入りたいと思う」

　岩いわ本もとさんの言葉に、「おぉ～！」「いよいよっすねー！」とみんなが反応する。

　無事撮影までの準備が大体終わった俺たち漫まん研けんは、ついに撮影のための打ち合わせを始めようとしていた。

　あれから、長は谷せ川がわの脚本を見て、カメラマンの近こん藤どうさんが軽く絵コンテを描かき起こしたようで、それを基もとに撮影することになるようだ。

　カメラマン組は無事撮影のための機材を買い終えたらしく（どうしても部費が少ないので、本格的な機材ではなく手て頃ごろな値段のものにしたようだ）、衣い装しよう組の佐さ倉くらさんと小豆あずきちゃんも連絡を取り合って、無事衣装やウィッグを準備できたらしい。

「撮影地は、この間の打ち合わせで上がった『夏なつ色いろ彼かの女じよ。』の聖地である千葉の海にすることにした。調べたら、『遊泳注意』とされてる区域だったら人も少なくて撮影できそうだ。泳ぐのはダメだが、腰こしまで入るくらいだったら大だい丈じよう夫ぶらしい。問い合わせて、撮影許可ももらうことができた」

「おぉ～っ、さすが岩本さん！」

　メンバーたちから歓かん声せいが上がる。岩本さん、もうそこまで調べてくれてるなんてすごいな。思わず俺も感心してしまう。

「長谷川の作ってくれた脚本を見るに、一人のキャラにつき長くて五分。四人で合計二十分弱のオムニバス映画になる。日帰りでもいいが、もし人がいたりして撮影できないことを考えたら、できれば一いつ泊ぱく二日の泊とまりがけの方がいいとは思うんだが……」

　みんな一泊二日で異論なしだったので、日取りを決めて、その場でみんなで宿を探し、民宿を予約した。




　　　　＊




「へぇ～。じゃあロケ地も宿も決まったんだー。海で撮影合宿とかめっちゃ楽しそーじゃん！」

　その日の夜。

　俺はいつも通り、恋こいヶが崎さきとスカイプで通話しながら、例のオンラインゲーム『スプラドゥーン』で遊んでいた。

　小豆ちゃんちでやった後、恋ヶ崎はすっかり『スプラドゥーン』にハマってしまった。

　恋ヶ崎もＷｅｅＵとゲームソフトを北海道で買い、あかりがいないときは二人で、いるときはあかりも交えて三人でよくゲームをしていた。

　ちなみに今日はあかりが友達の家に遊びに行っているため、二人でゲームをしている。

「ほんと、あたしも東京にいたら参加したかったくらい……」

　恋ヶ崎が撮影に参加してくれたら……想像しただけで、めちゃくちゃ楽しいだろうな、と思う。

　恋ヶ崎のビジュアルだったら絶対にスクリーン映ばえするだろうし。

　あ、でも、恋ヶ崎がヒロイン役で出演したら、川北さんとのイチャイチャシーンを演じることになるのか。それは嫌いやだ。

「お前の方は、どうなんだ？　最近」

「あたしは……前に途と中ちゆうで書くのやめちゃってた小説、また書き始めたとこ」

「あ、そうなのか!?」

「うん。あんたに負けてらんないしね」

　そっか……恋ヶ崎も、あの日の宣言通り頑がん張ばってるんだな。俺の方こそ、負けていられない、と改めて思う。

「じゃあ、俺はバイトと撮影合宿、お前は小説……頑張ろうな。それが終わったら、また会えるんだし」

「……！　うん！」

　そうだ。来月には、バイト代も入って、恋ヶ崎に会えるんだ。

　そのことを励はげみに、今はこれからある撮影合宿を頑張ろう。

　……と言っても、考えてみたら、動画編集作業担当の俺は、特にこれといって撮影中何か仕事を任されているわけではないが……撮影中は手が空いている人がレフ板持ちなどを担当しようということになっているので、そういう仕事をすることになるのだろう。

　あとは撮影中どうやって編集するか考えたり、みんな……特に漫研部員ではないのに出演を快かい諾だくしてくれた小豆ちゃんやムラサキさんのフォローをしないとな。




　　　　＊




　そして、翌週の九月二週目。

　ついに撮影合宿が始まった。

　ほぼ始発に近い時間帯に、上うえ野の駅で集合になっていた。

　上野駅から、岩本さんと川かわ北きたさんがレンタカーで運転してくれるということになっている。

「おはようございます！」

「今日はよろしくお願いしますね♪」

　小豆ちゃんとムラサキさんが上野駅に現れると、部員からおぉ～っ、なんて謎なぞの歓声が上がった。

「二人とも、今日は本当にありがとうございます！」

　俺は二人に近寄って、改めて礼を言う。

「全然だよ～！　むしろ、すっごく楽しみだったんだー！」

「みなさんの青春の輝かがやかしい一ページに参加させて頂けるなんて、光栄です♪」

「打ち合わせ、全然参加できてなくて悪いわね」

　夏コミの打ち上げ以来姿を見ていなかった二に階かい堂どうさんもやってくる。

「姉あね御ご、就活で忙いそがしい中悪いっすね～。ちなみにその後、どっか内定は……」

「もらえてないわよ！」

　岩本さんの質問に、二階堂さんはキレ気味に答えた。まだ就職決まってないのか……本当に来てもらって大丈夫だったのだろうか。

「んじゃ、みんな集まったか～？　遅ち刻こくした奴やつは自腹で千葉の海まで来いって事前に言ってあったから、本当に遅刻者は置いていくからな～！」

「大丈夫でーす、みんな揃そろってます」

　岩本さんの問いかけに、近藤さんが返事をした。




　駅を出て、既すでに手続きを終えて路上駐ちゆう車しやしている二台のレンタカーの前に集まる。

　岩本さんの運転する岩本号には、俺、ムラサキさん、小豆ちゃん、長谷川。

　川北さんの運転する川北号には、佐倉さん、二階堂さん、林はやし田ださん、近藤さん、佐さ藤とうさんという組み合わせで乗るように、と指示された。

　岩本さんが考えたようで、小豆ちゃんやムラサキさんといった俺の知り合いは俺と一いつ緒しよの車にしたり、あとは運転できる者をそれぞれの車に平等に乗せた結果こうなったらしい。個人的には、岩本さん、ナイスグループ分けである。




　一応運うん転てん免めん許きよを持っている俺は、岩本さんの隣となりの助手席へと座ることになった。それぞれ車に乗り込み、岩本号を先頭に出発する。

「柏かしわ田だにはいつ運転代わってもらおっかな～」

「え!?　あ、そのことなんすけど……すみません、やっぱ俺、無理っす！　あれから一度も運転してないし、こんな長ちよう距きよ離り、大人数乗せた車を運転するなんて！」

　早々に断っておいた方がいいと思い、岩本さんに正直に告げた。

「えー？　またまた、遠えん慮りよすることないんだぞ～？　俺途中で眠ねむくなるかもしれんし……」

「いや、マジで勘かん弁べんしてください！　ちゃんとカーナビ見て案内しますし、岩本さんが眠くならないよう全力で騒さわぎますから!!」

　必死で訴うつたえる情けない俺。

「あ、それでしたら、途中で私運転代わりましょうか？　普ふ段だんからよく運転してるので……」

　そこで、後部座席に乗るムラサキさんが大変ありがたい申し出をしてくれた。

　そういえばムラサキさん、運転できるんだよな。免許合宿のとき車で俺らを迎むかえに来てくれたことを思い出す。ああ、助かった！

「おお、柏田と違ちがって頼たのもしいっすね。ありがとうございます。じゃあ、いざとなったらお願いします。まあ、ぶっちゃけ柏田をからかいたくて言ってただけなんで、多分大丈夫だとは思いますけど」

「あら、そうだったんですか♪」

「え!?　ちょっと岩本さん、なんすかそれ!?」

　本気で運転代わられるんじゃないかと思って冷や冷やしてたっつーのに、からかってただけなのかよ!?

「な、なんか……こういう先せん輩ぱい後輩の仲って、すごくいいですねっ♡」

「え……!?」

　そこで突とつ然ぜん、同じく後部座席に乗る小豆ちゃんがそんなことを言ってきた。

「小豆さん、どうしてあなたはすぐそうやって……」

「え!?　や、やだな～翠みどりちゃん！　今の発言に特に深い意味なんてないよっ!?」

　長谷川の突つっ込こみに、心底同感した。




　そんなこんなで、途中のパーキングで朝食兼けん昼食を取りつつ、車で走り続けること約三時間。

　二台とも、無事千葉県の某ぼう海岸へとたどり着いた。

　まだ宿にチェックインできる時間ではないので、車の中に必要のない荷物は置いていき、撮さつ影えいに必要な機材、衣い装しようやメイク道具、小道具や台本、貴重品を各自持って、車を駐車場に停め、車を出る。

「まずは、撮影できる人ひと気けのない場所、それから着き替がえる場所を探さないとな～」

　男連中で重い荷物を手分けして持ち、駐車場から歩いて人気のない海岸を探す。岩本さんが言っていた通り、遊泳注意の区域だからなのか、人は少なかった。

　少し歩いたところで人がほとんどいない海岸を発見した。そこで撮影しようということになる。

　岩本さんが事前に、撮影の許可とトイレで着替える許可をもらっているので、女の子たちには近くにあった女子トイレに着替えに行ってもらう。長谷川も、自身は着替えないが手伝いのために一緒にトイレへ向かった。

　また、川北さんも着替えのために男子トイレへ向かう。彼のコスプレも、小豆ちゃんが仕上げてくれるようだ。

　その間に残りのメンバーで三さん脚きやくや照明など、撮影の準備を始める。

「お～っ、結構本格的っすね！」

「いやあ、全然そうでもねえよ。本格的に映画撮とろうと思ったらとんでもねえ金がかかるらしいから、なるべく安くそれっぽい映像が撮れるって機材を店員に相談しながら買ったんだよ」

　カメラマン担当の近藤さんが俺に言う。なんか本格的に映画撮る、って雰ふん囲い気きになってきて、めちゃくちゃわくわくしてきた！

　やがて女子たちが着替えを終えて戻もどってきた。

「お待たせしました～！」

「おぉ～っ！」

「すげえ！　素す晴ばらしい！」

　その姿を見て、男性陣じんから歓かん声せいが上がった。俺も、思わず見とれてしまう。

　みんな元々のビジュアルもいい上に、凄すご腕うでコスプレイヤーの小豆ちゃんの手により、本当にゲームから飛び出してきたかのようなクオリティのコスプレになっていた。

　この姿を見ただけで、いい映画ができるんじゃないか、って気がしてくる。

「よし、じゃあ時間もないし早さつ速そく撮影に入ろう。まずは、佐倉さんの演じる碧あお海み鈴すず音ねの話から、ってことで良かったよな？」

　岩本さんの指示で、佐倉さんと川北さんがそれぞれ撮影する配置についた。

「二人とも、準備はＯＫか？」

「「はい！」」

「カメラの準備も、オッケーっす！」

「じゃ……スタート！」

　監かん督とくである岩本さんのかけ声で、撮影がスタートした。

　うおお、本格的に映画撮影って感じになってきた！　俺が出るわけでも撮影するわけでもないのに、ドキドキしてくる。




「懐なつかしいね……ここ。前にも二人で遊びに来たよね」




　今回映画にするシーンは、原作のゲームでもある海でのデートシーン。キャラによって、ヒロインが告白するシーンだったり、付き合った後のラブラブなシーンだったりと、様々だ。

　佐倉さん演じる鈴音のシーンは、鈴音が主人公に告白して、主人公がＯＫするという、王道的なシーン。

　佐倉さんの演技は、未経験者とは思えないほど上う手まかった。相当練習したのかもしれない。

「…………」

「……？」

　しかし、次の主人公のセリフが、川北さんからなかなか出てこない。自分で間をとっているのか？　とも一いつ瞬しゆん思ったが、それにしては長い。

「カーット！　おい川北、どうした!?」

　痺しびれを切らした監督の岩本さんが、カチンコを鳴らして撮影を一いつ旦たん止めた。

「す、すみません……」

　気づけば、川北さんの顔は真っ青になっている。

「どうした？　体調でも悪……」

「俺……実は、その……すっげえあがり症しようなんです……」

「!?」

　まさかの川北さんの発言に、みんな驚おどろきと動どう揺ようで言葉を失う。

「さすがにもう克こく服ふくできたと思ってたんすけど、こうして大勢の前で演技するってなると、過去に人前で大おお恥はじかいたトラウマが蘇よみがえって……」

　頭を抱かかえて言う川北さんを見て、一体どんな大恥かいたんだよ!?　というか、じゃあなんで主演男優やるなんて自分から言い出したんだよ!?　という二つの突っ込みが喉のどまで出で掛かかったが、川北さんが本当に辛つらそうにしているため、何も言えない。

「あがり症～？　じゃ、なんで主人公役なんかに立候補したんだよ？」

　俺が言いたかったことを岩本さんが代弁してくれた。

「もう克服できたと思ってたんすよ……サークルでみんなの前で話すくらいは余よ裕ゆうになってきたし、これは本格的に克服するいいチャンスなんじゃないか、って思って……」

「あ、でも、高校の頃ころ演劇部だって言ってませんでした？」

　もう一つ突っ込むことを思い出して、今度は口に出した。

「ああ……人前で大恥かいたのは、演劇部で、なんだ……。それ以降は裏方に回るようになって……」

　尻しりすぼみに声が小さくなっていく川北さん。

　いつもノリが軽くてコミュ力がある印象の川北さんが、こんなにテンションが低いの初めて見たぞ……。一体どんな恐おそろしいトラウマなんだよ……。

「で、でも……！　今回ばっちり練習もしたし、セリフも完かん璧ぺきに頭に入ってるし……ちゃんとできるはずなんです！　すみません、もう一度やらせて下さい！」

　川北さんが必死に訴え、もう一度最初から撮影をやり直すことになる。

「よーい、スタート！」

「懐かしいね……ここ。前にも二人で遊びに来たよね」

「…………」

　またもや、間が長い。

「あ、ああ……勿もち論ろん……覚えてるよ……」

「カーット！」

　岩本さんの声で再び撮影が中断する。

「川北、声小さすぎっ！　予算の都合上マイクとかないんだから、そんなんじゃ全然カメラに声入らねえよ！」

「す……すみません……ほんとにすみません……！」

　川北さんはその場で岩本さんや、佐倉さん……というかおそらくその場にいる全員に土ど下げ座ざした。土下座、って……いくらなんでも、そこまでする必要ないと思うが……。

「やっぱり俺、無理かも……」

　それから頭を上げて死にそうな顔でそう言った川北さんが、なぜか俺の方を見ていた。川北さんはそのままこちらに向かって歩いてきたかと思うと……。

「無理して安やす請うけ合いなんかしないで、最初から……お前に任せるべきだったんだ、柏田！」

　もはや泣きそうになりながら、俺の肩かたをがしっと摑つかんだ。

「えっ……えぇっ!?」

「頼む、代わってくれ！」

　川北さんの目がマジで、俺はびびる。

「そうだな……柏田は身長も体型も主人公に適役だしな。時間もないし、川北でいちいち中断しながら撮影するより、ちゃっちゃと柏田に代わった方がいいかもな」

「なっ……!?　マ、マジすか!?」

　岩本さんまでもがそんなことを言い出したので、俺は驚いて声を荒あららげた。

「いいじゃんいいじゃん！　柏田君ならきっとできるよ！」

　佐倉さんまでなぜか嬉うれしそうに言う。

「でも俺、セリフ覚えてな……」

「ヒロインが話すシーンが多いから、主人公のセリフは一人のヒロインの撮影ごとに五個から多くても十個くらいだ。それも、短い。分けて撮るだろうし、すぐ覚えられる」

　川北さんが、俺に向かってグッと親指を立てる。

　それならあんたがやってくれよぉ!?　という言葉が喉まで出かかった。

　気づけば、その場にいる全員の視線が、もう川北さんではなく俺に集まっていた。

　なんだよこのプレッシャー……。

　くそ、俺がやらなきゃ撮影始まらないじゃねえか！

「あ～～分かったよ、分かりましたよ！　でも俺だって演技ほぼ未経験だから、どうなっても知らないっすよ!?」

　ヤケクソ気味に言うと、なぜか歓声と拍はく手しゆがわき起こった。




　撮影場所から少し離はなれたところで、小豆ちゃんにウィッグのセットとメイクをしてもらいながら、俺は必死で台本を覚えた。

「実はわたしはね、最初から柏田君の方が主人公の役には似合いそうだなって思ってたんだよね～！」

　小豆ちゃんがみんなには聞こえないような小声でそんなことを言うので、嬉しいやら恥はずかしいやらだ。




「柏田、準備できたかー？　撮影再開して大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、はい……」

　とりあえず、最初のシーンのセリフはなんとか覚えた。

　位置について、みんなの視線を感じると、心臓の高鳴りがどんどん激しくなっていく。川北さんの気持ちも、分からないでもない。セリフなんて緊きん張ちようで全すべて飛んでしまいそうだ。

「じゃ、始めるぞ？　よーい……スタート！」

「懐かしいね……ここ。前にも二人で遊びに来たよね」

　平然と演技をする佐倉さんを、心底尊敬する。

「あ、ああ……勿論、覚えてるよ」

　なるべく自然に言おうと心がけたが、どうしてもセリフっぽくなってしまった。高一のときも思ったが、やっぱり俺に演技の才能はない。

「私ね、今日はどうしても……夏なつ野の君に言いたかったことがあるの」

　佐倉さんはセリフを言うと、岩場の上を少しずつ移動して、俺の方へ近付いてくる。近付いてくる、なんて、台本にあったっけ？

　次の瞬間。

「好きなの。ずっとずっと、あなたのことが好きだったの……。あなたがいつの間にか、私の中で信じられないくらい大きな存在になっていて……。こんな気持ち初めてで……」

「!?」

　佐倉さんは、告白のセリフを述べながら、なんと、俺に抱だきついてきた。

　俺はびっくりして全身硬こう直ちよくしてしまう。

　台本にはなかったので、佐倉さんのアドリブの演技ということか……。

　佐倉さんの腕うでが俺の背中に回され、体が密着して、彼女の胸が俺の腹あたりに押しつけられて……もう俺の心臓はうるさいくらいに高鳴っている。

　ああ、佐倉さんの胸、なんて柔やわらかい──。

「カーット！　柏田、セリフはどうしたぁ!?」

「え、あ……す、すみません！」

　まずい、俺のセリフの番だったか！　もはやそれどころではなく、完全にぼーっとしていた。

「えへっ、ごめんね？　びっくりさせちゃって。でも、こっちの方がいいシーンになるかな、って思って♪」

　佐倉さんが無む邪じや気きに笑って言う。全く、本当にびっくりした……。

「あっ！」

　そこで強い風が吹ふき、佐倉さんがかぶっていた帽ぼう子しが飛ばされてしまう。

「ああーっ、衣装の帽子が！」

　佐倉さんが足を踏ふみ出して帽子へと手を伸のばし、なんとかつかまえることに成功した……のだが。

「あ、危ない！」

　そこで彼女は体のバランスを崩くずしてしまう。俺は彼女の方へと手を伸ばすが、今一歩届かず……。

「ひゃあっ！」

　佐倉さんは、自分が乗っていた岩場から落ちた。といってもすぐ下に少し低い岩場があり、そこに尻しり餅もちをついたようだ。

「佐倉さん、大丈夫!?」

　俺はすぐに駆かけ寄り、佐倉さんに手を伸ばした。

「大丈夫か!?」

　他のメンバーも佐倉さんに駆け寄る。

「うん、全然平気──」

　佐倉さんは笑え顔がおで俺の手を摑むと、そのまま立ち上がった、のだが。

「……痛っ」

「え!?」

　彼女が声を上げて右足を見下ろしたので、俺も彼女の右足に目をやる。

　足首のあたりが、少し腫はれているように見えた。

「やば、捻ひねったかも……」

「えぇ!?」

　な、なんてことだ……！

　俺がちゃんと彼女の手を摑まえられていれば、こんなことにはならなかったのに……と、後こう悔かいの念が押し寄せる。

「あ、でも、そんなに痛くないし、これくらいだったら撮さつ影えい続行できると思……」

「いや、だめだ！　明らかに捻ねん挫ざしてるだろう。いや、もしかしたらそれ以上大きな怪け我がをしてる可能性だってある。とりあえず、すぐに病院に行かないと」

「えぇ!?　で、でも……」

　岩本さんが、強く言い切った。佐倉さんはショックを受けている。怪我をしているのに、このまま撮影をするつもりでいたのだろう。とても気の毒だが……。

「俺も、病院に行った方がいいと思う。万が一骨折とかしてたら大変だし」

　俺の言葉に、佐倉さんはしゅんとしつつも、「分かった……」と、納なつ得とくしてくれた。

「俺が近くの病院調べて車出しますよ。岩本さんは撮影の続きがあるし」

　そう言う川北さんは、さっきとは比べものにならないくらい頼たのもしく見えた。

「みなさん……ご迷めい惑わくをおかけして本当にごめんなさい」

　佐倉さんは女の子の手を借りて女子トイレで私服に着き替がえ、そのまま川北さんの運転する車で病院へと向かった。

「佐倉ちゃんのことは心配だが……この後の撮影のことも考えないとな」

　車を見送った後、岩本さんがため息をつきながら言う。

　このあとの撮影……？　そうか、確かに！

　佐倉さんが病院に行ってしまった今、メインヒロインのシーンは一体どうすればいいんだ？

　病院から戻もどってきたとしたって、足を怪我している佐倉さんに演技をさせることなんてできない。

「鈴音はメインヒロインだから、鈴音のエピソードを削けずるなんてことは、なるべくしたくないよな」

「そうっすね！」

　みんなが岩本さんのセリフに同調した。

「他に、鈴音役ができそうな人物といえば……」

　岩本さんのセリフに、みんなの視線が一いつ斉せいにある人物へと集まった。

　そうだ、この中で代役ができるとしたら……。

「え!?　わ、私ですか……？」

　みんなからの視線に気づいた長谷川は、戸と惑まどった様子で声を上げる。

「翠ちゃんなら、鈴音の役似合うと思う！　衣装のサイズも合うはずだし！」

　小豆ちゃんも、目を輝かがやかせて言う。

「えっと、その……私でいいなら、構いませんが……。セリフは全すべて頭に入っているので」

　俺と違ちがって、長谷川は戸惑いながらもすんなりと状じよう況きようを受け入れて承しよう諾だくした。自分で執しつ筆ぴつしたとはいえ、セリフを全て覚えているだなんて……もうさすがとしか言いようがない。

「おお～っ！」

「さすが長谷川さん！」

　長谷川の言葉に、俺のとき以上に周りから歓かん声せいが上がった。

　なんてことだ、すごいことになった……。

　主人公の役が、川北さんから俺に代わって、ヒロインの役が、佐倉さんから長谷川に代わるだなんて……そんな展開、誰だれが想像できただろう。

　それから小豆ちゃんの手により、長谷川は女子トイレでヒロインの衣装、ヘアメイクへとチェンジする。

　もう時間がないので、その間にできる撮影を先にしようと岩本さんが言った。

「そうだな、じゃあ……撫なでし子こ先せん輩ぱいのシーンを先に撮とるか」

「……！」

　撫子先輩は、ムラサキさんが演じるキャラだ。

「分かりました」

　完かん璧ぺきに撫子先輩に変身したムラサキさんが前に出た。

『浜はま砂すな撫子』先輩は俺が個人的に好きなキャラなので、まるで本物みたいな二・五次元の撫子先輩を前にテンションが高まってしまう。ムラサキさん、似合いすぎだ……。

「柏田さん、お手て柔やわらかにお願いしますね♪」

「えっ!?　こ、こちらこそ！」

　撫子先輩とのエピソードは、もうゲームで付き合った後に実際あるイベントで、主人公と二人で手を繫つないで海辺を散歩していると、撫子先輩が転んで濡ぬれてしまい、そのまま二人で水かけっこをして二人ともずぶ濡れになり、最後に先輩が主人公に何気ない一言で自分の気持ちを伝える、というシーンだ。

　俺は原作のゲームでプレイ済みで、撫子先輩が好きな俺にとっては大好きなイベントである。

　まさかそのシーンを、ムラサキさんと共に演じることができるなんて……！

　代役をやることになって、最初はなんてついてないんだ、と思っていたが、今はむしろ川北さんに感謝したいくらいの気持ちだ。

　このエピソードの撮影場所として、岩場から砂すな浜はまへと移動する。

「よし、それじゃあ早さつ速そく撮影に入るぞ！　二人とも、手を繫つないでくれ」

「……！　は、はい……」

　そうか、当然だけど、原作通り手を繫がないといけないんだよな……。

　一いつ瞬しゆん、恋ヶ崎の顔が頭に浮うかぶ。恋ヶ崎が、この映画を観たら……。

　いや、あいつならきっと事情を話せば分かってくれるはずだ。

「柏田さん……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ムラサキさんが、心配そうに俺の顔をのぞき込む。

「え!?　勿もち論ろん！」

　俺が恋ヶ崎のことを心配してるの、ムラサキさん勘かんづいたかもしれないな……。

　緊きん張ちようしつつも俺が手を差し出すと、ムラサキさんはそっとその手を握にぎった。

　ああ、ムラサキさんと初めて手を繫いでしまった！　それだけで、もう俺の心臓は壊こわれそうだ。こんなんで、これからちゃんと演技なんてできるのか？

「はい、スタート！」

　岩本さんのかけ声で、俺たちは波打ち際ぎわを歩き出す。

「二人で海に来たのって初めてね」

　ムラサキさんも、演技初めての割になんか上う手まいなあ……。やっぱり、練習とかしてくれたのだろうか。

「そ、そうだね。せっかくだから、泳いでも良かったのに」

「だめよ。水着になるなんて恥はずかしいもの」

　そんな会話をしながら、ゆっくりと砂浜の上を歩く。次は、撫子先輩が転ぶシーンだ。

　ムラサキさんは「あっ」と小さく呟つぶやいてから、そのままその場に倒たおれ込む。

「……っ!?」

　そこで、俺たちは手を繫いだままだったことに気がついた。ムラサキさんに引っ張られて、俺まで一いつ緒しよにバランスを崩す。台本では、撫子先輩だけが転ぶシーンだったのに……。

「きゃっ……」

　バシャッと水の音を立てて、ムラサキさんと俺は波打ち際に倒れ込んだ。

　それも……先に倒れたムラサキさんを、俺が押し倒すような形で……。

　自分の体のすぐ下にムラサキさんの体があって、思わず顔が熱くなってくる。ムラサキさんの白いワンピースは、半分ほど水に浸ひたっていた。布が濡れて、下に着ているものが透すけている。一瞬下着が透けているのかと思ってドキッとしたが、よく見ると、濡れるシーンなので服の下に水着を着ているみたいだ。

　ムラサキさんの方も、頰ほおを赤くして俺の顔を見つめていた。

　これは、演技か？　それとも──。

　っていうか岩本さん、なんでカメラ止めないんだよ!?　台本と違う展開になってしまったっていうのに。まさか、このまま続けろってこと？

「ご、ごめん……」

　思わず、俺は謝ってすぐに立ち上がり、ムラサキさんの手を摑つかんで彼女の体も起こした。

「ふふっ……」

　ムラサキさんは少し笑って、俺に水をかける。これは、台本通り。このまま、演技を続けようとしているのか？

「や、やったな！」

　仕方なく俺も、台本通り演技を続ける。

　それから少しの間、二人で水を掛かけ合う。ムラサキさんの服が素す肌はだや下の水着にぴったりと張りついて、いくら水着とはいえ、俺の目には刺し激げきが強すぎる。

　ムラサキさんはそこで水をかけるのをやめ、真まっ直すぐに俺を見つめた。




「こうして、ずっとあなたのこと……独り占じめできたらいいのに」




「……っ！」

　演技だと分かってはいるのに、体の奥から熱くなってくる。

　俺はこのシーンを演じる前、大好きな撫子先輩とのエピソードを自分が演じられるなんて、と感動した。

　だけど今俺は……撫子先輩にそれを言われたことじゃなくて、ムラサキさんにそのセリフを言われたということに、心臓が壊れそうなくらいドキドキしていた。

　これは撫子先輩のセリフなんだ。ムラサキさんがそんなこと、思っているはずがない。

「なーんて、ね。大おお空ぞら君がモテる人だってこと、十分理解してるから大丈夫よ。その中でもこうして私と一緒にいてくれることが、どんなに幸せか……」

「……はい、カーット！　いいねいいね！　二人とも自然でバッチリだ！」

「……！　あ、は、はあ……」

　岩本さんの声に、ハッとする。

「少しは、撫子先輩っぽくできたでしょうか？」

　ムラサキさんが、薄うすく微笑ほほえんで俺に尋たずねた。

「え!?　そりゃあ勿論、本物かと見とれるくらい激似でしたよっ！」

「ふふ、それは良かったです♪」

　俺の言葉に、ムラサキさんはにこっと笑って、俺より先にみんなのいる方へと戻っていった。




「えーっとじゃあ次は、長谷川さんの前に桜さくら井いさんの撮さつ影えいを行おうか。長谷川さんも、心の準備とか演技の練習とかあるだろうしな」

　俺のときは一いつ切さいそんな気き遣づかいしてくれなかったくせに……と、内心岩本さんを恨うらむ。

「じゃー柏田君、宜よろしくね！　わたし、演技の経験とかないから足引っ張っちゃうかもしれないけど」

「いや、それは俺の方だから大丈夫」

　岩本さんの指示通り、小豆ちゃんの演じる『渚なぎさみらい』との撮影のシーンに入る。

　小豆ちゃん扮ふんする『渚みらい』も、本物のようにクオリティが高かった。『渚みらい』は、明るく元気で童顔なのにスタイルは抜ばつ群ぐん、って設定だから、尚なお更さらぴったりだ。

　幼なじみの『渚みらい』とのシーンは、付き合った後の二人が砂の城を作りながら、昔の思い出話をする、というシーンだ。このシーンも、原作のゲームにある。

「うーんと、こんな感じかなあ」

　撮影の前に、ある程度砂の城を作る。

「なんか、砂の城、って感じにはとても見えないね……」

　小豆ちゃんの作った砂の城……というか砂の山を見て、思わず突つっ込こんだ。

「えぇ～!?　柏田君、ひど！　仕方ないじゃん、アニメに出てくるみたいな砂の城なんて絶対作れないもん！」

　小豆ちゃんがムキになるのを見て、思わず笑いがこみ上げてきた。

「ほら二人とも～、撮影の前に既すでにイチャついてないで、もう撮影始めていいかー？」

「なっ……!?　全然イチャついてなんかいません！」

　小豆ちゃんが大きく戸惑いながら岩本さんの言葉を否定した。そんなはっきり言わなくても……。

「じゃ、よーい、スタート！」

「懐なつかしいな～。小さい頃ころ、よく二人で公園の砂場でこうやって遊んだよね」

　小豆ちゃん、演技初めてとか言ってた割に、普ふ通つうに上手いぞ。

　っていうか女子みんな、俺の何倍もうまいんだが……。

「そうだな。みらいはすぐに飽あきて、泥どろ団子作り始めてたけどな」

「も～！　そんなこともう忘れていいって！」

　そこで小豆ちゃんは、視線を砂の城から俺に向けた。

「大ちゃん……あのときから、わたしだって変わったんだよ？」

　真しん剣けんな眼まな差ざしに、思わずどきっとする。

「みらい……」

「もう、あんな風にすぐ泣かなくなったよ。泣いてばっかりじゃ、大ちゃんに呆あきれられちゃうもんね」

　小豆ちゃんは、切なげな笑えみを浮うかべて俺に言う。

　これはキャラのセリフなんだ、そう分かっていても、今の言葉にどうしても昔のことを思い出してしまう。

　付き合っていた頃、泣いてばかりだった小豆ちゃん。別れるときも、俺は彼女を泣かせてしまった。

「だから、今のわたしを見て？　あのときよりずっと、大人になったんだよ？」

　俺の目を見つめる小豆ちゃんに、演技うますぎだろ、なんて思う。

　だって今俺は、みらいではなく、小豆ちゃん本人にそのセリフを言われているような錯さつ覚かくに陥おちいってしまっているのだ。

　そんなはずない。今でも小豆ちゃんが俺のこと好きだなんて、そんなはずは……。

　もう俺たちは、砂の城を作る手なんて完全に止まってしまい、互たがいに見つめ合っていた。

　こんなに近くで見つめ合ったこと、別れてからは当然一度もない。不覚にも、胸の鼓こ動どうがどんどん速まっていくのが分かる。

　小豆ちゃんの切なげな表情を前に、その瞳ひとみに吸い込まれてしまいそうだった。

　やべ、セリフ言わないと！

「みらい……？　どうしたんだよ、突とつ然ぜん」

「大ちゃんと一緒にいられて、すっごく楽しいけど……時々不安になる。大ちゃんは、わたしのこと好きなのかなって。大ちゃんのことが好きすぎて、不安になる」

「み、みらい……」

　付き合っていた頃、こんなことなかったっけかな、なんて一いつ瞬しゆん思い出しそうになるのを、必死で堪こらえた。思い出してしまったら、演技どころではなくなってしまう気がするから。




　そうだ、確か次の演技は俺が……。

「！」

　俺は台本通り手を伸のばして、小豆ちゃんの両手を握にぎった。手に触ふれた瞬間、胸の高鳴りが一層激しくなった。

　小豆ちゃんは、俺が手を握った瞬間、驚おどろいた顔で俺を見た。

「俺は……い、今のみらいを見てるよ。今のみらいが……好きだよ」

「…………！」

　俺が小豆ちゃんの目を見てセリフを言うと、小豆ちゃんは目を見開いて、切なそうな表情になった。

　小豆ちゃん、どんだけ演技うまいんだよ？

「はーいカットォ！」

　岩本さんの声にハッとして、俺は慌あわてて小豆ちゃんの手を離はなした。

　小豆ちゃんは、すぐに俺から視線を逸そらして、なぜか俯うつむいてしまう。

「二人とも、バッチリだったぞ～！」

　今のは、なんつーか……結構やばかった。演技だっていうのに、いちいち付き合ってた過去のことを思い出してしまって、すごく動どう揺ようした。

　小豆ちゃんの方は、どうなんだろう。
















「……。あはは、柏かしわ田だ君、結構演技うまいじゃん！」

　小豆ちゃんは少しの間俯いた後、ぱっと顔を上げていつもみたいな明るい笑顔で俺に言った。

「結構、って上から目線だな～。確かに、小豆ちゃんの方が演技上手かったけどさ」

　昔を思い出して、懐かしいような、切ないような気分になっていたのは……小豆ちゃんのこの様子を見るに、俺だけだったのだろう。

　いや……うん、それでいいんだ。

「特にさっきから女の子はみんな演技上手いな～。柏田、負けてるぞ？」

「い、いいんですよ！　女の子メインの映画なんですから！」

「まあ、それもそうだな。じゃ、次ー！　長谷川、いけるかー？」

　岩本さんが、パラソルの下で台本を見ている長谷川に声をかける。

　そのとき俺は、初めて『碧海鈴音』に扮装している長谷川の姿を見た。

『鈴音』にあまりにもそっくりで、驚いた。やっぱり、失礼だけど、佐倉さんよりも長谷川の方が、ヒロイン鈴音が似合っている。

「は、はい……」

　長谷川は台本を置いて、こちらへと歩いてきた。

　柄がらにもなく、緊張しているように見える。

　いきなり代役に決まったのだから当然っちゃ当然かもしれないが、高一のときの文化祭の演劇では全然緊張してる様子なかったのに、なんだか意外だな。

「なんか、高一のときの文化祭思い出すよね」

「……ええ。私もそう思っていたところよ」

　俺の言葉に、長谷川は少しだけ笑った。

　最初に佐倉さんと撮影をしていた岩場へと戻もどり、撮影を始める準備をする。

「そういや～……さっき佐倉さんがアドリブで演じた、告白する前に主人公に抱だきつくってーの、良かったよなあ」

「え!?」

　俺が声を上げるより早く、長谷川が驚いた様子で岩本さんを見た。

「このシーンは、それでいってみようか！」

「……!?　だ、抱きつ……!?」

　長谷川は岩本さんの言葉に、あからさまに動揺している。

　抱きつく？　長谷川が俺に!?

「は、長谷川大だい丈じよう夫ぶ？　無理なら、言った方が……」

「……。……いえ、大丈夫よ……そのくらい」

　長谷川は俺の言葉にそう答えたが、額から汗あせをかいている。

　マ、マジかよ!?　俺の方は、ぶっちゃけ佐倉さんに抱きつかれるよりずっと緊きん張ちようするんですが!?

　だが長谷川も俺も何も言えないまま、撮影が始まってしまう。

「ハイ、スタートォッ！」

「懐かしいね……ここ。前にも二人で遊びに来たよね」

　長谷川は、代役だなんて思えないくらい素す晴ばらしい演技力でセリフを言う。雰ふん囲い気きや声も鈴音に似ているからこそ、こんなに鈴音っぽく見えるのだと思う。

「あ、ああ……勿もち論ろん、覚えてるよ」

「私ね、今日はどうしても……夏野君に言いたかったことがあるの」

　長谷川はそこで顔の向きを海から俺へと移す。

　初めて演技中の長谷川と目が合って、思わずドキッとする。

　そうか、このあと、長谷川は俺に抱きつくのか……。

　長谷川は緊張した面おももちで、一歩ずつ俺に近付いてきた。

「…………」

　しかし、目の前に来たところで、抱きつくことをせずに俯うつむいて固まってしまった。

「……？　カーット！　長谷川さん、どうしたー!?　それまで代役とは思えないめちゃくちゃいい演技だったのに」

「ご、ごめんなさい……もう一度、お願いします」




　しかし、その後も。

「カーット！」

「カットカーット！」

　抱きつくどころか、その前の演技すら、だんだんと長谷川はできなくなっていってしまった。




「本当にごめんなさい！」

　何度目かのカットがかかったところで、長谷川が、俺や岩本さん、他のメンバーに向かって頭を下げた。

「いやいや、急に代役なんてことになったんだ、仕方ねえって。でも今日はもうみんな疲つかれてるし、もうすぐ日も落ちるから、撮影は明日あしたにしようか。姉あね御ごの撮影もまだ残ってるから、明日二人分の撮影をしよう」

「ご迷めい惑わくをおかけしてすみません……」

　気の毒になってしまうほど、長谷川は申し訳なさそうにみんなに謝罪した。

　岩本さん以外のメンバーも、気にしないでいいって、と長谷川を励はげました。







　その日はそれからみんなで、夕食に車で海かい鮮せん丼どんを食べに行くことになった。

　店で、病院へ行った佐倉さんと川北さんとも合流する。

「佐倉さん、大丈夫か!?」

「はい！　ご心配おかけしてすみません！」

　佐倉さんの足は、捻ねん挫ざだったみたいだ。大事に至らなくてほっとした。




「いやー、やっぱ海の近くで食べる海鮮は美お味いしいな！」

　みんなで海の幸さちを堪たん能のうしながら、俺は一人考えていた。

　長谷川は、一体どうしたのだろうか。

　お兄さんの山やま本もとさんの結けつ婚こんのこと、まだ引きずってるとか？

　話を聞きたいが、食事処どころでは席が遠く、長谷川と全く話せない。




　食事を終えて、車で今回泊とまる民宿へと向かう。

「よく来て下さいましたなあ。ゆっくりしていって下さいな」

　恐おそらく七十代くらいに見える、おっとりとしたお婆ばあさんが、俺たちを出で迎むかえた。こんなお婆さんがここの宿を一人で切り盛りしているのか。大変そうだなあ、なんて人ごとながら思う。

「いいですなあ若い人たちは……今夜はお楽しみですかな？　くっくっく……私も若い頃は……」

「え!?　ちょ、何言ってるんですか!?」

　受付を済ませた後、お婆さんがニヤニヤと笑いながらそんなことを言い出したので、俺は思わず突つっ込こんだ。ちょ、このばあさん大丈夫かよ!?

「ははは、さすがにこんな大人数では無理ですよ～」

　岩本さんがけろっとそんなことを言う。さりげなくめちゃくちゃなこと言ってんな……。




「そういや、部屋ってどう分けたんですか？」

　部屋の鍵かぎをもらって部屋へと向かいながら、そういえば聞いてなかったなと思って岩本さんに尋たずねた。

「あぁ、いやーそれが申し訳ないんだが、今回の合宿は金欠ということで……一室でみんな寝ね泊とまりすることにした」

「えぇえっ!?」

　岩本さんの衝しよう撃げき的な言葉に、声を荒あららげる。

「だ、男女同じ部屋ってことですか!?」

　聞いていた後ろのメンバーや女の子たちも驚きの声を上げた。

　ちょ、いくら金がないからって、何考えてんだよこの人!?　正気か!?

　こんな大人数の男女が、ひと部屋で寝泊まり……!?

　い、いや、さすがにさっきのばあさんが言ってたようなことにはならないだろうけど……。

　岩本さんは俺たちが泊まる部屋の鍵を開けて、扉とびらを開けた。

　そこには、だだっ広い和室が広がっている。

「なーんてな！　安心しろ、真ん中が襖ふすまで仕切られることになってるから、女子と男子で部屋を分けよう」

「……！　な、なんだ……」

　もー岩本さん、ぬか喜びさせないで下さいよ～、なんて男性陣じんの声が聞こえる。

　ほっとしたような、がっかりしたような……。

　いや、それでも、一枚の襖の向こうで女子が寝る、ってことは変わりないんだよな……？　それはそれで、十分ドキドキするような……。小豆ちゃんの家で雑ざ魚こ寝ねしたときも、めちゃくちゃドキドキしたし。




「うおー疲れた～！」

「やっと寝転がれる！」

　俺を含ふくめて、自分の荷物に加えて重い撮さつ影えい用機材を運んでいた男性陣は、やっと荷物を下ろせることに喜びを感じながら、それぞれ畳たたみの上に座り込んだり寝転がったりする。

「皆みな様さま、本当にお疲れ様でした」

　ムラサキさんの労ねぎらいの言葉が、女め神がみの声に聞こえた。

「じゃーちょっと休んだら、風ふ呂ろでも行きますか。夜は酒盛りが待ってるしな」

　川北さんのセリフに、驚く。今日も酒飲む気でいんのかよ！

「いいっすね～っ！」

　先せん輩ぱいたちが盛り上がる。

「ふっ、川北にしてはいい案じゃない」

　二階堂さんもニヤッと笑って賛同した。

「民宿、温泉……ときたら、やっぱりお酒ですよね♪」

　うわあ、ムラサキさんまでノリノリかよ！　酒飲みばっかだな……。

「全くお前ら……明日も撮影なんだから、ちょっとだけだぞ！」

　なんて言う岩本さんも、完全に乗り気だった。

「ってみんな言うだろうと思って、病院の帰りに酒買い込んどきましたから！」

「ヒュ～ッ！」

「さすが川北さん！　俺たちにはできないことを平然とやってのけるぅ！　そこにシビれる！　あこがれるぅ！」

「あはは……さすがに今回は、わたしはやめておこうかなあ。っていうか、そもそも未成年だしね！」

　小豆ちゃんが苦笑いして言う。

　少し前に秋あき葉は原ばらに行ったとき小豆ちゃんが酔よっぱらったことや、小豆ちゃんの家でのことを踏ふまえて、そう言ってるのかもしれないな、なんてなんとなく思った。

「勿論俺も……今日酒なんて飲んだら明日の撮影が怖こわいし」

「そうだよね、主演男優が二日酔いで演技できなかったら困っちゃうもんね」

　小豆ちゃんが俺の肩かたをバシッと叩たたく。




　それから、準備をしてみんなで大浴場へと移動した。

　先ほど受付で管理人のお婆さんから説明があったが、この宿には風呂が二つあり、一つは大浴場、一つは露ろ天てん風呂、とのことだ。

　双そう方ほうは繫つながっていないので、両方入りたいのであれば一度出て服を着てから移動しなければならないらしい。

　露天風呂では身体からだなどを洗う場所はないとのことだったので、露天風呂に行くのは面めん倒どうだな～、大浴場だけでいいかな、なんて思っていたところ。

「お前ら、絶対露天風呂も行くよな!?」

　二年の林田さんが、俺らや他の二年生に小声で言う。

「え、なんでっすか？　俺は面倒だから大浴場だけでいいかなって思ってたんすけど……」

「何言ってんだよ、合宿といえば露天風呂だろ！　のぞき穴なんかはさすがになくても、女子風呂の会話が聞けるんだぜ!?」

「ああっ、確かに！」

「アニメとかでよくあるあれ、夢だったんだよな～！」

　女子には聞こえないような小さな声で、ヒソヒソと盛り上がる男子勢。

　な、なるほど……。俺は一度卒業旅行で体験したが、確かにあれはいいものだった。

「露天風呂も絶対行くよね～!?」

「行く行く！　温泉といえば露天風呂だよねっ！」

「星空や海を見ながら温泉に入れるなんて、素す晴ばらしいですよね～♪」

「佐倉さん、お湯に浸かって大丈夫なの？」

「右足だけお湯から出しておけば大丈夫なんだって～！　せっかく来たからには少しでも入りたいもん♪」

　女子たちのそんな会話を聞きながら、俺も、恐らく他の男子勢も、心の中でガッツポーズを決めた。




　それから女子たちが先に露天風呂ではなく大浴場に向かったのを確かく認にんして、俺たちも先に大浴場へと向かう。

　いつ女子たちが露天風呂に移動してもいいよう、俺たちは高速で頭や身体を洗い終え、早々に大浴場を後にして露天風呂へと向かった。こういうときだけはすごいチームワークである。

「ん……？　あれ、露天風呂の入り口って、一つしかないのか？」

　岩本さんが露天風呂の入り口を見て、不思議そうに首を傾かしげる。

「本当だ……なんでっすかね」

　俺も不思議に思った。

　普ふ通つう、温泉の入り口にかかるのれんには、『男』とか『女』とか書いてあるもんだが、『湯』としか書かれていない。『湯』なんて、書かれなくても分かる。

「女子には個別に、あのばあさんが説明したんじゃないすか？　他に入り口がある、って」

　特に深く考えていない様子の川北さんがそう答え、颯さつ爽そうと露天風呂へと入っていく。まあ、そういうところだろうか。

　ここで立ち止まっている間に女子が露天風呂から出てしまっては困るので、俺と岩本さんも後に続いた。




「あれっ……バイト先から電話来てた」

　脱だつ衣い所じよで今から服を脱ぬごうというところで、不意に携けい帯たいを見ると、富ふ士じ見み社から着信があったことに気づいた。

「ちょっと俺電話してくるんで、先入ってて下さい」

「おー、了りよう解かい」

　一応、一度脱衣所から出て、廊ろう下かで電話をかけ直す。

「お疲つかれ様です、柏田です。先ほど蓮見さんからお電話をもらっていたようなんですが……」

　少しして、蓮見さんが電話に出た。

「柏田君、お疲れ様。悪いわね、休みの日に」

　俺を気き遣づかう言葉をかけてくれたが、なんだか声が不ふ機き嫌げんであることを瞬しゆん時じに悟さとった。

「あなた、整理を頼たのんでおいた例の書類のファイル、どこにしまった？　どうして元あった場所に戻もどしてないのよ？」

「え!?　ああ、あれなら、俺のデスクの向かい側にある棚たなの一番上にしまいましたけど……。た、確か、そこにしまっておいてって蓮見さんに言われたので」

「えぇ？　私、そんなこと言った？」

「い、言ってました！　……た、多分」

「今捜さがしてくるから、ちょっと待ってて。切るんじゃないわよ」

　電話が保留にされて、少しの間音楽が流れる。少しして、また蓮見さんが出る。

「一番上の棚にないわよ!?」

「えぇっ!?　ほ、本当ですか!?　えっと、その、じゃあ……もしかしたら、その隣となりの棚にしまったかもしれないような……」

「えぇ!?　ちゃんと覚えておいてくれないと困るわよ！」

　それから、俺がしまった記き憶おくがあるところを蓮見さんに捜してもらったが、なかなか見つからない。

　蓮見さんのイライラはどんどん募つのってきていて、今が合宿中であることを忘れるくらい一気に恐きよう怖ふのどん底にたたき落とされていく俺。ああ、どうして見つからないんだ！

「……え!?　いや、今柏田君に例のファイルのありかを聞いて……えっ!?　あ、これよこれ！　ごめんなさい柏田君、他の人が持ってたわ！」

「え……あ、そうっすか……」

　蓮見さんのそんな声が聞こえて、電話は終わった。俺がどこかへなくしたわけじゃなくて良かったが、俺は悪くないのにあんなに苛いらつかれたなんて……損をした気分である。

「ふ～、やっと風呂に行ける」

　思いの外ほか長くかかってしまった電話を終えて脱衣所に戻ると……。

「えっ!?」

　露天風呂の扉から、死んだような表情の先輩たちが出てきたので驚おどろいた。

「もう出てきたんすか!?　早くないっすか!?　っていうか、何その顔!?」

　気になったことを全部一気に突っ込んだ。

「女子の会話は聞けたんすか？」

「柏田……露天風呂は、入るだけ無む駄だだ」

　川北さんが、遠い目をして言った。

「え!?」

「壁かべに耳を当ててみたんだが、女子の声どころか、何の音も聞こえてこない。つまり、この露天風呂の隣には女子風呂なんてないってことだよ！」

　悲痛な表情で悲しみを訴うつたえる川北さんに、思わず啞あ然ぜんとした。

「そ、そうなんすか……？」

「ああ、みんなで声や物音を押し殺して、様々な方向の壁に耳を当てて検証した結果だ、間ま違ちがいない。まだ女の子たちが露天風呂に入って来てないにしても、女子風呂があったらお湯が湧わいてる音とか、他の女性客の声とか、聞こえるはずなのに」

「なるほど……」

　どんだけ必死に検証したんだよ、と思わず突っ込みたくなったが、あまりに落ち込んでいる様子だったのでやめておいた。

　そうか、この露天風呂の隣には女子風呂はないのか……。残念だ。

「まー、一応俺も入ってきます。せっかくここまで来たからには、普通に露天風呂堪たん能のうしたいんで」

「ああ、そうだな。じゃあ俺たちは先に上がってるから」

「はい。あ、先に宴えん会かい始めててもいいっすよ」




「ふー」

　先ほどの大浴場では温泉に浸つからずに出てしまったので、やっとお湯に浸かれて生き返るような気持ちになる。

　たとえ女子風呂の声が聞こえてこなくとも、やっぱり温泉は最高だ。

　そのとき、脱衣所から声が聞こえてきた。当然この宿には他にも客がいるので、何もおかしいことではない。……のだが。

　俺の耳がおかしいのだろうか。なぜかその声が、女の子の声に聞こえるのだ。

　露天風呂の入り口の扉とびらに人ひと影かげが見えたかと思うと、扉が開く。

「わ～っ、本当に海が見えるーっ！」

「……っ!?」

　湯気の中で、扉から姿を現したのは……佐倉さんだった。

　髪かみを一つにまとめ、その裸はだかは……真っ白な綺き麗れいな肌はだで、胸はそれなりに大きく、だがウエストはきちんとくびれていて……。

　一瞬その姿を確認すると、俺はすぐにお湯の中に潜もぐり、身を隠かくした。

　なんで佐倉さんが、男子露天風呂にいるんだ!?

　一瞬見えた佐倉さんの裸に興奮を覚えつつ、だが今はそれどころではない。

「あれ？　今なんか一瞬、湯気に紛まぎれて何かがいたような……」

「えーっもう、やめてよ佐倉さん！　おばけでも見たの～!?」

「うーん、でも何もいないし……気のせいかな」

　これは、小豆ちゃんの声か!?　小豆ちゃんも入って来たのか!?

　くそっ、どうなってるんだよ!?　お湯の中に隠れたところで、長くは息はもたない。

　このまま死ぬのと二人の前に姿を現して痴ち漢かん扱あつかいされるの、どっちがマシかな、なんて一瞬頭を過よぎったが、息の限界がきてそんなことを考えているどころじゃなくなった。

　ザバーン、という音と共に、俺は水面に顔を出す。
















　当然、目の前には……一糸まとわぬ姿の、小豆ちゃんと佐倉さん。

　ああ、なんてことだ。今度こそはっきりと、二人の裸を見てしまった……！

「キャ、キャーッ!?　誰だれかがお湯の中から……痴漢──っ！」

　すぐに佐倉さんが叫さけぶ。お湯で俺の前まえ髪がみが目に張りついているせいか、俺だってことにはまだ気づいていないようだ。

「え、痴漢!?　いや～っ！」

　小豆ちゃんが、俺に向かって思いっきりお湯をかけた。目にお湯が入って一瞬何も見えなくなる。

　佐倉さんと小豆ちゃんは悲鳴を上げながら、二人の白くて綺麗な後ろ姿が、逃にげるように露ろ天てん風ぶ呂ろの入り口へと向かっていく。

「お二人共、どうされたんですか？」

「悲鳴が聞こえたのだけれど……」

「ちょっとちょっと、何ごと～!?」

　露天風呂の扉から、ムラサキさん、長谷川、二階堂さんまで入って来た。

　長谷川だけはハンドタオルで身体からだの前を隠しているが、ムラサキさんと二階堂さんはほとんど隠しちゃいない。ああ二人とも、なんて迫はく力りよくのある胸なんだ……!?

「痴漢です！　三人とも、入って来ちゃだめ！　管理人さんに言わないと……いや、むしろ警察？」

「えっ、痴漢!?　どうやって入って来たのよ!?」

「いや、違うんだ……！」

　俺は下半身お湯に浸かったまま、どうしたらいいか分からずパニック状態でその場に立ち尽つくしながら、思わず声を出した。

「え、その声……もしかして」

　ムラサキさんが、身体の前をタオルで隠しながら、こちらへと近付いてくる。そんな小さなタオルじゃ身体を隠しきれておらず、白くて豊満な胸はほとんど見えていた。

　今いま更さらながら、俺は身体を逆方向に向けて、裸を見ないように努める。

「そこにいらっしゃるのは……柏田さんですか？」

　ムラサキさんのセリフに、「え……!?」「噓うそ、柏田君!?　まさか！」と、女子たちが口々に言う。ああもうダメだ、俺は社会的に死んだ……。

「そう、です……」

「ええっ!?」

「柏田君!?　なんで!?」

　俺の声を聞いて、益ます々ます驚きの声を上げる女の子たち。もう、終わった……。




「そりゃあそうですよぉ～。この露天風呂は混浴なんですから」




「……!?」

　年とし老おいた女性のそんな声が聞こえてきた。背中を向けているので様子は見えないが、もしやこれは……管理人のばあさんの声か？

「こ、混浴ぅ!?」

「どういうことですか!?」

「あらぁ、言ってませんでしたかな。うちの露天風呂は混浴なんですよぉ」

　な……なんだとぉ!?

　一言も聞いてないぞそんな話！

「いや、聞いてないです！　てっきり、女用の露天風呂だと思って、わたしたち来たのに……」

「おっ俺もです！　男用の露天風呂だと思って入ってたら、女の子たちが入って来たから、驚いて思わずお湯の中に隠れてしまった次し第だいで……！　決して覗のぞきとか痴漢をしようなんて思ってなくて！　それにその、湯気があったから、そんなに見てないし……」

「あら……そうだったんですか」

「びっくりしたぁ～。そういうことかあ！　柏田君がそんなことするわけないもんねっ！」

「そうなんだ!?　痴漢と間違えちゃってごめんね」

　俺の必死の説明を聞いて、後ろから、ムラサキさん、佐倉さん、小豆ちゃんのそんなセリフが聞こえた。みんなすぐに納なつ得とくしてくれたようで、涙なみだが出るほど感動を覚える。

　みんな、俺のことそんなにすぐに信じてくれるなんて……！　ほぼ全員の裸を見てしまったっていうのに、なんて優やさしいんだ!?

「それはそれは、私の説明不足でしたねぇ。若い皆みなさんに悪いことしてしまったみたいで……」

「まあ、入り口ののれんに男湯とも女湯とも書いてなかったから、おかしいなあとは思ったのよね。まだ柏田君だけしかいないときで良かったわ。他の男性客がいっぱい入ってる時間帯だったらって思うと……」

　二階堂さんの声が聞こえる。

「あ、それじゃあ……私たち、今すぐ出た方がいいですね。今から他の男性客が入って来る可能性も大いにあるんですから」

　こんなときでも冷静な長谷川の声が聞こえた。

「それなら、お詫わびとして今は皆さんの貸し切りということにさせて頂きますよ。入り口に、『貸し切り中』って看板を立てておきますから」

「え、本当ですかぁ!?　やった～！」

「でも、看板立てただけでは気づかない人がいるかもしれないし、少し不安なような気も……」

「お気き遣づかいありがとうございます、管理人さん♪　せっかく来たからには露天風呂入りたかったんですよねぇ～」

　みんなが口々に思ったことを言っている、そのとき。

「あ……じゃあ、柏田君も一いつ緒しよに露天風呂入ろうよ！」

「「「「「えっ!?」」」」」

　佐倉さんのセリフに、おそらく管理人のばあさん以外の、俺を含ふくめた全員が声を上げた。

「混浴なんだから、何も遠えん慮りよすることないんだよ？」

「～～っ!?　な、な、何言って……!?」

「ちょっと佐倉さん、何言ってんの!?」

「……冗談にも程ほどがあるわ」

　俺が何か言う前に、小豆ちゃんと長谷川が佐倉さんの暴走を止めた。

「もう、やだなあ二人ともムキになっちゃって！　冗談だってば～」

　じょ、冗談か……。まあそりゃあそうだろうが、なんて冗談を言ってくれるんだ……。

「ああ～っ俺、もう上がりますんで！　皆さん、本当にすみませんでしたっ！　お詫びに、他の人が入ってこないように入り口で見張っときますから！」

　俺が大声で謝罪してそう告げると、二階堂さんが「それは助かるわね～」と、ムラサキさんが「湯冷めしないよう気をつけて下さいね？」と言ってくれた。

　それから一いつ旦たんばあさんを含めた女性陣じんには脱だつ衣い所じよまで出てもらい、バスタオルで身を隠してもらって、俺はなるべくそちらを見ないように大急ぎで浴衣ゆかたを身につけ荷物を取って、ダッシュで脱衣所から出た。

　その後は自分で宣言した通り、露天風呂の入り口の前で誰も入って来ないよう見張りをした。

　少しでも気を抜ぬくと、すぐに先ほど見た女の子たちの裸が瞼まぶたの裏に現れてしまう。

　小豆ちゃん、めちゃくちゃスタイル良かったなあ……。

　ムラサキさんと二階堂さんも、小豆ちゃんと同じくらいあるんじゃないかってくらいの胸の大きさだった……。

　長谷川は華きや奢しやだったけど、色白で全体的に細くて、胸だって全然ないわけじゃなかったなあ……。

「って、やべ……」

　そんなことを考えていたら、興奮のあまりいつの間にか鼻血が出ていた。

　ああ、このことがバレたら、恋ヶ崎に絶対殺されるな……。




　それから入浴を終えた女性陣と俺が部屋に戻もどると、先に宴えん会かいを始めていたらしき男性陣が、畳たたみの上でゴロ寝ねしていた。

　今日朝早かったし、撮さつ影えいの疲つかれもあったので、そんなときに酒を飲んですぐに眠ねむくなって寝てしまったのだろう。

　それから主に俺が男性陣を起こして自分の布ふ団とんは自分で敷しかせ、今日はもう寝ようということになった。ムラサキさんと二階堂さんは何やらあの後温泉で酒を飲んだらしく、満足していた。




　布団に入った後、寝不足なのですぐに眠れるかと思ったが、俺は今日一日の出来事に興奮していたことと、長谷川のことが気になったこともあり、眠れなかった。

　みんなが爆ばく睡すいしている中、一人携けい帯たいをいじっていると、襖ふすまを挟はさんだ女子の部屋から微かすかに足音が聞こえた。

　女の子で、俺以外にも眠れないでいる人がいるのか？　と気になって、周りを起こさないよう起きあがってそっと部屋を出る。

　数メートル前方に、見慣れた後ろ姿があった。




　外に出ると、やっぱり見慣れた美しい後ろ姿が、海辺でしゃがんでいた。

「私ね、今日はどうしても……夏野君に言いたかったことが……」

「こんな時間に一人で練習？　危ないんじゃない？」

　夜の海辺で一人ぶつぶつとセリフを呟つぶやいている長谷川の後ろ姿に、俺は声をかけた。

「きゃっ!?　か、柏田君……？　び、びっくりした……」

「ごめん、驚おどろかせて……」

　長谷川は俺の姿を見て、大げさなくらい驚いていた。

　こんな深夜に一人で練習してるだなんて、今日の撮さつ影えいのことよっぽど気にしてるんだな……。

「あ、その……さっきは風ふ呂ろ場ばで、ごめん」

　一いつ瞬しゆん、ほんの少しだけ見た長谷川の裸はだかを思い出してしまうが、すぐに脳のう裏りからかき消そうと努力する。

「……い、いえ。あなたが悪いわけではない、仕方のないことだったし……」

　長谷川がそう言ってくれたので、内心ほっとする。

「練習、俺も付き合うよ」

「……！　わ、悪いわ。柏田君はできてるのに、私に付き合わせるなんて……。明日あしたに備えて寝ねた方がいいわ」

「いや……俺もまだ全然下手くそだから練習したいし、それに……二人のシーンなんだから、二人で練習した方がいいんじゃない？」

「柏田君……」

　長谷川は俺の顔をじっと見てから、

「じゃあ、お言葉に甘えることにするわ」

　と、申し訳なさそうな笑え顔がおを見せた。

「やっぱり、いきなり代役になって緊きん張ちようしてうまくできなくなったの？」

「……！　そ、そう……かもしれないわね」

「でも、文化祭のときだって同じ状じよう況きようで、完かん璧ぺきに演技できてたのに、意外だね。……あ、責めてるつもりじゃないんだけど」

「…………」

　長谷川は、俺の言葉にどうしてか、視線を逸そらした。

「じゃあ……早さつ速そく練習に移ってもいいかしら」

「ああ、勿もち論ろん！」

　長谷川と俺はその場から立ち上がり、演技の練習に移る。

「懐なつかしいね……ここ。前にも二人で遊びに来たよね」

　まずは、海辺に身体からだを向けて鈴音が言うシーン。ここは問題ない。

「ああ……勿論、覚えてるよ」

「私ね、今日はどうしても……夏野君に言いたかったことがあるの」

　長谷川が振ふり返って俺を見て言う。問題は、この後だ。

　長谷川は一歩ずつ、俺の方へと近付いてくる。

　しかし、目の前に来たとき、やっぱり昼間の撮影のときみたいに、固まって動けなくなってしまう。

　やっぱり長谷川にとって問題なのは、このシーンなんだ……。

「あ、あのさ……」

　俺は演技を中断して、口を開く。

「この後のシーン、その、抱だきつくっていう演出は……佐倉さんが考えたアドリブなんだから、別に、やらなくてもいいんじゃないかな？」

　長谷川の顔を見て言うと、長谷川はびくっと顔を強こわばらせた。

　やっぱり長谷川は、俺に抱きつくことがどうしてもできないのだろう。

　そりゃあ、当たり前だ。付き合ってもない男に抱きつくなんて、普ふ通つうは抵てい抗こうがあるだろうと思う。

　それに、もう長谷川はきっと、俺に恋れん愛あい感情なんて一いつ切さいないだろうと思うし……。

「大体、脚きやく本ほんを考えたのは長谷川だ。だから、長谷川がＮＧだって言えば、岩本さんだって絶対納なつ得とくするって」

「……。そう、かもしれないわね……」

　長谷川は無表情で、呟いた。

「……明日、岩本さんに交こう渉しようしてみるわ」

「あ、うん、それがいいと思うよ」

　やっぱり長谷川は、俺に抱きつくことが嫌いやで、あんなに演技ができなくなってしまったんだ。そうかもしれないとは思っていたが、こうはっきりと判明すると、少しショックな気持ちもある。

　いや、こんなことでショック受けたって、仕方ないよな。少し考えたら当然のことなんだから。

「それじゃあ、明日抱きつく演出はカットしてもらうよう岩本さんにお願いするとして……次のシーンにいってもいいかしら？」

「あ、うん、勿論！」

　長谷川は一息ついてから、真しん剣けんな表情で演技に戻もどる。

「私ね、今日はどうしても……夏野君に言いたかったことがあるの」

　俺のことを真まっ直すぐに見つめて、真剣に言う長谷川。演技だし、しかも練習なのに、それでもドキドキしてしまう。

　長谷川は少し間を置いてから、すう、と息を吸い込む。




「好きなの。……ずっとずっと、あなたのことが好きだったの……。」




　長谷川は、恥はずかしそうな、泣きそうな表情で、俺の目を見た。

　俺は心臓を鷲わし摑づかみにされたような感覚に陥おちいる。




「あなたがいつの間にか、私の中で信じられないくらい大きな存在になっていて……。こんな気持ち初めてで……」




　長谷川の言葉の後、静かな波の音だけが響ひびいていた。

　演技だ、俺は自分に言い聞かせる。何度も言い聞かせる。

　それなのに、どうしてか……俺の頭の中には、別の映像が流れ始めていた。




『……柏田君、私はあなたのことが……好きです。一人の人としても、友達としても、……異性としても……』




　三年前の冬。忘れもしない……俺が恋こい焦こがれて仕方がなかった長谷川に、告白された日のこと。

　今の長谷川の迫はく真しんの演技を目まの当たりにして、俺は本当に自分が長谷川に告白されたことを、鮮せん明めいに思い出していた。

　目を瞑つぶれば、今でもあのときの光景が蘇よみがえる。

　未いまだに信じられない。俺が、この長谷川に……告白されただなんて。

　長谷川が俺のことを好きだったなんて。

「……柏田君？」

　長谷川の声に、ハッと我に返った。

「どうしたの……？　次は、柏田君のセリフよ」

　そ、そうだ……やっぱり今のは、長谷川の演技。びっくりするほど演技がうますぎて、思わず昔のことを思い出してしまった。

「ご、ごめん……ちょっと、ボーッとしちゃって……」

　未だに俺の胸は高鳴っていた。とても演技の続きなんかできる心理状態じゃない。

「……何をそんなに動どう揺ようしているの？」

　長谷川は、俺の目を見ずに問いかける。長谷川のセリフに、思わずドキッとする。




「ただの演技なのに……。わ、私はもう……あなたのこと……なんとも思ってないわ」




　長谷川はもう一度俺の目を見て、はっきりと俺に告げた。

　どこか寂さみしげな笑みを浮うかべて。

「……！　は、長谷……川」

　余計に動揺して、俺は言葉を返すことができない。

　そうだ、そんなこと分かっている。もう過去のことなんだ。

「練習に付き合ってくれてありがとう。もう大だい丈じよう夫ぶ……。明日に備えて休みましょう」

「……あ、う、うん……そうだね」

　長谷川は俺に背を向けると、先に民宿へ戻る道を歩き始める。

　俺も慌あわてて、その背中に続いた。

「……きゃっ!?」

　そこで突とつ然ぜん長谷川が小さく悲鳴を上げたかと思うと、勢いよく身体をこちらに向けて──。

「え……!?　は、長谷川？」

　俺に、抱きついた。

　俺はまさか長谷川に抱きつかれるなんて夢にも思っていなかったので、驚きのあまり硬こう直ちよくしてしまう。動揺のあまり声が震ふるえた。

　長谷川の温ぬくもり。柔やわらかい身体。長谷川と密着したのは、当然これが初めてだ。心臓がおかしいくらいに高鳴っていた。

　気づけば、大きめの蛾がが俺たちの目の前を飛んでいた。すぐにどこかへ飛んでいく。

「……っ！　ご、ごめんなさい！」

　長谷川は顔を上げて俺を見ると、真っ赤になってすぐに離はなれた。

「私、虫だけは、どうしても苦手で……」

「あ、そうだったんだ？」

　よほど恥ずかしいのか、俺から顔を背そむける。見ると、耳まで真っ赤になっていた。

「お化けも怖こわくないのに虫は怖いなんて、意外だね」

　高校のとき、長谷川と他校の文化祭へ行き、お化け屋や敷しきで長谷川が一切怖がっていなかったことを思い出しながら、言った。

「急に変なことして本当にごめんなさい。先に戻るわね」

「え？　あ、長谷川……」

　長谷川は俺を置いて、一人足早に宿へと戻っていった。




　部屋に戻もどると様々な思いが頭の中を駆かけ巡めぐり、やっぱり俺は暫しばらくの間眠ねむれなかった。







　翌日。

　俺たちは朝食を食べてすぐに宿をチェックアウトして、朝から撮さつ影えいをしていた。




「懐かしいね……ここ。前にも二人で遊びに来たよね」

　何度目か分からない、主人公と鈴音の……俺と長谷川のシーンの撮影が始まる。

「ああ……勿論、覚えてるよ」

「私ね、今日はどうしても……夏野君に言いたかったことがあるの」

　長谷川は俺の方を向いて、真っ直ぐに目を見た。

　昨日長谷川は、岩本さんに抱きつくアドリブはなくしてもらうよう交渉する、と言っていた。抱きつくシーンはこの後だが、交渉に成功したなら、抱きつかずにこのまま告白シーンに突とつ入にゆうするはずだ。

　長谷川は俺の目を見ながら、一歩ずつ……俺に近付いてきた。

　おかしい、と思う。抱きつかないはずなのに、どうして俺の方へ……？

　そう思っていた矢先、長谷川は泣きそうな顔になって……。

　俺の身体を、抱だき締しめた。

　まるで昨日の夜のことを思い出す。

　どういうことなんだ？　抱きつくシーンはなくしてもらうんじゃなかったのか？

　長谷川の温もりが、彼女の腕うでを伝って背中に伝わる。

　俺のすぐ目の前には、長谷川の頭が。身体からだには彼女の胸が密着している。柔らかい感かん触しよくにどうにかなりそうになる。

　俺の心臓の音が、長谷川に聞こえてしまうんじゃないかと思った。




「好きなの。ずっとずっと、あなたのことが好きだったの。」




　長谷川のセリフが、心に突つき刺ささった。

　頭が真っ白になる。演技だと、分かっているはずなのに。

　長谷川は俺から少しだけ身体を離すと、真っ直ぐに俺の目を見つめる。

「あなたがいつの間にか、私の中で信じられないくらい大きな存在になっていて……。こんな気持ち初めてで……」

　足が震えそうになるのを、必死で堪こらえた。

「あ、碧海……。俺も、碧海が好きだ」

　セリフを必死で喉のどから絞しぼり出す。

　長谷川は、俺の言葉に、俺から目を逸そらした。これも、演技だろうか。

「これからは……ずっと、俺と一いつ緒しよにいて欲しい」

　長谷川が、笑えみを浮かべてコクンと頷うなずく。

「カーットオォ！　どうしたんだ長谷川さん!?　昨日あんなにできなかったのに、今日は素す晴ばらしいじゃないか！　オッケーだよ、二人とも！」

　岩本さんの声がかかり、長谷川はすぐに俺から離れた。

「は、長谷川……お疲つかれ」

　安心した俺は思わず長谷川に声をかける。

「お疲れ様」

　だけど長谷川は……目を合わせずにそれだけ言うと、先にみんなのいる方へ戻ってしまった。

　長谷川の様子がおかしい。昨日の夜、練習の後にそう思ったのは、やはり気のせいではなかった。

　一体なぜだろう。俺、長谷川を怒おこらせるようなこと、しただろうか。

　だけど俺は長谷川のことを気にしている暇ひまもなく、次の二階堂さんとの撮影に移ることになる。




「夏野君の噓うそつき！　私のことが好きだなんて言ったの、噓だったんじゃない！」

　二階堂さんの演じる『美み波なみ英え梨り香か』とのシーンは、付き合った後些さ細さいな誤解から英梨香が嫉しつ妬として、初めて喧けん嘩かをしてしまう、というシーンだった。喧嘩の後、仲直りするまでのエピソードとなっている。

「俺は本当に、美波先せん輩ぱいのこと好きなんです！」

　昨日から立て続けだから、演技は上手くなっていないが、さすがに人前で演技をすること自体には慣れてきた。

　だけど、二階堂さんとのシーンを撮影している最中も俺は、長谷川の態度のことが気になって仕方がなかった。




「よーし、クランクアップだぁ～！　みんな、本当にお疲れ様──っ！」

「おぉ～っ！」

　岩本さんの言葉で、撮影が全すべて終しゆう了りようした。

「柏田、お疲れ！」

「昨日から出ずっぱりだから、一番疲れたでしょ？　本当にお疲れ様！」

　先輩たちや、小豆ちゃんやムラサキさんが、俺に声をかけてくれた。

　ああ、これでやっと全ての撮影が終わったんだ……。疲ひ労ろう感と達成感でいっぱいになった。




　それから、各自持参した水着に着き替がえて、海で遊ぶことになる。

　ここは遊泳注意、という区域なので、腰こしまでのところで遊ぶように、それより深いところは行かないように、と岩本さんがみんなに説明した。

「えっ小豆さん、水着忘れてしまったんですか!?」

「海で泳ぐって思ってなくて……」

「じゃ、うちの水着貸してあげるよ～」

「え、佐さ倉くらさん、いいの!?」

「うん、捻ねん挫ざしちゃったからあんま水の中で遊べないし、私服のままで波打ち際ぎわで遊ぶ程度にしよっかな～って思ってたから」

　女子の方から、そんな声が聞こえてくる。

　トイレの数が少ないので、順番に着替えに行くことになった。

　俺の番になり、水着を持って男子トイレに移動する。トイレの個室で着替えてから外に出ると……。

「あ、小豆ちゃ……、!?」

　ちょうど着替え終わった小豆ちゃんが、女子トイレから出てきたところだった。

　だが、その姿を見て俺は絶句する。

「あ、柏かしわ田だ君……」

　小豆ちゃんは俺の姿を見て、さりげなく胸むな元もとを隠かくした。

　そういえばさっき小豆ちゃんは、佐倉さんから水着を借りる、なんて話してたんだっけ。

　小豆ちゃんが今着ている水着は、俺が見ても分かるくらい、明らかにサイズが合っていなかった。

　下は問題ないだろうが、ビキニの上が小さすぎて、胸のあたりがかなり見えてしまっている。エロい水着を着ているグラビアアイドルみたいで、刺し激げきが強すぎる。

　俺は思わず、顔を背けてしまう。つい昨日の露ろ天てん風ぶ呂ろでのことも思い出してしまって、これはやばい……。

　そんな俺の反応を見てか、小豆ちゃんは胸元を隠したまま赤くなって顔を背けた。

「だ、ダメだなーわたし、佐倉さんより太ってるからやっぱりサイズ合ってないや……」

　いや、太ってるとかじゃなくて明らかに胸の大きさだけだろ！

　そんな水着で海辺に行ったら、男たちの好奇の目に晒さらされてしまうんじゃないだろうか。ただでさえスタイルが良くて注目浴びるっていうのに……。

「あ、そうだ、これ！」

　俺は鞄かばんから、さっきまで着ていたＴシャツを取り出した。

「上から羽織ったら、そんなに目立たないんじゃないかな……。あ、でも、俺がさっきまで着てたやつなんて……」

「え、か、借りていいの？」

　小豆ちゃんは俺が差し出したＴシャツを受け取った。

「！　う、うん、これでいいなら……」

「ありがとう！　洗って返すね！」

　小豆ちゃんは恥ずかしそうにしながらも笑顔を俺に向けた。

　そして何の躊躇ためらいもなく水着の上から俺のＴシャツをかぶる。

「はあ～、これで落ち着いた～！　ほんと助かったよ～柏田君！」

　無む邪じや気きに笑って俺に礼を言う小豆ちゃん。大したことはしてないのに、こんなに感謝してくれるだなんてな……。




　それから小豆ちゃんと海辺に戻る。

　水着に着替えた女の子たちは、それぞれ魅み力りよく的で思わずそっちばかりに目が行ってしまう。だが、そんな情けない状態なのは俺だけではなく、漫まん研けんの部員たちも全員、分かりやすいくらい女の子たちの水着姿に釘くぎ付づけになっていた。

　パラソルの下に座り、特に遊ぶでもなく、波打ち際ぎわで遊ぶ女子たちを観察しているどうしようもない漫研男連中。

「うおお、二階堂さんの水着エロすぎじゃね!?」

　真っ黒で、肩かたや腰の部分が紐ひもになっているという、セクシーすぎる水着を着ている二階堂さん。

「狭さ川がわさんの水着姿も、清せい楚そさとセクシーさが同居してるよなあ……」

　肩かた紐ひもがないタイプの、真っ白な水着を着ているムラサキさん。露ろ出しゆつされた背中や肩が眩まぶしい。

「俺は長谷川さんくらい清楚でスレンダーな方が好みだな～」

　チェックの水色のビキニを着ている長谷川は、モデルみたいに華きや奢しやな身体だ。

「佐倉さんと桜さくら井いさんが水着じゃないのは残念だよな～！　桜井さんは下に水着着てるみたいだけど、Ｔシャツで全然見えないし……」

「おい柏田、お前は誰だれの水着姿がタイプなんだよ？」

「え!?　お、俺ですか……？」

　そんなこと聞かれても、みんな魅力的すぎて悩なやんでしまう。

「うーん、そうですね～～」

　俺が女の子たちの水着姿を眺ながめていると……。

「あっ、危ない！」

「ぐほっ!?」

　突とつ然ぜん、俺の顔面目がけてビーチボールが飛んできた。

「すみませ～ん！」

　隣となりでビーチバレーで遊んでいたリア充男女のグループのボールが飛んできたようだ。

　他の女の子の水着姿なんかを見てデレデレしている俺への、恋ヶ崎からの天てん罰ばつだろうか？　なんて、一いつ瞬しゆん思った。




　それから辺りが暗くなってきたところで、みんなで浜辺で花火をした。

　海で遊んで、花火して……いかにも夏満まん喫きつしてる、って感じだよなあ。

　そこで俺の目には、花火をしている一人の女の子の背中が目に留まった。

　結局撮さつ影えいが終わってから、ほとんど話せなかったな……。海で遊んでいるときも。どうにも、避さけられているような気がする。

　せっかく撮影が終わったのにこのままじゃ、なんだかもやもやする。そう思った俺は、彼女の隣に移動した。

「お疲れ様」

「……！　か、柏田君」

　長谷川は、隣にしゃがみ込んだ俺を見て驚おどろいた。

「火、もらえる？」

「ええ、勿もち論ろん」

　長谷川の花火から火をもらって、俺の花火も燃え始めた。

「……柏田君の方こそ、本当にお疲れ様」

「！　は、長谷川……」

　長谷川は、もう俺の顔を見て穏おだやかな笑顔を向けていた。




「これですっかり肩の荷にが下りたわね」

「ははは……いやでも、動画編集が俺の担当だから、これからが大変なんだけどね」

「あら、そうね……。何度も同じシーンの撮影をさせてしまったお詫わびに、私も手伝うわ」

　もうすっかりいつも通りの長谷川に戻もどっていたので、俺は驚いたと同時に安心した。

　どうしてさっきまで、少し様子がおかしかったんだろう。

　それから、長谷川はどうして、昨日は俺に抱だきつくのをあんなにこばんだのに、今日は演技を遂すい行こうできたんだろう。

　だけどなんとなく、俺は聞くことができなかった。




　そんなわけで、俺たちの一いつ泊ぱく二日の海撮影合宿は終わりを告げた。

　あとは来月の学園祭までに、動画を編集して、映画を完成させるだけだ！
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「お、終わらねえ……」

　撮影合宿から、約一週間が経過した。

　もう九月中ちゆう旬じゆんで夏休みも終わり、大学の授業が始まっている。

　合宿の数日後、俺は近こん藤どうさんから撮影の動画データをネット上で受け取った。

　先日岩いわ本もとさんと二人で買いに行った、比ひ較かく的てき動作が軽く初心者でも扱あつかいやすいという動画編集ソフトを自分の家のパソコンにインストールして、バイトと授業以外の大体の時間をひたすら編集作業に回した。

　役者を俺に代わってもらうことになった川かわ北きたさんが、その償つぐないにと編集作業の手伝いを申し出てくれたり、長は谷せ川がわも手伝うと言ってくれたが、動画編集ソフトがインストールできるのは一台のパソコンのみ。

　つまり、俺の家の俺のパソコンでしか作業ができないので、作業を手伝ってもらうことは不可能だ。

　正直、動画編集作業がこんなに大変だとは思っていなかった。舐なめていた。

　合計二十分の短い映画の編集とはいえ、二台のカメラで撮とった映像をいい具合につなぎ合わせたり、長すぎる間をカットしたり、音声担当の林はやし田ださんが用意したＢＧＭや効果音を差し込んだり、映像を綺き麗れいにしたり……。

　元々機械音おん痴ちで動画編集なんてしたこともない俺が、安やす請うけ合いしていい仕事ではなかった。編集以前の問題で、最初に動画のデータを編集ソフトで編集できる拡張子に変へん換かんする方法も分からず、調べたり試ためしたりして相当手こずった。

　だけど、せっかく大変な思いをして撮影した映像だ。俺なりに全力を尽つくして、少しでもいい映画に仕上げたい。そう思って、機械音痴なりに手を抜ぬかずに丁てい寧ねいに編集作業を進めた。




「あ、やべ……恋こいヶが崎さきから電話来てたのか……」

　その日の前日は夜中の四時まで作業していたため、目が覚めたらもう昼の十二時だった。午前中に恋ヶ崎から電話があったようだが、枕まくら元もとにスマホを置いておいたのに全く気づかなかった。

　着信の後に、ラインが来ていた。

『恋ヶ崎桃もも：もうすぐシルバーウィークだね！　いつからこっち来られるの？』

　恋ヶ崎からのラインを読んで……俺は思わずスマホをベッドの上に落とした。

　もうすぐシルバーウィーク……？　マ、マジかよ！

　当然俺は、シルバーウィークに恋ヶ崎に会いに行くと言った約束のことは、覚えている。

　今は、九月十七日。編集作業の締め切り日は、九月二十四日。その間、バイトも何日か入っているので、全てを編集作業に費やせるわけではない。

　携けい帯たいのカレンダーを見る。どうやらシルバーウィークは、今週の土曜日……十九日から、二十三日までだ。

　どう考えても、無理だ。北海道に行っている暇はない。

　北海道で編集作業をするだとか、交通費を俺が払はらうから恋ヶ崎にまた東京に来てもらうとか、色々考えたが……せっかく恋ヶ崎に会えたところで、俺がずっと編集作業してたら、意味ないんじゃないのか？　という結論に至る。

　来月のカレンダーを確かく認にんすると、長い連休はなかったが、祝日と土日を合わせて三連休があった。

　仕方ない、よな……。恋ヶ崎よ、許せ！

『本当に申し訳ない……そっちに行くつもりしてたけど、映画の動画編集作業が忙いそがしくて行けそうにない。締しめ切りが二十四日で、諸事情で俺以外動画編集ができる人間がいないんだ。来月の三連休こそは絶対、北海道に行くから！』

　本当は電話で謝りたかったが、もう準備してバイトに行かなければいけない時間だったので、仕方なくラインを送った。




　バイトが終わってスマホを見ると、恋ヶ崎からまたもや不在着信が来ていた。その後、ラインが送られてきている。

『まぢありえないんですけど～。。ってか、来られないなら来られないってもっと早くから言ってよ』

『ほんとごめん！』

　その場で返信する。今回ばかりは、俺が全面的に悪い。

『ま、仕方ないかぁー。漫まん研けんの映画、あたしも楽しみだしね。その代わり、つまんない映画だったらまぢで怒るから！』

『うん、そのときは怒ってくれ！　映画のデータ、完成したら送るから！』

　恋ヶ崎が理解のある彼女で本当に良かった、と心から思った。




　それから一週間後の締め切り日までの間、俺はひたすらバイトと授業と動画編集に追われる日々を過ごした。恋ヶ崎とゲームで遊ぶことも、電話をすることもできなかった。




　　　　＊




「完成、しました……」

　締め切り日当日の、授業が終わった後。

　編集データの入ったＣＤ─ＲＯＭを渡わたすために、俺は漫研の部室へとやってきた。

「おぉぉ～っおめでとう柏かしわ田だ！　本当にお疲つかれ！　俺たちはお前を信じてたぞ！」

「おめでとう！」

「おめでとう！」

「おめでとう！」

「某ぼうアニメの最終回みたいな演出やめてくださいっ！　寝ね不ぶ足そくなんで頭が変になりそうです！」

　岩本さんに続いて口々におめでとうを言う先輩たちに思わず突つっ込こんだ。

「寝不足の割に突っ込みは冴さえてるな～！　柏田、お疲れさん！」

　川北さんが、俺の肩をバシッと叩たたく。

「本当にお疲れ様、柏田君！」

　佐さ倉くらさんが、俺の腕うでを両手で摑つかむ。もう大分足は良くなったみたいだ。

「俺たちは心苦しかったんだよ……いくら一台のパソコンでしか作業ができないからとはいえ、まだ一年のお前一人に編集作業を任せることになっちまうなんてな。今日は俺たちが奢おごってやるから、なんでも好きなもん食え！」

　俺が編集作業を進めている間に、他の部員の人たちで学園祭での漫研が使える部屋やプロジェクターの手配、ポスターやパンフレットの作成などを進めてくれていたようで、順調に準備は進んでいるとのことだ。

「……お疲れ様、柏田君」

　長谷川が、俺の顔を見て薄うすく微笑ほほえんだ。

　もうすっかり、映画を撮る前の長谷川に戻っていた。

　あのときの、少し様子がおかしかったことなど、まるで何もなかったかのように……。
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　そして、十月四日。

　ついに学園祭の一日目がやってきた。

　俺たち漫研は、視し聴ちよう覚かく室を使うことになり、プロジェクターでスクリーンに映像を流す。

　女の子が映画の中のコスプレをして接客する、ということも売りにして、勿もち論ろん部員でない小豆あずきちゃんやムラサキさんに来てもらうわけにはいかないので、佐倉さんと長谷川にコスプレをしてもらった。

　長谷川は、作中で自分が演じた『碧あお海み鈴すず音ね』のコスプレを、佐倉さんが、小豆ちゃんが演じていた『渚なぎさみらい』のコスプレをして観客を出で迎むかえる。

　一応映画を見ながら飲み物を提供することで、映画代を含ふくめた飲み物代を七百円に設定した。

　上映時間は、受付の時間や飲み物を提供する時間も考えて、余よ裕ゆうを持って一時間に一本にした。観客には、ポスターやパンフレットに記き載さいされている上映時間に部屋の前に集まってもらう。

「おお～っ！　かなり来てるじゃないっすか！」

　部屋の中から、扉とびらを少し開けて外に集まっている観客の様子を見て、俺は思わず喜びの声を上げた。

　素人しろうとが作った映画を七百円も払って観に来てくれる人がいるのかととても心配だったが、事前に作ったポスターに女の子のコスプレ姿の写真を載のせて、『映画に出てくるコスプレ美少女と実際に会えます！』という煽あおり文句を載せたのが良かったのか、部屋の前に観客がずらりと並んでいた。見事に男ばかりだ。コスプレ美少女の力は偉い大だいである。

「ああ、これも真ま彩あやちゃんと長谷川さんのおかげだな！」

　コスプレをして準備バッチリの佐倉さんと長谷川を見て、川北さんが言う。

　本当にその通りだ。きっとみんなコスプレ美少女目当て、なんだろうな……。

　一いつ生しよう懸けん命めい作った自信を持てる作品なので、純じゆん粋すいに映画に興味がある人もこの中に何人かいてくれたら嬉うれしいのだが。

　ちなみに、男部員は全員『夏なつ色いろ彼かの女じよ。』の痛Ｔシャツを制服として着ている。もう恥はずかしさも何もあったもんじゃない。完全に開き直っていた。

「お待たせしました、今から十時開始の、オタクがオタクのために作った実写映画『夏色彼女。』の受付を開始します！」

　岩本さんが受付を始める。

「ポスター見る限りいい感じだよな～。最近の下手な実写映画よりよっぽどビジュアルのクオリティは高い」

「聖地で撮ったって書いてあったけど、マジかな？　俺、あの海実際行ったんだよね」

　並んでいる観客の会話が聞こえてくる。

　この人たち……コスプレ美少女目的ってわけじゃなくて、ちゃんと映画に興味があって観に来てくれたんだ！　そういう人たちもいるんだと分かって、俄が然ぜんテンションが上がる。




「こちらコーラとウーロン茶になります。今日はどうぞお楽しみ下さい」

「おお～っ！」

「お姉さん、まんま『鈴音』っすね！」

　コスプレ姿でウェイトレスをする長谷川や佐倉さんを見て、観客は感動の声を上げている。




　やがて映画の上映が開始する。

　プロジェクターを使って、俺たちが作った映画がスクリーンに映し出される。観客の反応が気になって仕方がない。

　映画が始まるまでずっとざわざわしていたが、始まった途と端たん静かになった。




「短いけど、雰ふん囲い気き出てたな～」

「やっべ、撫なでし子こ先せん輩ぱい本物すぎたわ！　なんで今日いないんだろ～!?」

　やがて映画が終わると、部屋中から感想がチラホラ聞こえてくる。ざわざわしていて全すべての感想が聞き取れないのが悔くやまれるが、雰囲気出てると言ってもらえたことだけでも嬉しかった。

「映画、めっちゃ良かったっす！」

「……！」

　そんな中、俺たちに直接映画の感想を言ってくれるという素す晴ばらしい人までいた。

「あ……ありがとうございます！」

　俺はそのセリフに、思わず頭を下げて礼を言った。

　俺たちは、きっとこの一言が聞きたくてここまで頑がん張ばったんだ。心からそう思った。




「柏田君、翠みどりちゃん、みなさん、お疲れ様でーす！　すごい人入ってるね～！　どう？　映画の評判は」

「完成した映画を観るの、とっても楽しみです♪」

「二人とも！」

　映画の受付をしていたら、小豆ちゃんとムラサキさんが二人で遊びに来てくれた。

「おかげさまで、大盛せい況きようだよ！　評判も今のところ上々だし……本当に、二人が協力してくれたおかげですよ！」

　他の観客に混ざって、二人も映画を観る。今日までの楽しみということで、まだ完成した映画を二人には観せていなかった。




「すごく雰囲気出てて良かったよー！　まさかこんなにいい感じに編集してもらえてるなんて！」

「自分がスクリーンに映っているなんて恥ずかしいですが、映画の出来が素晴らしくてとても自分だなんて思えませんでしたよ」

　上映が終わり、二人は興奮気味に感想を語ってくれた。

　お客さんに感想をもらえて、二人にもこんなに絶賛してもらえるなんて、何日も徹てつ夜やで編集した甲か斐いがあった、と思えた。




　　　　＊




　無事に学園祭一日目が終しゆう了りようし、俺は家に帰ってベッドにダイブした。

　とても疲れたが、同じくらい達成感を覚え、映画を観た人に認めてもらえたことに興奮していた。俺のテンションは上がりきっていた。

　パソコンを立ち上げて、メールの画面を開く。

　恋ヶ崎に、映画のデータを送って、観てもらうためだ。

　一応岩本さんとの約束で、学園祭で映画が解禁になるまでは、たとえ彼女といえど映画のデータを送ってはいけない、と言われていた。

　だけどこれでやっと、恋ヶ崎にも俺たち漫まん研けんの映画を観てもらうことができる。

　映画のデータは容量が大きいので、アップロードサービスを使ってネット上にアップして、そのリンクを恋ヶ崎へのメールに貼はり付けた。

『今、映画のデータ送った！』

　恋ヶ崎にラインを送ると、すぐに返信が来る。

『これでやっと観れるわけね～！　今から観る！』

『え、今から観るのか？　じゃあ、ラインでビデオ通話しないか？』

　恋ヶ崎とはたまに、ラインのビデオ通話で会話していた。互たがいの顔が見えるし、ほんの少しだけ、実際に会っているような気分になれる。

　俺は恋ヶ崎の反応を、直接見たかった。

　俺は恋ヶ崎に、俺が映画に出ていることをまだ言っていない。川北さんが主人公役だと言ってある。恋ヶ崎を驚おどろかせようと思っていた。

『オッケー！』

　恋ヶ崎から返信があった後、恋ヶ崎からラインのビデオ通話の着信があり、すぐに出た。

　スマホの画面に恋ヶ崎の顔が映る。

「今ダウンロードできた～！　今から観るね！」

　恋ヶ崎がスマホをパソコンの前に置いた。画面には、恋ヶ崎の横顔と、パソコンの画面が少しだけ移った。

　恋ヶ崎が、再生ボタンを押す。映像が流れ出す。

　俺はもう何度も観過ぎて、この映画が面おも白しろいのかどうなのか、ゲシュタルト崩ほう壊かいしていた。恋ヶ崎は、この映画を観てどう思うんだろう。感想が少しだけ怖こわい。

　だけど、観て欲しい。俺たちが一いつ生しよう懸けん命めい作ったこの映画を。恋ヶ崎の感想が聞きたい。

　オープニングはなく、いきなり映画は始まる仕様になっている。

「えっ……何これ、あんたじゃん！」

　恋ヶ崎はパソコンの画面を見て、爆ばく笑しようしだした。

「なんであんたが映画に出てんの!?　超ちよううける～！」

「川北さんが、撮さつ影えい早々にあがり症しようで撮影無理、とか言い出してさ～。マジで大変だったよ」

「へぇー……あ、これ小豆ちゃん!?　超可愛かわいいっ！」

　最初に小豆ちゃんとのエピソードが始まる。次に二に階かい堂どうさん、ムラサキさん。最後に長谷川とのシーン。

『好きなの。ずっとずっと、あなたのことが好きだったの。』

　長谷川の演技に、恋ヶ崎は見入っている。何も喋しやべらなくなる。どうしてそんなに真しん剣けんに観ているんだろう。他の女の子とのシーンのときは、観ながらペラペラ喋ってたのに。

『あなたがいつの間にか、私の中で信じられないくらい大きな存在になっていて……。こんな気持ち初めてで……』

　長谷川の切なげな表情のアップ。

『あ、碧海……。俺も、碧海が好きだ』

　長谷川の演技に比べて、お粗そ末まつすぎる俺の演技。

「…………」

　恋ヶ崎は相変わらず、何も言わない。
















　その横顔は……。

「……!?」

　なぜか、辛つらそうに歪ゆがんでいた。

「こ、恋ヶ崎……？　どうかしたか？」

「……あ、い、いや……。すごくいい映画だったから、思わず見入ちゃってさ」

　恋ヶ崎はパッと笑え顔がおになって、カメラの方を向いた。

「めっちゃいい映画だったよ。みんな可愛いし、映像も綺き麗れいだし……みんなほんと、演技うまいね。あんたも、そこそこ様さまになってたんじゃん？　特に、長谷川さんの演技は……本当に上手で……」




「なんか、本当に二人がいい感じに見えちゃって、ちょっと疎そ外がい感かん感じたっていうか……」

「こ、恋ヶ崎!?　お前、な、何言ってるんだよ!?」

　恋ヶ崎のセリフに、俺は思わず大きな声を上げた。

　俺の大声に、恋ヶ崎はハッとする。

「……って、やだな……あ、あたし、ほんと、何言ってんだろ……。あ、あたしこの後電話しなきゃいけないところ思い出した……ごめん、一回切るね」

「え!?　ちょ、ちょっと待てよ、恋ヶ崎……」

「ごめん、また連れん絡らくするから」

　恋ヶ崎は急にそう言うと、本当に電話を切ってしまった。




　電話を終えた後、俺は暫しばらく放心状態でその場に固まっていた。




　恋ヶ崎は、泣いていた。

　俺と長谷川に疎外感を感じたと言っていたとき、泣いていたんだ。




　その日、俺が何度恋ヶ崎に電話をかけても、恋ヶ崎は電話に出てくれなかった。







　　　あとがき







　ご無ぶ沙さ汰たしてます、村むら上かみ凛りんです。

　この度たびは『オタリア』十三巻をご購こう入にゆう頂き、誠にありがとうございました！

　夏休み編ということで、夏のイベントといえば、夏コミ、海、花火、夏祭り……と前巻に引き続き夏を満まん喫きつさせてみました（笑）。

　ちょうど今年の夏、千葉の方の海に遊びに行くという自分では信じられないくらいのリア充イベントを経験したので（海に泳ぎに行くなんて小学生以来でした（笑））、その経験を元に今巻を執しつ筆ぴつしようと思っていました。……が、実際は台風のせいで波が高すぎて、波打ち際で遊ぶ程度しかできなかったのですが（笑）。

　また、今回のメインイベントとして、サークルで映画を撮とる話があります。

　私自身、昔映画研究部を舞ぶ台たいとしたゲームにハマったことがあり、映画を作るって楽しそうだなあ、やってみたいなあ、と思いつつ結局学生時代にできなかったので、今回柏かしわ田だたちにやらせてみました。

　大学の学園祭って、高校と違ちがってより自由度が増して楽しいですよね～！　……と言いつつ、大学時代サークルに入っていなかった私は、大学の学園祭には特に思い出がないことに気付きました……（苦笑）。こんなキャンパスライフを送ってみたかったですね～。

　恒こう例れいとなりますが、最後に謝辞を。担当編集様。今巻まで『オタリア』を見守り、導いて下さり、ありがとうございました。

　あなぽん様。いつもクオリティの高いイラストをありがとうございます。

　そして『オタリア』コミカライズ担当の葵あお季きむつみ様。謝辞が遅おそくなってしまいましたが、今まで素晴らしいコミックをありがとうございました。最終回まで、一読者として楽しませて頂きました。

　小説とはひと味もふた味も違う展開で、原作を既読の方でも絶対に楽しんで頂ける内容となっております。まだ未読の方がいらっしゃいましたら、是ぜ非ひお手に取ってみて下さい。

　いつも応おう援えんして下さっている読者の皆みな様さま、こんなに長い期間付き合って下さり、なんと感謝の言葉を申し上げたらいいか分かりません。作品で感謝の気持ちを返していけるよう今後も頑がん張ばりますので、もう少しの間『オタリア』に付き合って頂けたら幸いです。
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